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第Ⅲ章 遺構・遺物

C 中世末～近世

① B2・ 3・ 4・ 4S・ 6地区 (第 113図、図版喝)

B2～ 4,4S・ 6地区では、中世末～近世にかけて畠を中心に、掘立柱建物や土坑等を検出した。

畠はB2・ 3・ 4地区で確認された。南北の溝 とそれに直行する東西の溝による区画内に、等間隔で

並ぶさく状遺構が検出される。B2地区南側からB3地区北側にかけて畠や区画溝が最 も顕著に確認

され、その他の地区では区画溝が部分的に残る。B3地区の東側に南北方向に廷びる S D 1050・ 1067

がある。その溝の東側は遺構の希薄な空間が広がってお り、別の土地利用形態が想定できる。また、

北はB2地区の S D646、 西はB4地区の S D 2008の 両岸で、遺構の分布形態が異なる。それらの溝

に囲まれた約60m× 60mの範囲が畠地となり、更にその内部を区画溝で小区画化 している。区画溝は

真北より東へ約20° 振れてお り、ほぼ同位置で同一方向の溝が 2回 ほど造 り直されている。遺構の配

置や重複関係から上下 2回 の区画の変遷を想定 した。スクリーン トーンをかけて示 しているSD

595,646,1040。 1050・ 2001。 2008等 が上層、S D 645'647・ 1042・ 1067・ 1705,2002・ 2170等が下

層のものである。小区画は約20m× 20mの小規模なもの、約30m× 30mの大規模なもの、南北約30m

東西約20mの 中間規模のものに大別でき、更に規模の明らかでないものが数例ある。この様な小区画

が調査区内で10枚以上あったようで、形状は長方形ないしは方形を基本 とする。これらの区画内に、

南北方向や東西方向のさく状遺構が分布 している。さく状遺構間の間隔は約 lmと なっている。また、

さく状遺構同士が重複する例 もあ り、新 しいものが上層、古いものが下層に伴 うさく状遺構 と考えら

れる。なお、調査区の北東に位置するB6地区からは、耕作に伴うと考えられる微小 ピット群を検出

した。円形で0.05～ 0.lm程度の径を有 し、覆土はいずれも耕作土に類似 した淡灰褐色砂質上である。

抗跡なども一部混 じるかもしれないが、基本的には耕作物の抜株痕と考えてお り、構造物を作るため

に形成された遺構 とはみなしていない。この他、上層の遺構 としては竪穴状土坑や土坑、溝が確認さ

れている。 S D646の北側に畠は認められず、遺構の分布は希薄な空間となる。また、竪穴状土坑で

あるS K658があり、整地のための礫の廃棄もしくは排水施設と推定される S K655な どがみられ、居

住空間と考えられる。下層では上層の区画割 りとほぼ同じ位置に区画溝がみられ、上層の区画が下層

の区画を踏襲 して作 られていることがわかる。なお、西側のB4地区には掘立柱建物 S B44が検出さ

れ、この部分が居住空間であつたと推測できる。この様な屋敷地は平成 8年度に調査 した持田 I遺跡

でも2例が認められ、いずれも約40mの方形区画内に数棟の建物や井戸が設けられていた。遺構の時

期は上層のものが17世紀、下層のものが 16世紀末と考えている。

掘立柱建物

S B44(第 114図 ):畠地西側の遺構の希薄な空間にあり、X83Y1351こ位置する。 3間 ×2間の側

柱建物であり、ここでは桁行 3間、梁行 2間 の東西棟 として復元 した。桁行 6m、 梁行3.4mを 測 り、

面積20.4♂、主軸はN-31° ―Wである。柱穴堀方は円形 もしくは精円形を呈 し、直径0.24～ 0,36m

の大 きさで、現存する深さ014～ 0.56mを 測る。桁行柱列の東側部分の柱間距離が他の柱間距離に比

べ2.5mと やや長い。柱穴覆土はにぶい黄褐色砂質シル ト、灰黄色褐色シル トである。明確な付属施

設などは認められない。

上坑

S K657(第 115図):S K658の南西側に配置されている。円形の堀方をもち直径約1.7m深 さ0.53

mを測る。底には直径20～ 40cmの石が不規則に埋まってお りS K655と 同様であるが、 S K658が この

土坑を意識 した堀方になってお り、 S K658に 伴う利用のされ方が窺える。そのため S K655と は異な
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2遺 構

る利用のされ方も考えられる。覆土からは土師器、越中瀬戸が出上 している。

S K658(第 115図、図版44):X85Y173に 位置する隅九長方形の上坑である。長さ4.46m、 幅3.33

m、 深さ02mの浅 く広い堀方をもつ。土坑内部には規則的に直径40cm大の石が配置されてお り、土

坑を埋めた状態で利用されたと考えられる。周辺から石は確認されていないが、土台建物の一部と考

えられ、遺構配置からS K657,661・ 667が、この土坑に関連する遺構 と推測 している。覆土は黄灰

色砂質シル トで土坑部分を整地 し、土間などに利用 していたのであろう。覆土中からは土師器 。中世

土師器 。人尾・越中瀬戸が出土 している。

S K 661(第 115図、図版44):S K667の南側に隣接する長方形の土坑で、規模は長さ1.86m、 幅

0,96m、 深さ0.4mと 南北に長い。直径30cmの平らな石13個 を長方形に並べてお り性格は不明である。

S K667(第 114図 、図版44):X90Y175に 位置する。不整形の堀方で、長さ11.47m、 幅5.51m、

深さ0.56mを 測る。土坑の東側は張 り出し状に突出してお り、内部から40cm大の石が出上 している。

土坑内部および周辺に柱穴は認められないが、土坑の形態は梅原胡摩堂遺跡の S K8966や 東北地方の

竪穴状遺構によく似ている。柱穴が認められず、整地跡の可能性 もあ り断定は出来ないが、 S K658

の様に土台建物の一部と考えられる遺構が周囲にあること、畠地から離れた、遺構の希薄な居住地に

配置されていることなどから、建物に関連する遺構 と推測 したい。覆土からは土師器・須恵器 。中世

土師器 (672～ 682)・ 珠洲・八尾・越前 。青磁 (683)・ 越中瀬戸が出土 している。また土坑の南東側

周辺のX87Y178か らは銅銭 (2012～2028)が絹銭の状態で出上 し、植物体の紐が通されていた。

溝

溝については大小様々なものを確認 した。第116・ 117図 はさく状遺構を示 した。第118図 は主な区

画溝の断面で、断面を記録 した位置は第113図 に掲載 している。

S D 555(第 118図):X75Y160付 近に位置する東西溝で、畠の小区画の境界溝である。幅0.52m、

深さ0.12mを 測る。覆土中から中世土師器・珠洲が出上 している。

S D 646(第 118図):X80Y160付近に位置する東西溝で、畠地部分の北端に位置する。畠の境界

を示す区画溝 と考えられ、北側に遺構の希薄な居住空間が広がる。幅08m、 深さ0.16mを 測 り、覆土

中から中世土師器・珠洲が出上 している。

S D 671(第 118図 ):調査区全体の東端に位置する南北溝である。幅0.45m、 深さ0.09mを 測る。

同方位を示す S D672・ 673があり、 3者では S D672が最 も新 しい。中世の溝 (S D701・ 703)と も

共通の方位を示 し、中世からの区画が踏襲されている様である。覆土からは中世土師器が出土する。

S D 672(第 118図 ):上記 と同様の検出状況である。幅0.76m、 深さ0.12mを 測る。覆土中から須

恵器・中世土師器・珠洲・伊万里・石製品などが出土 している。

S D673(第 118図 ):上記 と同様の検出状況である。幅0.94m、 深さ0.12mを 測る。覆土中からは

中世土師器・珠洲が出上 している。

S D1027(第 113図):調査地全体の南東隅にある南北溝である。畠地の東側に遺構の希薄な空間、

約20mを 挟んで配置されてお り、この溝の東側に何 らかの空間が想定される。幅0。 71m、 深さ0.1lm

を測る。 S D 1020。 1028と 重複 し、ほぼ同様の配置状況だが、 S D 1027の 方が小規模 となる。重複関

係から三者の中では最 も新 しく、覆土中から中世土師器 。珠洲が出土 している。

S D1040(第 118図):調査地中央に位置する東西溝である。Y160付近で南北に分岐し、 しばらく

平行に延びた後、南北方向にそれぞれ延びる。覆土中から中世土師器の皿 (915。 916)・ 珠洲・八

尾・瀬戸美濃の水滴 (923)が 出上 している。

/7θ



第Ⅲ章 遺構・遺物

S D1041(第 118図 ):X60Y148付 近に位置する南北溝で、 S D 1040と 合流する。畠地を小区画 し

たもので、幅07m、 深さ026mを 測る。覆土中から中世土師器・珠洲が出土 している。

S D1042(第 118図):X60Y160付近に位置する東西溝である。配置や性格は S D 1040と 同様で、

S D 1040よ りも古い。幅0。Mm、 深さ008mを 測る。覆土中から中世土師器・珠洲が出土する。

S D1043(第 118図 ):X55Y160付 近に位置する南北溝で、幅07m、 深さ0.04mを 測る。 SD

1040。 1704と で畠地を囲い小区画化する。覆土中から中世土師器が出土 している。

S D1050(第 118図 ):畠地全体の南東端に位置 し、畠地の境界 となる。 S D 1067よ りも新 しい溝

で、幅0.8m、 深さ0.09mを 測る。覆土中から中世土師器・珠洲・八尾が出上 している。

S D1067(第 113図):上記と同等の検出状況である。幅0.85m、 深さ023mを測る。覆土中から中

世土師器・珠洲 。人尾が出土 している。

S D1063(第 118図 ):調査地の南端に位置する東西溝である。この溝よりも南側の遣構はやや希

薄である。幅0.8m、 深さ0,05mを 測る。覆土中から中世土師器・珠洲が出土 している。

S D 2001(第 118図 ):S B44の 北側に位置する東西方向の区画溝である。居住地の区画は 2回 ほ

ど重複 し、 S D2001が最も新 しい。幅0.52m、 深さ016mを 測 り、覆土中から伊万里が出土 している。

S D 2002(第 ■8図 )i S D2001と 重複する溝で、配置状況もS D2001を 踏襲する。幅0.56m、 深さ

0.16mを 測 り、覆土中から土師器・中世土師器・珠洲が出上 している。

S D2008(第 118図):S B44の東側に位置する南北方向の区画溝である。幅0,78m、 深さ0.18mを

測 り、覆土中から土師器・須恵器 。中世土師器が出土 している。

S D 2032(第 113図 ):X70Y150付近にあり、畠地の南および東側を小区画するL字状の溝である。

幅0.26m、 深さ0.07mを 測る。調査地の畠群はこの様な小規模の溝状遺構によって、小区画化された

ようである。また畠地全体の境界にあたる溝についても小区画のものとほとんど差異はない。

S D 4099(第 113図):B6地 区にある南北溝で、同一方向に延びる S D4100と 重複 してお り、 S

D4099の 方が新 しい。幅0.74m、 深さ0.08mを 測る。 S D672の 延長上にあたり、同等の性格が想定さ

れる。覆土中からは土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲・八尾・瀬戸が出土 している。

S D 4100(第 113図):上記 と同様の出土状況である。幅064m、 深さ0.24mを 測る。覆土中から土

師器・須恵器 。中世土師器・珠洲 。人尾・瀬戸 。伊万里が出土している。

小区画 (第 116図):X75Y155付 近に位置 し、 S D 532・ 570。 599。 646・ 2008な どに囲まれた南北

約32m、 東西約23mの 区画であ り、重複関係から2時期の変遷が想定される。区画内には長さ1.8～

11.6mの溝群が lm程度の間隔で平行に廷びるさく状遺構を確認 している。南側の溝群は南北方向に、

北側の溝群は東西方向に延び、重複関係は成立 しない。覆土は暗灰責色砂質シル トからなりS D 523

の覆土中から中世土師器が出土 している。

小区画 (第 117図):X75Y165付 近に位置し、 S D 555。 570・ 595。 645・ 646・ 648に 囲まれた南北

約14m、 東西約20mの 区画であ り、重複関係から2時期の変遷が想定される。区画内には長さ2.8～

5.2m程 の溝群が、 lm程度の間隔で平行に東西方向に延びるさく状遺構 を確認 している。南 と北の

溝群は方位が微妙に異なってお り、時期差が想定される。覆土はオリーブ褐色砂質シル トからなる。

さく状遺構からは遺物がほとんど出上 しなかったが、一部の溝から中世土師器・珠洲が少量出上 した。

(武 田 健次郎)
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SD649'SD652
125Y4/3オ リーブ召色砂質シルト

(75YR4/3褐 色砂質シルト含)

SD638'SD651
1 2 FOY4/3オ リーブ褐色砂質シルト

(7う YR4/3褐 色砂質シルト含)

22知m SD653

再

SD653
125Y4/8オ リーブ福色砂質シルト

(わYR4/31B色 砂質シルト含)

―SD725
125Y4/8オリー/4色砂質シルⅢ

9こぷい黄色細TJ20%含 )

十
SD726
1ワうY4/3オリーブ褐色砂質ンルト

(にぶい黄色細砂211%含 )

1~2                  ヽ

SD727
125Y4/8オ リーブ禍色砂質シルト

(にぶい黄色細砂力9/9含
)

SD728・ SD731
225Y4/8オ リーブ褐色砂質シルト

(褐色砂質シルト20%含 )

SD733'SD734
12喪V魯オリーフ禍色砂質ンルト

(褐色砂質シ″卜211%含 ) ―

SD737
1とぷ Vヽオリーブ召色砂賓シルト

(にぶい黄色細砂力%含 )

0                                                   2m
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SD669
125Y4/91リ ーブ欄色砂質シルト

SD671
125V5/1黄 灰色シルト(黄灰色砂5%含 )

SD672
a25Y5/8黄 褐色粗砂
425Y5/域床色ンルト
5 26YS/2暗 灰黄色ンルト(炭大切含)

SD673
Gワ 5Y5/2暗 灰黄色粘質シルト

125Y4/2暗 灰黄t秒質■(しまり悪い、革含)

SD2002
225Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト(11こ比へしまり良い、底面に駿化鉄が沈着する)

32の とを基観とするが酸イヒ鉄力鋭状に多く含

SD2003
425Y4/3オ リー‐/8色砂質ンルト(駿イヒ鉄が粒状に多く含)

2270n   SD555

サ
SD555
125Y4/争オリーブ褐色砂質シ,レ ト

(■SYR4/3褐 色砂質シルト含)

SD2008
125Y4/2暗 灰費色砂質シルト
(10YR4F蝿色砂質■10%、

酸化鉄力競状にわずかに含)

SD1050
ユ25Y5/4黄 褐色砂質シルト

(25Y6/3に示い黄色砂が常状,こ15%、マンガンお鋭 状に多く、

BIL鉄がうすい布状に含)

21と 同様だがマンオンカ省 まれない

SD2054
225Y4/2暗 灰黄色砂質シルト

(10YR4/4褐 色砂質■10%含 )

2280n   SD1041

―
SD1 041
125Y4/4オ リーフ獨色砂質■

ワ2eOm   SD1063

SD1063
125Y5/3黄 褐色砂質ンルト

(10Ⅵ望れ褐色砂質±30%含 )

o                               2m

SD4099
1 10YR5/2X黄褐色砂粘質■

SD4100
1 10YR5/2禍 灰色砂資土

獅一Ｗ
釣

獅一Ｎ
SD2003 SD2004

SD2004
,25Y5/4黄 褐色砂質土

2270m  SD2032

滅
125Y4/2暗 仄黄色砂賓シルト

(2う Y5/2暗 灰黄色シルト5%、

酸化鉄を粒状に多く含)

SD1040‐ a          SD1040‐ b     SD1042

SD1040‐ a
125Y4/4Bウ ーノ褐色砂質土(酸化鉄 マンガンが底面にうすく沈着)

SD1040‐ b
2ワ 5Y5/4黄 鶴色砂質シルト(酸化鉄力輩体に粒状に含)

SD1042
3邪V4/露 リー1/a色砂質ンルト(醐ヒ鉄力報状に底面ほど多く含)

SD1043

SD1043
125Y4/4オ リーブ褐色砂質土

SD1704 SD1703

Ｔ獅一Ｅ

輛一Ｅ一朗獅一配

SD1028
12うYS/1黄灰色砂

SD1703・ SD1704
1 10YR4/1褐 灰色砂質土
225W,9黄褐色砂賓土
a25Y4カ暗灰黄色砂質■
4 2ar4/2暗 灰黄色砂質主
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SD646

サ
SD646
125y5/3黄 櫂色砂質シルト

SD645

SD645
1つうY4/8オリープ獨色砂質ンルト(褐色砂質シルト含)

SD2054
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2遺 構

② A2地 区

土台建物、井戸、土坑、溝、墓娠、排水施設がある。切 り合いから、「溝があった時期」 と「溝が

埋まってその上に土台建物が建った時期」 とがあることがわかる。墓壊 も溝が埋まってからの時期だ

が、土台建物と同時期かは分からない。また、溝に汚水を流す排水施設があるため、その周辺に土台

建物以前に建物があったと思われるが、調査区が狭いため、明確な柱穴の並びは確認できなかった。

土台建物

S X 4502(第 119図、図版46):調査区北東端に位置する。土台建物 と思われ、規模は南北4.8m、

東西約6.5m、 深さ約0.3mの方形で東側は調査区外へ続 くものと思われる。西側 と、北側に大きめの

石が並び、その内側に側よりもやや小さい石が入れられている。中央 も南北に大 きめの石が並び、 2

部屋に分かれている。切 り合いからS D4568よ りも新 しい。覆土は単層で灰色粘土質シル トに灰色

シル トと炭が混 じる土である。遺物は越中瀬戸・唐津・骨 (ヒ ト)が出土 している。越中瀬戸はSE
4547、 S D4568出 上の遺物 と接合する。

井戸

S E4503(第 120図 、図版46):調査区東端に位置する。中央上部は暗渠によって壊 されている。

規模は直径約16m、 深さ約077m。 大きい石がみられるため、もともとは石組みであったと思われる

が、廃棄されたときに抜 き取られたのかきれいな石組みはみられない。覆土は3層 に分かれるが、主

に灰色シル トに灰色粘土質シル トと炭が混 じる上である。遺物は土師器・越中瀬戸 。伊万里が出土 し

てお り、越中瀬戸は包含層出上のものと接合する。

S E 4547(第 120図、図版45):調査区東に位置する。石組みであるが北側は暗渠によって壊 され

ている。直径約1,3mで深さは約 lm。 覆土は 2層 に分かれるが、主に灰色シル トにオリーブ色シル

トと棒状の褐色上が混 じる土である。遺物は越中瀬戸・箸が出土 している。越中瀬戸は S X4502出 土

のものと接合する。

土坑

S K 4505(第120図 )i X73Y78に 位置する。やや不整な円形で規模は短径0,75m、 深さ04mで あ

る。南側に直径14.6cmの柱が残る。覆土は上層は灰色シル トに灰色粘土質シル トと炭が混 じる土、下

層は柱の周 りは灰色粘土質シル ト、それ以外は灰色シル トである。

S K 4518(第120図):X69Y79に位置する。楕円形を呈 し、規模は長径0.98m、 短径0.8m、 深さ

0.37mで ある。東側に直径約14cmの柱が残る。

S K 4520(第 120図):X69Y80に位置する。楕円形を呈 し、規模は長径074m、 短径045m、 深さ

0.23cmで ある。中央よりやや南西に直径約 8 cmの 柱が残る。柱の根本は石で挟まれ支えられている。

覆土は灰色シル トで上下 2層 に分けられる。

S K 4525(第 120図 ):X70Y75に位置する。長方形を呈 し、規模は長径1.06m、 短径0.75m、 深さ

0.27mで ある。覆土は灰色砂質シル トで上下 2層 に分けられる。遺物は伊万里が出土 している。

S K 4538(第 120図):X70Y78に位置 し、切 り合いからS X4509、 S K4540よ り古い。楕円形を

呈 し、短径0,72m、 深さ028mである。北側に直径約10cmの 柱が残る。

S K 4545(第 121図 ):X72Y78に 位置する。切 り合いからS K4549よ りも古い。楕円形を呈 し、

規模は長径1.01m、 短径059m、 深さ0.32mで ある。北側に直径約13cmの柱が残る。覆土は灰色シル

トで 4層 に分けられる。

S K 4546(第 121図):X72Y77に位置する。切 り合いからS K4550よ り古 く、 S K4549よ り新 し

f78



第Ⅲ章 遺構・遺物

い。規模は、短径0.72m、 深さ0.32mで ある。覆土は灰色シル トの間に灰色粘土質シル トがはさまる

3層である。遺物は越中瀬戸・伊万里が出上 している。

S K 4555(第 121図):X72Y75に位置する。切 り合いからS K4554、 S D4568よ り新 しい。楕円

形を呈 し、規模は長径 1.58m、 短径0.95m、 深さ0.47mで ある。覆土は主に上層の灰色シル トと下層

の灰色粘土質シル トに分けられる。モモの種が出土している。

溝

S D 4501(第 121・ 144図、図版46):調査区北に位置する、東西方向に流れる溝である。西側・東

側 とも調査区外へ延びる。切 り合いからS X4502よ り古い。幅は約2.80m、 深さ0.87mで北側の上手

の上には小石が敷かれた道 S F4579が溝に沿って続いている。覆土は灰色粘土質シル トや灰黄掲色粘

質上で 4層 に分けられる。遺物は須恵器・中世土師器・珠洲・八尾・越前・瀬戸・越中瀬戸・バンド

コ・砥石・五輪塔・漆器・桶が出上 している。

S D 4568(第 121・ 144図):調査区中央に位置する、東西方向に流れる溝である。西側、東側 とも

調査区外へ廷びる。切 り合いからS X4502、 S K4554,4555・ 4556・ 4562・ 4563・ 4564よ り古 く、 S

K4553よ り新 しい。規模は幅2.18m、 深さ0.53mで ある。覆土は上層は灰色の粘土質シル トや粘上で、

下層は黒褐色粘上である。遺物は中世土師器・珠洲・青磁・瀬戸美濃 。越中瀬戸・砥石・石臼・漆

器・桶・板が出土 してお り、越中瀬戸は S X4502出 土のものと接合する。

S D 4573(第 121・ 144図):調査区中央よりやや北側、 S D4568の 北恨1に位置する。東西方向に流

れる溝で規模は幅約0,7m、 深さ0.18mで ある。覆土は上層の灰色粘土質シル トに灰色シル トが混 じる

土と、下層の灰色シル トにオリーブ黒色粘土質シル トが混 じる土とに分けられる。遺物は唐津・底板

が出土 している。

S D 4577(第 121・ 144図):調査区北側、 S D4501の 南側に位置する。東西方向に流れる溝で規模

は長さ4.8m、 幅約0.7m、 深さ0.2mで ある。覆土は単層でオリーブ黒色粘土質シル トに灰色シル トが

混 じる上である。遺物は珠洲・底板が出上 している。

墓鍍

S X 4562(第 121図 ):X72Y74に 位置する。切 り合いからS D4568よ り新 しい。不整形を呈 し、

長径 lm、 短径0.97m、 深さ0,17mで ある。覆土は灰色シル トに炭化木材が含まれる上である。骨

(ヒ ト)が出土 しているため墓墳 としたが、深さもあまりなく炭化物 もみられることから、墓 という

よりは火葬した場所 と思われる。

S X 4563(第 121図、図版45):X71Y73に 位置する。切 り合いからS D4568よ り新 しい。楕円形

を呈 し、規模は長径1.6m、 短径0。94m、 深さ0.16mである。覆土は上層は主に灰色シル トで、下層に

は炭の層がみられる。骨 (ヒ ト)が出上していることから墓墳としたが、S X4562と 同様、深さもあ

まりなく炭がみられ、副葬品などもないことから、火葬した場所と思われる。

排水施設

S X 4509(第 122図、図版45):X70Y79に 位置する。切 り合いからS K4540。 4550。 4553よ り古

い。水を捨てる部分は平面形は円形で直径約1.7m、 深さ0.54mで 、直径 5～30cm位 の石が逆円錐形に

入れられている。底からは石を並べた幅約0.5mのつい水路が北西に真っ直ぐ延び、S D4568に つながっ

(青山 裕子 )ている。
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///多

0                                                   4m

多

//

2 5Yν l灰色粘土資シルト(皮9%木 3%含 )

35Y71灰色お■ (炭 5%木含)

42う Y3/2黒 褐色粘■ (木30%含 )

55Y4/1灰 色粘主質シルト(灰色シルト5%含 )

0                                                   2m

/形

獅一ｂ

第119図 遺構実測図

SX4502  SD4568

′80

q

SD4568



第Ⅲ章 遺構 ,遺物

＼
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＼  

＼
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>⌒

15Y5/1灰 色シルト(皮S%含 )

25Y4/1灰 色砂 (灰自色砂20%含 )

a「r71灰色シルト(灰色粘土質ンルト5%炭 1%合 )

a>◎

SK4518
15Y4/ユ灰色シルト

ワ575/ユ灰色砂質シルト(オリーア色粒8%含 )

35Y5/ユ 灰色シルト(炭5%合 )

4 5Yν l灰色ンルト

SE4547
15Y4/1灰 色シルト(オ リーブ色シルト8%棒状の獨色■2%含 )

Z5Y5/1灰 色砂質■(φ5～ 10cmの礫多く含)

SE4547

＼  ＼
＼

SK4520
15Yシ 1灰色ンルト(炭3%含、瑞雄ややあり)

2 5Yν l灰色シルト(1よ り青みが強い )

ルト(オ リーブ黒色粘土質シ,ント5%含 )

ルト(1よりやや明るい)

ヽ

/

21 81 m       SK4520

k

SK4505
1 5YVl灰色シ,レト(灰色粘土質シルト5%災 5%含 )

25Y5/1灰 色シルト(炭8%含 )

35Y4/1灰 色粘■質ンルト

SK4504
l Fov4/1灰 色ンルト(炭3%含 )

2炭化物層
3 5YS/1仄 色シルト(え5%含 )

4 rows/1灰 色ンルト(暗青灰色シルト郷%含 )

SK4525
1 5Yν ユ灰色砂質シルト(灰 白色砂ユO修 棒状の獨色粒5%炭 1%含 )

多5Yνl灰色砂質シルト(灰 白色砂10%棒 状の獨色粒8%含 )

第120図 遺構実測図
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SD4673
l W4/1灰色粘土質ンルト(灰色シルト10%含 )

2 0Yν l灰色ンルト(オリーブ黒色粘■資ンルト15%含 )

SK4546
15V5/1灰 色シ″卜(灰色活■質ンルトlo%含 )

25Yツ 1灰色粘■質シルト(灰色シ″卜10%炭 1%含 )

35Y5/1灰 色ンルト(仄色粘土質シルト5%炭 2%合)
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SD4501
15Y71灰色粘土質シルト(棒状の赤褐色粒4%炭 2%含 )

2鍼γl灰色砂質シルト(仄色粘土質シ″卜40%炭 5物含)

S W4/1灰 色粘質土
4 10YR4/2X責 獨色粘質土(灰色粘質■15%木 片多霊に含)

55Yン 1灰色粘質■(灰黄褐色■3%木片含)

SD4577
65Y3/1オリーブ黒色粘土質シルト(灰色ンルト5%含 )

21BOn   SK4550           SK4546

21∞m    SD4573          21 811111

ユ5Y5/1灰 色ンルト(灰色粘上質ンルト311%炭 1%含 )

25Y4/1灰 色粘■質ンルト(灰色ン″卜5%木 片含 )

&5Y4/1灰 色粘土質ンルト(灰色シ″卜10%含 )

45Y71灰色粘土質シルト(灰色シルト8%含、3より粘性あり)

21 30m           SX4562

SX4562
15Y4/1灰 色ンルト(炭40%含 )

25Y5/1灰 色シルト(炭2%含 )

第121図 遺構実測図
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15Y4/2灰 オリープ色シルト(炭 2笏含)
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&5Y5/1灰 色ンルト(αl～2cn程度の炭のかたまり15%含 )

■炭 (木合)
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35Y4れ灰色粘■質シルト(φ 03～■n程度の小石多く含)

4 5Yν l灰色粘■質シルト
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③ C地区

C地区は中名V遺跡西側の縁辺にあり、A2地区の約13m北に隣接 している。調査区は 3カ 所に分

かれているため、Cl,C2・ C3地区とした。C地区の西側では徐々に地形が低 くなっていく。ま

た、東側ではB地区との間に谷】犬の地形が確認されている。このような、低地、谷状地形に挟まれた

微高地上に遺構群が形成されている。遺構の覆土は黒掲色砂質土と暗灰黄色砂質土を基調とする。後

者は遺構検出面の色調 との違いが明瞭でないこともあり、さらに検出面を下げ、にぶい責色砂層 とな

った段階で再度検出を行った。このため、遺構検出面は 2面 となったが、本来は 1面で検出し得たも

のであるため、ここでは同一の遺構面として提示する。なお、礫層が高 くなる範囲では礫層上面で遺

構を検出した。特にC2地区の中央部では表土直下で礫層を確認 し、遺構を検出した。また、Cl地

区のY105付近で礫層が上が り、さらに東側では谷状の地形 となっている。谷状地形からは遺物の出

土もなく、時期は明らかではない。 しかし、その西縁辺では遺構分布が希薄な範囲が約20mあ り、そ

の西側から遺構が検出されることから、この谷状地形を避けるように居住域を設定 していたと思われ

る。このことから、谷状地形は近世初頭の段階にも存続 していたと思われる。 C地区から検出された

遺構は、掘立柱建物 8棟、柵 2条、石組井戸15基 の他、多数の溝や土坑である。以下、それぞれの遺

構について解説する。

掘立柱建物

S B45(第 123・ 124図、図版49・ 50)iC2地 区の東端に位置する。 S P 5105・ 5115・ 5270・ 5257

を四隅とし、南北6.8m× 東西7.8mの 方形を呈する部分が構成される。面積は53.04♂ となる。西 。南

側の柱列は3間、北・東側の柱列は 2間 となっている。柱穴の形態・規模にはおおよそ 3種類がある。

一つは直径25～ 50cn4程の円形状を呈する S P 5225・ 5255・ 5256・ 5258・ 5268で ある。この内のSP

5225。 5255・ 5256・ 5258に柱根が残る。もう一つは直径 もしくは長軸が lm程の円形・楕円形となる

柱ダ鷺が10瑳蓋ある。 S P 5105・ 5110。 5122・ 5123・ 5250・ 5253・ 5254・ 5257・ 5269・ 5270で力)り 、 SP

5123・ 5253に は柱根が残る。また、 S P 5110・ 5122・ 5250・ 5270に は柱穴内に柱の沈下を防ぐためと

思われる根石が確認された。 S P 5257は 柱根・根石の両者が検出された。柱穴の底面に径25cmま での

礫を4点置き、その上に直径 9 cm程の柱 を設置 している。さらに、長軸が1.2m程 となる楕円・不整

形の柱穴 としてS P5115・ 5226がある。これらの柱穴内に遺存 していた柱根では、 S P 5253の柱根

(3187)力 Ml.4cm、 S P 5255の 柱根 (3189)が 33.8cmと 比較的長 く、他は S P 5123の 柱根 (3190)と 同

様に24cm程 であった。直径は 9～ 18.8cn4ま でと一様ではない。また、中心部が腐食 して樹皮のみが残

った状態のS P 5254な ど、遺存状態は不良な個体が多い。建物の北東側に S P 5106・ 5114・ 5152・

5448に よりL字状の柵列 となるS A19が構成される。 S B45に 伴うものであり、建物東狽1の柱列から

は約 lm、 北側の柱列からは約 2mの間隔を空ける。建物の内部・周辺には土坑がいくつか確認され

ている。 S K5117は S P 5105。 5110・ 5253・ 5256の 4つ の柱穴に囲まれた範囲にある。4.75m× 1.55

mと 2m× 4.5mの 2基の長方形土坑が接 した状態で、その境界に径30cm程の礫が南北方向に並べ ら

れている。深さも東西で異なり、西は008m、 東は0.14mを 測る。東側の中央部分には人頭大の礫が

分布 していた。底面はほぼ平坦で、硬化部分は認められていない。京焼碗 (1266)。 越中瀬戸壺

(1267)の他、唐津・珠洲が出土 している。 S K5124は 建物北東にあり、直径93cmの桶 (3171～ 3180)

が埋設されていた。検出段階では人頭大の礫で埋めているような状態であった。しかし、礫の混入は

上層のみで、ほとんどが暗灰責色の砂質土で埋まっていた。また、覆土下層からは欠損 した側板の一

部などが出上 している。この遺構の性格を概要報告段階では便所の可能性があるとしておいた。しか
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第Ⅲ章 遺構・遺物

し、稲内の覆上 を自然科学分析 した結果、寄生虫卵が極めて少ないことや、珪藻化石か ら桶内の水質

が極端 に汚濁 していなかったこと、さらに土壌の理化学成分 も糞便の混入 によるような有機成分のあ

り方 を示 さないことが明 らかになった。それゆえ、便所 とは考えられない。自然科学分析か らは珪藻

化石か ら遺構内に水が存在 し、水利施設 として利用 されていた可能性が指摘 されている。一時的な水

溜に用いるような役割が想定される。 S K5104は S K5124の西側に隣接 して構築されている。 SK

5104は3,45m× 2.3m、 深さ0.16mの やや不整な楕円形を呈 し、底面はほぼ平坦で砂層となる。覆土は

オリーブ褐色の砂質土となり、径30cmの礫が多 く混入する。 S K51041よ 土層断面からS K5124の 埋設

後、埋め戻 された状態で利用されていたと思われる。おそらく、水溜となるS K5124と 排水性を高め

た空間として S K5104を 合わせて水利施設としての役割を果たしていたのであろう。S K5104か らは、

伊万里 (1261)が 出上 している。 S B45で は、建物内の S K5117が土間部分として機能 し、建物と柵

列 との間に S K 5104・ 5124と いった水利施設を設置していたという利用形態が窺える。 S K5120は S

K5104の 西に隣接 している。規模は5.85m× 5。2m、 深さ0.24mの 不整形を呈する。覆土は主に暗灰責

色砂質土からなり、径30c14程の礫が多 く混っている。 S A19の S P 5152と の関係から、柵 と建物構築

時には埋没 した状態であったと思われる。主な出土遺物には越中瀬戸壼 (1268。 1269)・ 瓦質帽鉢

(1270)が ある。瓦質悟鉢はC3地区で検出された S K5156出土の破片 と接合する。 S K5251は建物

西側の柱列のやや外側、 S P 5123の 南西脇で検出された。1.35m× 1.Omの精円形で、深さは0.27mを

測る。覆土中に径18cmま での礫が多 く混入 している。また、ヒトの骨片も出上 している。 S B45と 直

接的な関連があるかは不明である。

S B46(第 125図 、図版50)iC2地 区東側のX103Y78付近に位置する。調査区外へ続 くと思われ、

全体の規模は不明である。確認された S P 5090・ 5263・ 5265・ 5266・ 5267・ 5271か ら、調査区内では

東西482m、 南北4.86mを 測る。 S P 5090・ 5271以外からは柱根が出土 している。 S P 5263は 1.43

m× 0.92m、 深さ0.33mの方形の柱穴の東隅に柱根 (3192)を 置 く。柱の南側、掘方の底部に漆器碗

(3167)が出土 している。他の柱穴は長軸0,76～ 0,95m、 短軸0.62～ 0,75mの 規模で、楕円形を呈する。

S P 5265の 柱根 (3194)で長さ59.4cm、 直径 18.8cm、 S P 5266の 柱根で長さ34cm、 直径 13cm、 SP

5267の柱根 (3183)で は長さ32.5cm、 直径14.5cmで あった。この内、 S P 5266・ 5267に は柱の下に礫

があり、柱の沈下を防ぐための根石と思われる。特に S P 5265・ 5266・ 5267は、 S B46よ り古いSK

5467の覆土中に掘削されてお り、周囲の遺構確認面となる基盤層よりもやや軟弱であることが、根石

を設置した要因と考えられる。 S P 5090か ら越中瀬戸が出土 している。

S B47(第 125図、図版49)iC2地区中央のX108Y70に 位置する。 2間 Xl間の東西棟側柱建物

である。桁行7.2m× 梁行37mを 測 り、面積は26.64♂ となる。柱穴の規模は S P 5216・ 5246・ 5454で

径0.5m、 深さ0.2m程 の規模であった。 S P 5219は 1.75m× 1.36mの 楕円形で、深さは0.27mと なる。

S P 5219が検出された位置では、遺構確認面での礫の混入が多い。柱穴掘削の際に礫の除去に伴い、

掘方が大きくなったと思われる。 S P 5241は 後述するS B48で も柱穴として利用されている。埋没 し

た井戸の覆土中に柱穴を設けたと思われる。規模は2.4m× 2.33mの 不整形で、深さは lmに なる。石

組や曲物などは確認できなかった。覆上の上層では黄褐色砂質土混 じりの黒褐色砂質シル トがあるが、

柱穴としての掘方は不明瞭であった。下層は、他の井戸 と同じような黒色系のシル トで埋没 している。

S P 5454・ 5476か らは柱が出土する。 S P 5454の柱根 (3185)は 長さ44.5cm、 直径15.6cmで あった。

S P 5476は柱穴の掘方は検出できなかった。柱根 (3193)は 長さ44.6cm、 直径12.8cmを 測る。また、

S B47の 東側には S P 5219・ 5241を 避けるように人頭大の礫が集中して検出された。 S B47・ 48の検
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出範囲では基盤礫層が高 く、建物構築の際には礫の除去をして整地 したと思われる。

S B48(第 126図 、図版49)iC2地 区中央のX108Y70に位置する。調査区外北側へ続 くと思われ、

全体の規模は不明である。確認された範囲では南北8.Om、 東西8.lmを 測る。建物西側に石列が作 ら

れている。 S B47と 建物範囲では重複するが、直接的な遺構の切 り合いはなく、前後関係は不明であ

る。柱穴は10基 を確認 した。この内、柱根を確認 した柱穴は S P 5056・ 5214・ 5218・ 5477・ 5478の 5

基である。 S P 5056は S E 5272の 埋没後に掘削されている。規模は165m× 1.35mの 不整形、深さは

0。3mと なる。柱穴内の中央と南側から柱根が出上 している。中央に設置された柱根は長さ19 5cm、 直

径22cmで 、建物南側の柱列を構成する。南側の柱根 (3181)は長さ39cm、 直径29.6cmで 、柱列からは

外れる。 S P 5214は 0.65m× 0,39m、 深さ0.18mの 楕円形で、長さ27cm、 直径16.5cmの 柱根が残る。 S

P5215は 1,lm× 0.66mの 楕円形、深さ0.54mを 測る。 S P 5218は 1.16m× 0.67m、 深さ0.66mの 楕円形

で、長さ69,6cm、 直径 19。4cmの柱根 (3191)が残る。 S P 5241は S B47で も見たように、埋没 した井

戸を柱穴としている。 3層 に分層された覆土の第 1・ 2層部分が柱穴に関連すると思われるが、掘 り

込みは浅 く、平面形も不明瞭であった。柱穴としての規模は明らかでない。 S P 5264は S E 5472の 埋

没後に掘削されてお り、柱の沈下を防 ぐために柱穴底部に礫が置かれている。 S P 5455は直径0.5m

の円形で、深さは0.15mを 測る。 S P 5473は S E 5221・ 5222埋没後に掘削されている。底部は基盤礫

層を掘 り込むためかそのままの状態で、柱穴壁面狽1に は礫を配している。 S P 5477は S E 5213の 覆土

上層部分に掘 り込まれ、中央付近には長さ18.8cm、 直径1lcmの 柱根 (3154)が残る。その東側には柱

の沈下を防ぐため人為的に礫を配していることから、本来は 2本の柱を立てるための柱穴であったと

思われる。 S P 5478は 建物南西隅の柱 となる。柱穴は直径0.3m程の円形で、深さは0.15mに なる。柱

根は長さ18cm、 直径17cmを 測る。建物西側にある石列は東西方向の 1列、南北方向の 2列から構成さ

れている。石列は人頭大の礫により、 2段の石積みが遺存 している。柱穴や石列の配置から見て、建

物構造の一部に取 り込んでいると思われる。東西列では礫の長軸方向を東西に合わせる。南北列はこ

の東西列を境にして、南側では礫の長軸が南北方向に向 く。北側では礫の長軸は東西に揃えられる。

また、石列の西側には集石遺構であるS X 5252が確認されている。石列の直線的な礫の配置がなされ

ている部分の上に重ねて、やや湾曲した礫の配置をなす S X5252の 石積が配されてお り、 S X 5252が

後出であると考えられる。S B48周 辺には石組井戸が多 く検出された。その多 くが柱穴と重複するか、

建物範囲内に重なるため、同時併存 しないと考えられる。建物南西隣にあるS E 5244は 配置からみて、

併存する可能性がある。出土遺物には、 S P 5056か ら越中瀬戸 (1253～ 1255・ 1279・ 1280)・ 中世土

師器皿 (1280)・ 漆器碗 (3166)。 漆塗 りの円盤状木製品 (3165)がある。この他、 S P 5218か ら越

中瀬戸 (1278)が出上 している。

S B49(第 127図)iC3地 区北側のX92Y62に位置する。 4間 × 1間の側柱建物の南側に 3間 ×

1間の庇部分が付 く。庇部分含めた全体の規模は桁行89m× 梁行5.6mを 測る。桁行の柱間距離は1.4

～ 3mと 一様でないが、北 。南の側柱 ともに、西側 2間分が東側 2間分に比べ長 くなる。また、庇部

分の南西隅にあたる柱穴は検出できなかったが、南側の柱列での柱間距離は約 3mになると思われる。

柱穴は長軸が10～ 1.5mの楕円形を呈する S P 5345・ 5867の他は、径0,3～ 0.5mの 円形・楕円形を呈す

る。深さは0.07～ 0.27mと 一様でないが、多 くは0.2m前後の数値を示す。建物の約1.8m北側にはSD

5126が、約25m南狽1に はS D 5352が東西方向に掘削されている。建物北狽1に はS K5165・ 5166、 東

側にはS K5144が重複する。これらの上坑底面から柱穴が検出されたため、いずれもS B49よ りも新

しい。重複するS K5378と の前後関係は判別できなかった。建物範囲内にS E 5414が検出されている。
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S P 5360が井戸の掘方を切つてお り、 S B49が後出する。 S B49内 の南側で S K5134が検出された。

2,25m× 1.1lmの 楕円形で、深さは0.06mを 測る。覆土中に炭化物を多 く含む。微細な骨片 も認めら

れたが、同定には至 らなかった。また、覆土中から未炭化のつ

`の

核が出土 している。建物 と並存する

かは明らかでない。出土遺物には、 S P 5344か らトウガンの種子、 S P 5345・ 5360か ら中世土師器が

ある。また、 S P 5351か ら柱根が出土 している。長さ12,7cm、 直径4.6cmを 測るが、腐食が進行 し遺存

状態は悪い。

S B50(第 128図)iC3地 区の南側、X82Y64に位置する。調査区外南側へ続 くため、全体の規

模・形態は不明である。確認されたのは 2間 × 1間 の部分で、東西5,93m× 南北3.8mを 測る。柱穴は

いずれも楕円形を基調 とするが、規模は長軸で0.27～ 1.3mと 一様でない。 S B50の2.9m北側にSA

20がある。 3基の上坑からな り、土坑間の距離は2.9～ 3.Omと なる。 S B50と S☆ 01の 間にはSE

5223が存在する。配置からS B50に 伴う可能性がある。建物東側はS K5244部分と重複 している。 S

K5244の詳細については後述するが、人頭大の礫が集中している範囲があり、下層で検出されたSX

5469の一部と、礫・五輪塔の廃棄により形成されている。 S B50の 一部として利用されていたもので

イよなヤヽ。 S E 5223が S K5224よ り古ヤヽことから、 S B50と S A20も S K5224よ り古ヤヽと考えられる。

柱穴からの遺物の出土は認められなかった。

S B51(第 128・ 129図 )iC3地 区南側 X84Y63に 位置する。 3間 ×2間の南北棟側柱建物である。

桁行7.35m X梁行55mを 測 り、面積は4043♂ となる。西狽1の 1間 ×3間 は庇部分 と思われる。柱穴

は主に楕円形を基調 とするが、長軸は0.6～ 1.25mと 一様でない。 S P 5480のみlm× 0.84mの方形状

を呈する。建物西側では方形の上坑と重複する柱穴がい くつかあるが、前後関係が明確に分かるSP

5169・ 5181・ 5195・ 5198・ 5204で は、いずれも他の土坑より新 しい。建物東側の S P 5480は S K5157

よりも古い。南東隅の柱穴 SP訊79は S K5224の 覆土中に作 られる。 S K5224と 重複する S P 5331に

ついては重複関係を明らかにできなかった。 S B51は S B50。 S☆ 20と 重複するが、それらが SK

5224よ り古いこと、 S B51の S P 5479が S K5224の 覆土中に作 られることから、 S B51が新 しいと考

えられる。 S P 5294か ら中世土師器・砥石、 S P 5336か ら棒状木片が出土 している。

S B52(第 129図)iCl地 区の南西端に位置する。 S K5026の周囲に巡る 4基の柱穴からなる 1

間× 1間 を建物 としている。柱間距離は3.3～ 4.lmと 一様でない。平面は南側が長い台形状を呈 して

いる。柱によって囲まれる面積は約13.74♂ となる。 S K5026は 4.67m× 345mの不整方形を呈 し、そ

の北恨1の 3.55m× 2.55mの部分は深さ0.58mと なるが、他の部分は0.lmと 浅い。 S B52は土坑の上屋

であった可能性がある。柱穴内からの遺物の出土はない。 S K 5026内 から青磁 (1256)・ 珠洲捕鉢

(1257)の他、中世土師器が出土 している。 S B52。 S K5026の北 。東側には S D 5021・ 5028・ 5031

等の溝群があり、溝により区画されている。

棚列

S A19(第 123・ 124図)iC2地 区の東端に位置する。 S P 5106・ 5114・ 5152・ 5448の 4基の上坑

により構成されるL字状の柵列である。 S B45の 北側の柱列の一部と東側の柱列に沿っている。土坑

間の距離は S P 5106と S P 5448の間が3.8mと なり、他は4.8m前後であった。建物東側の柱列からは

約 lm、 北側の柱列からは約 2mの間隔を空ける。遺物の出土は認められなかった。

S A20(第 128図 )iC3地 区X82Y64に 位置する。 S B50の 北側、約 3m隔てて平行 している。

S P 5280。 5322・ 5334の 3基の上坑からなり、土坑間の距離は2.9～ 3.Omと なる。土坑の規模は長径

で0.37～ 0.64mと 一様でない。 S B50と S A20の 間にはS E 5233が存在する。配置からS B50に伴う
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と思われる。遺物の出土は認められなかった。

井戸

S E5101(第 130図 、図版51)iC2地区X105Y63に位置する石組井戸である。掘方の直径は2.lm、

底部までの深さは1.24mを 測 り、基盤礫層を悟鉢状に掘 り込んでいる。最大で径50cmま での礫をほぼ

垂直に積み上げている。石組の裏込めには礫混 じりの責灰～暗灰黄色砂質シル トを用いる。底部には

木臼 (3150)が設置されている。覆土は 2層 に分層される。大部分は灰色砂質シル トで埋没する。上

層にしまりのある黄灰砂質シル トが堆積 してお り、この土層中に径45cmま での礫が多量に廃棄されて

いる。下層にも礫の混入が認められるが、少ない。上層の礫に混 じって板碑 (4047)が廃棄されてい

る。この他、中世土師器・珠洲・桃の核が出上 している。

S E5212(第 130図、図版51)iC2地 区X108Y69に位置する石組井戸である。 S E 5471・ 5472の

北に隣接する。掘方の直径は1.82m、 底部までの深さは0,78mを 測 り、基盤礫層を掘 り込んでいる。

最大で径50cmま での礫をほぼ垂直に積み上げている。石組の裏込めには礫混 じりの灰～暗灰黄色砂質

土を用いる。覆土は砂質シル トからなる。板状の木材 (3149)が出上 している。

S E5213(第 130図、図版51)iC2地 区X109Y70に位置する石組井戸である。掘方は遺構確認面

では1.83m× 1.24mの 楕円形になるが、途中から径 lmの 円形で掘 り込まれている。底部までの深さ

は1.26mを 測 り、基盤礫層を掘 り込んでいる。石組の裏込めには礫混 じりの粗い砂が用いられる。底

部には曲物 (3157)の側板部分のみが設置されていた。石組は北側部分では上部まで遺存 し、ほぼ垂

直に積まれている。他の部分では遺構確認面から3～ 4段分の石組が破壊されていた。これは、 SB

48構築に伴ってS P 5477が構築されたためだと思われる。 S P 5477に 当たる部分の覆土は礫を含んだ

黒褐色砂質シル トとなる。その下の井戸内は黒褐色粘質シル トで埋没する。遺物には、曲物 (3153)

や板状木製品 (3151・ 3152)の他、箸や木片が出土 している。

S E5217(第 131図、図版51)iC2地 区X109Y71に位置する石組井戸である。 S E 5213の 東に隣

接 し、 S E 5470を 切って構築されている。掘方は径1.35mの 不整な円形を呈する。底部までの深さは

lmを測 り、基盤礫層を掘 り込んでいる。石組は掘方の壁面にわずかに食い込むようにした状態で、

ほぼ垂直に積み上げられてお り、裏込めに上を充填 していない。礫は最大で径30cm程 であるが、多 く

は径20mま でに至らない比較的小さな礫を使用 している。また、遺構確認面から2～ 3段分の石組は

確認されなかった。覆土中に礫が崩落 した状況ではなかったことから、使用が停止された後に人為的

に数段の礫がはずされたと思われる。覆土は 5層 に分層された。石組の遺存 している部分は径 1～ 2

cmの小礫が混 じる黒色シル トで埋没 している。さらに上には黒～黒褐色、責灰色のシル トや砂質シル

トからなる層が堆積 している。唐津甕 (1252)の他、瀬戸や越中瀬戸・砥石が出上 している。

S E 5221(第 131図、図版51・ 52)iC2地 区X106Y69に位置する石組井戸である。 S E 5222を 切

って構築される。掘方は径1.5mで 、底部までは1.23mを測 り、基盤礫層を掘 り込む。石組はほぼ垂直

に積み上げられている。裏込めには礫混 じりの黒褐色砂質シル トを充填 している。礫は最大で径40cm

までのものを用いている。井戸の内部は多 くの礫が廃棄されてお り、礫の間隙は黄灰色砂質シル トで

埋まっている。越中瀬戸皿 (1248)の他、瀬戸 。伊万里が出上 している。

S E 5222(第 131図 、図版52)iC2地 区X106Y70に位置する石組井戸である。 S E 5221に 切 られ

ている。そのため、平面の規模は明らかでない。底部までの深さは1.08mで、基盤礫層を掘 り込む。

石組はほぼ垂直に積まれている。底部の 1段分は径50cm程の礫を用いてお り、それより上では径30cm

までの礫で石組 を構成する。井戸内は礫混 じりの黒褐色砂質シル トで埋没 している。越中瀬戸
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(1249)・ 瀬戸が出上 している。

S E 5223(第 131図、図版52)iC3地 区X85Y64に位置する石組井戸である。 S K5224と した浅

い大型の土坑内に位置する。土層断面か らS K5224は S E 5223の 廃絶後 に構築 されていると判断され

る。掘方は1,95m× 1.5mの 楕 円形 を呈する。底部 までは1.22mで 、基盤礫層 を指鉢状 に掘 り込む。石

組 も傾斜 を持って積み上げている。礫 は最大で40cmま での大 きさとなる。石組の裏込めには黄灰色砂

質上 を用いている。底部には木臼 (3155)が設置 されている。井戸内の覆土は礫混 じりの黒褐色のシ

ル トで、上層は砂質、下層は粘質がある。覆土中か ら板状木製品 (3156)。 砥石が出上 している。

S E 5244(第 132図、図版52)iC2地 区X106Y68に位置する石組井戸である。 S D 5055に 切られ

る。掘方は185m× 175mの楕円形を呈する。底部までは1.16mで、基盤礫層を掘 り込む。石組はほ

ぼ垂直に積まれている。礫は底部に最大で50cmの礫が使われているが、多 くは径30cm程度にとどまる。

石組の裏込めには礫混 じりの暗灰黄色砂質土を用いる。石積みは底部から7段 目まで遺存 してお り、

それより上の礫は、井戸の使用停止後に除去されたと思われる。井戸の内部には暗灰黄色砂質シル ト

で埋没 してお り、上層には礫が多 く廃棄されていた。この礫群が本来、石積みに利用されていた可能

性がある。中世土師器・越中瀬戸・カキノキの種子が出上 している。

S E5272(第 132図、図版52)iC2地 区X107Y70に位置する石組井戸である。 S B48の S P 5056

が、井戸埋没後に作 られている。そのため、東側の石組が破壊されている。掘方は径 2m程の不整円

形を呈する。底部までは1,lmで 、基盤礫層を掘 り込む。石組には最大で径40cal程 の礫が使われる。

また、底部から3段 までは径20cm内外の比較的小さな礫を用いている。底部には直径51.2cmの 曲物の

側板部分 (3158)が設置されていた。井戸の内部は灰色シル トで埋没 していた。覆土中から板状の木

材が出上 している。

S E 5301(第 132図、図版53)iC3地 区X86Y60に 位置する石組井戸である。 S D 5302の 南側で、

S B51の 北西に隣接する。建物に伴 う可能性 もある。掘方は径1,7mの 円形を呈する。底部までは0,72

mで、基盤礫層を掘 り込む。石組は 3段ほどであり、底部から 1～ 2段では径50cmの比較的大形な礫

が用いられ、 3段 目では径30cm前後の礫が使われている。石組の裏込めには径 2～ 3 cmの礫が混 じる

暗灰褐色土が使われる。井戸の内部は径20cmの礫が混入 した責灰色砂質シル トで埋没する。板碑の下

半部分 (4052)が覆土中から出土する。

S E 5414(第 138図 、図版52)iC3地 区X92Y1601こ位置する石組井戸である。 S B49の S P 5360

や、 S K5361～ 5363・ 5366・ 5378・ 5412に切 られる。掘方は径205m× 23mの楕円形を呈する。底部

までは1.2mで、基盤礫層を掘 り込む。石組はやや傾斜を持って積まれ、径40cn4ま での礫が用いられ

る。石組最下段の礫の下には、底部の外周を囲うように直径20cmほ どの木材が設置されていた。木材

は樹皮が残されてお り、表面の加工は施されていない。底部に巡らすため、必要な長さに切断された

だけの状態である。石組は掘方の東側に寄せて作 られている。裏込めは責灰色砂質土を中心に、下部

では灰色の砂質シル トが礫の間隙を埋めている。井戸の内部は上層は灰色砂質シル トを基調に礫の混

入具合で 2分された。その下では径20cmほ どの礫が廃棄された黒褐色シル トの層が堆積 している。こ

の層からは、漆器碗 (3160)や折敷の底板 (3161)が出土 している。

S E 5423(第 133図 、図版53)iC2地 区X107Y60に位置する石組井戸である。 S D 5205の 底部か

ら確認されてお り、S D 5205が後出することとなる。おそらく、上部をS D 5205に よって破壊されて

いる。確認された掘方は1.62m× 1.45mの 不整楕円形を呈 している。底部までは0.7mを 測 り、基盤礫

層を掘 り込む。石組の最下段には径45cm程 の礫を用いている。それより上では径30cm内外の礫が使わ
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れる。裏込めには礫混 じりの灰色砂質土が用いられる。井戸内部は下層に径20cmほ どの礫が混 じる黒

褐色シル トがあり、その上に灰色砂質土・黄灰色砂質シル トが堆積する。覆土中から板状の木材や昆

虫遺体の破片が出土 している。

S E 5470(第 131図、図版53)iC2地 区X109Y71に位置する石組井戸である。 S E 5213の 東に隣

接 し、 S E 5217に 切 られる。掘方は径1.4mの不整な円形を呈する。底部までは0.95mを 測 り、基盤礫

層を掘 り込んでいる。石組の遺存は悪 く、北側の石組のみで底部からの積み上げを確認できた。やや

傾斜をもって積まれてお り、本来は悟鉢状の石組であった思われる。また、遺構確認面で石組の一部

が露出していたものの、覆上が砂礫からなり、地山と判別 し難かったため、隣接する S E 5217の 断ち

割 りを行った際に遺構の存在をようやく確認することとなった。そのため十分な記録を行えなかった。

出土遺物には中世土師器がある。

S E 5471(第 133図 、図版53)iC2地 区X107Y69に位置する石組井戸である。 S E 5472に 切られ

る。掘方は径1.5mで 、底部までは0,93mを 測 り、基盤礫層を掘 り込む。石組には径30cmま での礫によ

り構成され、やや傾斜を持って積まれている。最下段の礫の下には長さ48c14、 直径14cm程の木材が設

置されていた。木材は樹皮を残 した状態で、井戸底の北側と南側の 2ヶ 所に平行するように置かれて

いる。裏込めには礫混 じりの黒褐色粘質シル トが用いられる。棒状の木片のみ出土している。

S E 5472(第 133図 、図版53)iC2地 区X107Y69に位置する石紅井戸である。 S E 5471を 切って

構築される。石組の上部が使用停止後にはずされてお り、遺構確認面では検出できなかった。重複す

る S E 5471に おいて西側の石組が残っていないことが分か り、さらに西側で別の石組が認められたこ

とからS E 5472が確認された。掘方は径1.3mで 、底部まで1.14mを測 り、基盤礫層を掘 り込む。石組

は径40cmま での礫により構成される。石組は下から6段ほどが残っているが、それより上は井戸の使

用停止後に礫がはずされたようである。井戸底の北・南側では礫の下にS E 5471と 同様に木材が設置

される。木材の直径は13cmと ほぼ同じだが、長さは88cmと 長い。石組の遺存状況は S E 5471の 方が良

いが、 S E M72と 重複する西側部分のみ石組が残っていないことから、 S E 5472に その部分が壊され

たと考えられ、 S E 5472が後出であると判断した。覆土中から棒状の木製品 (3162)や 、中世土師

器・曲物の破片 。板状木製品・昆虫遺体の破片が出土 している。

土坑

S K 5041(第 134図 )iC2地 区の南西隅、X103Y41に位置する。 S K44・ S D49に 切 られる。南

側は調査区外へ続 くため、全体の規模は不明である。東西は3.97mを 測 り、南北は2.留m以上となる。

深さは027mで、底部はほぼ平坦になる。壁面の立ち上が りはやや傾斜を持つ。覆土は責灰色の砂質

シル トを基調 とし、暗灰黄色砂質土や炭化物が混入 している。中世土師器 。伊万里の破片が出土する。

S K 5075(第 134図 、図版54)iC2地 区X108Y64に位置する。 S K5245の 西隣にあ り、 S D 5205

を切っている。1.6m× 1.05mの 楕円形を呈 し、深さは0.13mを 測る。床面は南東側がやや低 くなる。

覆土は灰責色 と暗灰黄色の砂質シル トか らな り、混入度の違いか ら2層 に分ける。越中瀬戸の皿

(1262)が下層から出土 した。他に中世土師器が出土 している。

S K 5092(第 134図、図版54)iC2地 区の東側、X109Y85に位置する。 S B45の 北側、 S K5098

の西側に隣接する。3.45m× 2.3mの台形を呈 し、南辺がやや広 くなる。深さは0.13mを 測る。床面は

中央部でやや高 くなる。覆土は暗灰責色砂質土を基調とし、南側では径15cm程の礫の混入が多 く認め

られた。遺物は出上 していない。

S K 5093(第 134図)iC2地 区の東偵I、 X109Y86に 位置する。 S K5092の 東側に隣接する。152
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m× 0.91mの楕 円形 を呈 し、深 さは0.16mを 測 る。暗灰責色砂質シル トか らなる覆土中には径 6 cmま

での礫が多 く含まれていた。遺物は出上 していない。

S K5109(第 135図、図版54)iC2地 区X lll Y64に位置する。 S K5062・ 5108に切られる。南側

で重複する S D 5205よ りは新 しい。平面は4.53m× 3.16mの 不整楕円形を呈 し、深さは0,45mを 測る。

底部はほぼ平坦で、基盤礫層が露出する。覆土は 3層 に分層された。炭化物が混ざつた暗灰黄色砂質

シル トが上層にあり、その下に粘性のある灰色砂質シル トが堆積する。これら二つの層には酸化鉄の

形成が顕著であった。さらに下では粘性の強い責灰色シル トが、底面直上に堆積 している。中世土師

器皿 (1263)・ 瀬戸美濃皿 (1264)。 越中瀬戸 (1265)の他、珠洲や青磁の破片が出上 した。

S K 5120(第 124図、図版54)iC2地 区の東側、X106Y84に 位置する。 S B45北西に隣接 し、 S

A19の S P 5152に 切られる。規模は585m× 5.2m、 深さ0.24mの 不整形を呈する。覆土は主に暗灰黄

色砂質上で、一部に責褐色砂や黒褐色砂質シル トとなる。覆土中には径30cm程 の礫が多 く混っている。

S P 5152が掘削された段階では埋没 した状態であり、人為的に埋め戻 したと思われる。底面上の西壁

際で完形の越中瀬戸壷 (1268)が破砕 した状態で出上 した。この他に越中瀬戸 (1269)・ 越前模倣の瓦

質悟鉢 (1270)・ 石臼 (4057)や 、中世土師器・珠洲・瀬戸の破片が出土 している。また、瓦質悟鉢

(1270)は S K5156の破片 と接合する。 S K5120の底面からは S K 5444・ 5445。 5453が検出された。

覆土はいずれも暗灰責色を呈 し、砂質土～砂質シル トとなる。S K5120の 覆土と明らかな違いがなく、

掘 り残 しである可能性が高い。

S K 5134(第 127図 、図版54)iC3地 区の S B49範囲内の南側で検出された。2.25m× 1.llmの 楕

円形で、深さは0.06mを 測る。覆土中に炭化物を多 く含み、微細な骨片の混入 も認められた。種類の

同定には至らなかった。また、未炭化の桃の核が出上 している。S B49と 並存するかは明らかでない。

その下層では、ヒトの骨片が出土 した S D 5357・ 5358が検出されてお り、それらと一連の遺構である

可育と性 もある。

S K5148(第 135図)iC3地 区X91Y65に位置する。 S B49の S P 5338が底部から検出されたこ

とから、 S K5148が後出する。265m× 1.44mの 不整形を呈 し、深さは0,06mを 測る。底部の東側に

は10cm程度の礫がlm× 0.25mの 範囲で出上 している。遺物は出土 していない。

S K 5150(第 135図、図版55)iC3地区X88Y64、 S B51や S K5155の北側に位置する。西辺部

分が S K5151と 重複 してお り、土層からS K5150の 方が新 しい。規模は252m× 2 rnで 、方形を呈 し、

深さは0.15mを 測る。床面はほぼ平坦である。覆土は 3層 に分層された。土坑中央部から東側では底

面直上に黒褐色砂質シル トが堆積 している。この層には、礫や炭化物、さらに遺物 も含まれている。

混入する礫は径10cmが 中心で、径30cm程の礫 もい くつか含まれている。遺物には水輪 (4053)。 下駄

(3169)。 板状木製品 (3168)が底面上から出土 している。他に中世土師器皿 (1258・ 1259)。 瀬戸碗

(1260)・ 銅銭「至道 (元賓)」 (2042)・ 漆器碗 (3163)・ バンドコ (4066)が ある。また、箸やヒト

の可能性 もある中型獣の骨片も出上 している。遺物から見て、中世後半の所産である可能性が高いが、

遺構検出の位置が中世の石列 として提示 している S X 5469と 重なるため、中世末～近世の上坑 と同一

の図面に掲載 している。

S K 5151(第 135図 )iC3地 区X87Y163に位置する。 S K5150に 切られる。方形を基調 とする不

整形を呈する。東西は2.48mで、南北は西壁で 2m、 東壁で2.5mと なる。深さは0.13mを 測る。覆土

は黄灰色砂質シル トの単層となる。覆土中から人頭大の礫が数点出土 している他に、遺物は認められ

なかった。
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S K 5155(第 135図)iC3地 区X87Y65に 位置する。平面は1.65m× 0。92mの方形を呈する。深さ

は0.lmを 測 り、底部はほぼ平坦 となる。遺物は出土 していない。 S K5155周 辺には S K5150。

5151・ 5156・ 5157な ど、方形を基調 とする土坑がいくつかまとまって検出されている。その中でSK

5155は 一回り小さい規模 となる。

S K 5156(第 136図、図版54)iC3地区X86Y65に位置する。 S K5157を 切つている。2.43m×

2.34mの方形を呈 し、深さは0,13mを 測る。底面はほぼ平坦で、壁面の立ち上が りは傾斜を持つ。土

坑の西壁際の中央部に炭化物が集中して検出された。瓦質悟鉢 (1270)が出土 してお り、 S K5120と

の接合資料である。他に珠洲の破片、ヒトの可能性もある獣類の骨片や板状の木材が出上 している。

S K 5157(第 136図)iC3地 区X86Y65に位置する。 S K5156に切 られる。 S B51の S P 5480を

切っている。全体の規模は南北1.5m、 東西は3m以上になる。深さは0,13mを 測る。底面には径30cm

までの礫が散在する。中世土師器の破片が出上 している。

S K5171(第 136図 )iC3地 区X83Y62に 位置する。145m× 1.3mの不整楕円を呈 し、深さは0.24

mを測る。覆土中には径 1硼 までの炭化物ブロックが混入する。遺物は出土 していない。

S K5174(第 186図 )iC3地 区X83Y61に 位置する。2.05m× 1,7mの楕円形を呈 し、深さは0.14m

を測る。底部の一部分に炭化物が層状に形成されている。遺物は出土 していない。

S K 5176(第 136図)iC3地 区X82Y62に位置する。 2m× 1.8mの 長方形を呈 し、深さは0.21m

を測る。覆土中には炭化物がブロック状に混入する。遺物は出土 していない。

S K 5247(第136図)iC2地 区X108Y65に 位置する。 S D52を 切つている。143m× 082mの 長

方形を呈 し、深さは031mを測る。底面は中央が低 くなり、壁面の立ち上が りも傾斜を持つ。覆土中

には径 10cm、 30cmの礫が多 く混入 している。遺物は出土 していない。

S K 5278(第 186図 )iC3地 区X84Y61に位置する。1.09m× 1.04mの 方形を呈 し、深さは0.1lm

を測る。底部はほぼ平坦で、壁面は傾斜を持って立ち上がる。底部の一部に炭化物が層状に形成され

る。自然化学分析の結果、炭化物はイネ科植物以外のものであることが分かつた。遺物は出土 してい

ない。

S K 5311(第 136図 )iC3地 区X87Y64に 位置する。1.35m× 1.06mの長方形を呈 し、深さは0.lm

を測る。底面は平坦で、壁面の立ち上が りは垂直になる。径20cmほ どの礫が散在する。遺物は出土 し

ていない。

S K 5206(第 137図、図版55)iC2地 区X107Y62に 位置する。6.25m× 4,95mの不整形を呈 し、

深さは045mを測る。底面には基盤礫層の礫が露出するため凹凸はあるものの、ほぼ平坦になってい

る。壁面の立ち上が りは傾斜を持ってお り、特に南側では緩やかな立ち上が りとなる。土坑の北側で

S D 5205と 重複 している。土層断面から、 S K 5206の 埋没後にS D 5205が掘削されていたことが分か

る。 S D 5205内 には覆土中に多 くの礫が含まれているが、 S K5206に も礫の出土が認められる。 SK

5206内では、その東側に径50cm程の礫が円形に巡るような配置で出土 している。単に投げ捨てられた

状態 とは見なしにくいが、礫が規則的に積み上げられることもないため、人為的に設置されたものか

判断しがたい。南側で S D 5207と 重複するが、覆上の違いが明瞭でなかったことから、土坑と溝がつ

ながって機能していた可能性もある。出土遺物には越中瀬戸皿 (1274～ 1276)・ 小柄 (2092)がある。

他に中世土師器・珠洲・瀬戸・唐津・八尾の破片や砥石 。バンドコ・炭化米・ニワトコの種子が出土

している。

S K 5220(第 142図)iC2地 区Xl10Y75に 位置する。1.56m× (1.45m)の 不整形を呈 し、深さ
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は0.12mを 測る。柱根 (3182)が出土 している。

S K 5224(第 137図、図版56)iC3地区南東側のX85Y65に位置する。方形】犬の上坑がい くつか

重複 したような平面形を呈する。全体の規模は5.93m X4.2mの範囲におさまる。深さは南側が0,23m、

北側は0.13mを 測る。 S K5224と 重複するS K5191・ 5474・ 5475と S P 5479は いずれも新 しい。また、

S K5224の 北西部分にはS E 5223が重複するが、土層断面からS E 5223よ りS K5224が新 しい。 SK

5224の 南側では径40cnaを 中心 とする礫が2.5m× 2m程の範囲で集中して確認された。その西側は南

北の石列となっている。これはさらに下層で検出された S X5469の 上部が露出したものである。 しか

し、その石列より東側の不規則な出土をする礫群は、廃棄されたものと思われる。その中から五輪塔

火輪 (4049,4050。 4051)が 3点 出土 している。この他にS K5224の 覆土中からは中世土師器・八

尾・瀬戸の破片や獣類の骨片が出上 している。

S K 5234(第142図)iC2地 区X109Y81に 位置する。3.3m× 2.86mの不整形を呈 し、深さは031

mを測る。壁面は傾斜を持った立ち上が りで、底面はほぼ平坦 となる。覆土は 4層 に分層される。主

に上層は黄灰色砂質シル ト、下層はオリーブ灰色シル トとなった。出土遺物には覆土下層から漆器椀

(3164)があるほか、越中瀬戸 。青磁の破片が確認されている。

S K 5356(第 144図 )iC3地 区X95Y61に 位置する。2.14m× 1.2mの方形を呈 し、深さは0.39mを

測る。土坑の西壁側に、長軸40cm程の自然礫を最大で 2段積み上げて石列としている。これは下層の

S X5469に 伴うもので、本遺構 とは関連はない。覆土中から柱根 (3188)が出上 している。周辺では

S K5376で は樹皮が覆土中に含まれてお り、柱があった可能性がある。これらが柱穴となり何 らかの

構造物となっていた可能性 もあるが、明らかではない。

S K 5366(第 135図):C3地 区X91Y60に 位置する。0.53m× 0.44mの楕円形を呈 し、深さは0.15

mを測る。 S E 5414と 重複 し、その掘方を切る。柱根 (3184)が出上 している。

S K 5467(第 137図、図版56)iC2地 区X106Y77に位置する。 S K5467の 埋没後にS B46が構築

されている。調査区外へ続 くため全体の規模・形態は不明である。確認された範囲では南北10,8m、

東西3.3mを 測る。深さは0.28m前後 となるが、北側はやや深 く0.34mを 測る。そのやや深い北側を除

き、底面はほぼ平坦 となる。覆土は 3層 に分層された。上層は暗灰責色砂質土が混ざった粗砂からな

る。中層は暗灰黄色砂質シル トとなる。下層は黒褐色砂質シル トとなる。覆土の上層は周囲の遺構確

認面と色調や土質が似てお り、遺構確認面上では検出できなかった。 しかし、重複する遺構を掘削 し

た段階で、 S K 5467の 中～下層を認めたため、その存在を確認できた。底面には 2ヶ 所の集中的な礫

の出土が認められた。北側は1.4m× lm、 南側は3.3m× 1.9mの 範囲で、共に径40cmま での礫で構成

される。また、両者とも調査区タトヘ続 く。南側の集石では、その南辺が東西の列状に礫が配置されて

いた。部分的ながら、規則的な礫の配置が認められてお り、本来は形態を整えた集石であつた可能性

もある。覆土中から中世土師器皿 (1282)。 珠洲甕 (1283)。 越中瀬戸皿 (1281)・ 越中瀬戸橋鉢

(1284)。 伊万里 (1288・ 1289)が出土 している。また、石臼 (4054)イよS X5252出 上の破片 との接合

資料である。この他に土人形・砥石・板状木材の破片が出上 している。

溝

S D 5003・ 5004・ 5005・ 5007・ 5013(第 138・ 143図 )iCl地 区北西隅にある溝群である。方位

はやや北東に傾いている。幅はS D 5003が 1,lm、 S D 5007・ 5013が約0.8m、 S D 5004・ 5005は約0.3

mと なり、大 きく3種類になる。深さはいずれも0.lm前後 となる。 S D 5003・ 5005が S D 5004よ り

新 しい以外には重複関係はみられない。 S D 5007に は径30cmま での礫が多量に廃棄されていた。 SD
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5003か らは珠洲、S D 5004・ 5013か らは中世土師器が出上 している。調査区壁面での遺構掘削面から、

これらの溝は近世以降の所産であると考えられる。出土遺物 も混入 したものと思われる。また、これ

らの溝が区画の機能を持っていたのかは、周囲に建物など他の遺構が検出されていないため明らかで

ない。

S D5014・ 5015(第 138・ 143図 )iCl地 区北側で検出された溝である。X121Y95か らXl10Y95

にかけての南北方向に掘削される。Xl14Y90付 近で途切れてお り、北側を S D 5014、 南側をSD

5015と した。幅はS D 5014が 0.53mに 対 し、 S D 5015は 1,16mと やや広い。深 さはそれぞれ0.lm、

0.15mと あまり変わらない。遺物は出上 していない。覆土から近世以降の所産であると思われる。

S D5016・ 5017(第 138。 143図 )i S D5016は 、Cl地区X108Y95か らC2地区X108Y971こかけ

て確認された。幅は最大で2.6m、 深さは0.87mを測る。 S D 5017は S D 5016と 重複する溝で、 SD

5016よ り新 しい。幅は1.16m、 深さは0.4mと なる。出土遺物には珠洲があるが、調査区壁面から見る

遺構掘削面から、近世以降の所産であると思われる。

S D 5018・ 5019・ 5020・ 5021・ 5028・ 5031・ 5035(第 138図)iCl地 区 S B52周 辺にある溝群

である。 L字状の S D 5021を 中心に、その北側には S D 5018・ 5019,5020が平行する。また、 SD

5021に 囲まれた内側で、 S B52と の間に S D 5028・ 5031が作 られる。溝の幅はS D 5021が0,79mで、

他は0.4～ 0.5mと なる。深さは0.06～ 0.13mと 一様ではないが、あまり深 くない。 S D 5021か ら中世土

師器が出土 しているのみである。これらの溝群は S B52を 含めた空間を区画するためのものだと考え

られる。

S D5126・ 5302・ 5373(第 138。 144図、図版57)iC3地区で確認された溝群である。これら3

条の溝はおおむね平行 し、北東方向と南西方向に向かって調査区外へ続いている。 S D 5126は 幅045

m、 深さ0。 16mで、狭 くて浅い溝 となる。 S D 5302に 対 して東では 8m、 西では10mの 間隔を空けて

お り、厳密には平行 とならない。覆土は灰色砂質シル トの単層となる。瀬戸美濃の碗 (1296)が 出土

している。 S D 5302は 幅16m、 深さ0,48mを 測る。底面には黒褐色やオリーブ黒色の粘質上、灰色砂

があり、その上に黒掲色粘質土や責灰色砂質上が堆積 している。X89Y63付近の覆土上層では径30cm

程の礫が廃棄され、周囲の覆土には締まりがある。こうした様相から、 S D 5302は ある程度、自然堆

積により埋没 した後に、礫の廃棄を伴う人為的な埋め戻 しが行われたと思われる。 S D 5302か らは中

世土師器皿 (1307～ 1312)。 漆器椀 (3137～3139)・ 棒状木製品 (3140)。 箸 (3141～ 3147)。 底板

(3148)。 バンドコ (4058・ 4059)。 鉄漿皿 (2095)の 他、中世土師器・瀬戸の破片が出上 している。

また、魚類・小～中型鳥類・中型獣類の骨や、昆虫遺体 も覆土中に含まれていた。 S D 5373は 幅0.54

m以上、深さは0.12mと なる。 S D 5126の 北にあり、1.5mの 間隔を空けている。覆土は黒褐色砂質シ

ル トの単層からなる。瀬戸花瓶 (1313)が 出上 している。 S D 5302・ 5373の両者に挟まれた範囲とS

D弼02の南側では、 S B49～ 51の建物やその他の遺構があることから、これらの遺構群の区画溝であっ

たと思われる。S D5126も 同様であるが、S K5166・ 5167に 切られる点や、方向も多少異なる点から、

存続時期がやや異なる可能性 もある。

S D 5357・ 5358(第 138・ 144図 )iC3地 区X92Y61からX89Y63に かけて位置する。丁度、調査

区の中央部から、北に向かって伸びる 2条の溝 として確認 した。 S D 5358が S D 5357を 切つている。

幅はS D 5358が0.6m、 S D 5357が 1.lm以上 となる。滞の覆土はS D 5357が灰オリーブ砂、 S D 5358

が責灰色砂質土 となり、遺構確認面との違いが明瞭でない。これらの溝は下層から検出されて石列 S

X5469の真上に位置 していることから、 S X5469の 影響によりその上部の上が変色 していた部分を溝
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として扱ってしまったと思われる。この溝 とした範囲からは青銅製の花瓶 (2094)や ヒトの骨片が出

上 している。溝内に廃棄されたというよりも、 S X5469に 関連 した遺物である可能性が高い。

S D 5045・ 5049～5052・ 5055・ 5060・ 5064・ 5065・ 5067・ 5070・ 5205・ 5207 (第 139図)i C

2地区の西側では重複 した溝群が検出された。 L宇状の S D 5049、 東西方向に走る S D 5045・ 5051・

5055・ 5060,5064・ 5065・ 5067・ 5205、 南北方向に走る S D 5050・ 5052・ 5070・ 5207の 13条 がある。

この内、 S D 5049・ 5064・ 5065・ 5205は礫の出土が多 く認められる。 S D 5049は 覆土中に径20cmの礫

が多 く含まれており、北側では径30cmの礫が東西方向に直線的な石列 として積まれていた。その周辺

では S D 5064・ 5065に おいても径15cmの礫が集中している。 S D 5065で はX103Y61か ら東側で、南

壁面に沿って径20cm程 の礫が覆土中に廃棄されている。他に S D 5205に おいても礫の集中的な廃棄が

行われている。反対に礫の廃棄が認められない溝には 2種類ある。 S D 5045・ 5051・ 5055・ 5060・

5067の東西方向に走る溝は、幅0.23～ 0.51mと なる。ただし、 S D 5055は 調査区外に続き、幅1.2m以

上と広 くなる。 S D 5050・ 5052・ 5070・ 5207は南北方向で、幅は0.55～ 1.03mと なる。南北方向の溝

の方が、東西方向の溝に比べ、全体的に幅が広 くなる傾向がある。また、これらの礫が廃棄されてい

なかった溝は、廃棄されていた溝に対 しては、幅がやや狭 くなる。いくつかの溝は重複 してお り、前

後関係が窺える。 S D 5050は S D 5055よ り新 しく、 S D 5055は S D 5052・ 5207よ りも新 しい。 SD

5050は S D 5049よ り新 しく、 S D 5049は S D 5060。 5205よ り新 しい。 S D 5205は S D 5060,S K5206

より新 しく、 S K5075・ S X5252よ り古い。 S D 5064は S D 5065よ り新 しい。切 り合い関係から、4

段階の変遷が考えられる。 1段階には S D 5052・ 5070・ 5207のやや幅の狭い南北方向の溝がある。 2

段階には S D 5060・ 5065、 3段階に S D 5064・ 5205と 東西方向の溝が続 く。 4段階には S D 5049・

5050の他にS K5079・ 5109、 S X5252が該当すると考えられる。出土遺物には、 S D 5049で は越中瀬

戸の皿 (1285・ 1286)・ 壷 (1287)の他、中世土師器・珠洲・八尾の破片が出上 している。他に桃の

核が確認された。 S D 5050で は越中瀬戸皿 (1292)。 中世土師器破片が出土 している。 S D 5052で は

越中瀬戸・瀬戸の破片が出土 している。 S D 5055で は越中瀬戸皿 (1290・ 1291)。 中世土師器・珠

洲・唐津の破片が出上 している。 S D 5060で は羽口が出上 している。 S D 5064で はバンドコ (4060)

の他、中世土師器 。人尾 。中型獣類の骨が出土 している。 S D 5065では瀬戸美濃の茶碗 (1293)。 香

炉 (1294)と 越中瀬戸悟鉢 (1295)、 他に中世土師器・八尾・珠洲が出土 している。 S D 5205で は瀬

戸美濃茶碗 (1297)・ 越 中瀬戸の香炉 (1298)・ 向付 (1301)。 皿 (1302)。 悟鉢 (1303)。 甕

(1304)。 重 (1305)。 中世土師器皿 (1299・ 1300)・ 珠洲 (1306)が 出土 している。石製品として石

臼 (4055)。 バンドコの破片が出土 している。また、石臼 (4055)イよS X5252出上の破片 との接合資

料である。他に伊万里・唐津の破片・〃

`の

核が確認されている。 S D 5207で は中世土師器が出上 して

いる。

集石遺精

S X 5252(第 140図 、図版57)iC2地 区X109Y67に位置する。検出された当初は、S B48に 関係

する施設と思われたが、 S X 5252の 湾曲した石列がS B48の 一部である直線的な石列の上に乗った状

態で構築されているため、S X5252が後出すると考えた。また、S X5252の 北側は、 S D 5205の 埋ま

った後に作られている。礫が集中して確認されたのは二つの範囲に分けられる。一つの5.Om× 3.9m

の範囲には、東・西・南側に礫が配置され、北に向かって開回するコの字状の石列が作られる。しか

し、各辺は直線的でなくやや湾曲しており、半円形に近い形の石列となる。石列の内側には多くの礫

が廃棄されている。礫の間には炭化物が多く含まれている。植物珪酸体分析の結果、イネ属の籾殻や
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2遺 構

業部が焼けたものであると判明した。そうした廃棄された礫に混ざって石臼 (4054・ 4055)。 板碑

(4048)等 の石製品も廃棄されている。さらに南側に続く2.5m× 1.6mの 範囲にも礫が集中しており、

その西部分は南北の石列が作られている。出土遺物には、越中瀬戸 (1315～ 1327・ 1329。 1330。 1336

～1338)。 唐津 (1328・ 1333)。 瀬戸美濃 (1331・ 1332)・ 瀬戸 (1335)。 伊万里 (1334)。 珠洲

(1339)・ 砥石 (4067)の他、中世土師器・八尾・伊万里の破片が出土している。また、長さ28cm、 直

径10cm程の柱根が 2点出上しているが、設置された状態ではなかった。S X5252は 石列が直線的でな

いことや、全体の形態が不整形であることから、建物の基礎等ではなく、陶機器や礫の廃棄により形

成されたものと思われる。

(青 山 晃)

′%



『|

|ヽ

第Ⅲ章 遺構・遺物

第123図 遺構実測図
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21 90n    SP51 05

1 
苧

SP5105
125Y4//2暗 灰黄色秒質土

21 91 m  SP5106

'V〕

SP51 06
125Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト(酸化鉄含)

21 311m    SP511 0

k~玖

∠ 豆 ン

″ ―

に

SP5110
125Y4/2暗 灰費色砂質土

21 311n    SPS1 22lυ
 ll

SP5122
1 25YV2暗 灰黄色砂質■
225Y4/8オ リープ網色砂質土
325Y4/2暗 灰黄色砂質土

21BOn          SP5226

下響下一

ψ

獅一ｑ
一
ｐ獅一ｐ

一
。

SPSl14・ S'5115
12うY4/2暗灰黄色砂質■
25Y4/2Xオ リーブ砂質土
82う Y4//1黄灰色砂質■
4 25YV2暗 灰費色砂質土

朗 2
12うY4/2暗 灰黄色砂質ンルト(根砂10%含 )

SP5225'SP5226
1 2arVl責 灰色砂質主(粒子粗く、しまりなし)

22「rνユ黄灰色砂賓■ (しまりなし)

▼
SP5254
125Y4/2暗 灰黄色砂質土
2 10YR3/2黒 褐色砂質土(注痕跡)

SP5225

1 歩多認鼻臨 .

21 911n  SP5256

21 30m     SP5269             21∞n     SP5270

下
７獅一ｔ

SP5256
125Y4/2暗 灰責色砂質土

SP5269
125Y72階灰費色砂質■(砂味強い)

SK5117
1参 5Y4/2暗灰黄色砂質土(25Y54/3黄 召色砂を/9ックで含)

1ワ5Y4/2暗灰黄色砂質土 (10YR3/2黒 IB色 土 )

,1 30n   SP5448

SP5270            ~
1 25Yυ 2暗灰責色砂質■80%

(2,rV211S灰 黄色砂質と,0%含 )

2 10YRν 4獨色砂質■
(トレンテの穫■力択り込んだもの)

325Y4/2暗 灰黄色砂質土

就
蜘弾

SK5251
1ワ 5Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト(鶏性右)

2小礫売填

0                       2m

獅一Ａ

SK5104。 SKS120。 SKS124・ SKS152

a10YR4/43色砂質上
425Y4/2暗 灰資色砂質土
52「r5/2階 灰黄色砂賓■
62「r5/8黄 褐色砂
■25Y3/2黒 褐色砂質シルト

| &多認尊臨 土
I02うY4/2暗 灰責色砂質土
■ 95Yν 2責灰色砂質土

第124図 遺構実測図

SB45 SK5104 SK5117 SK5120 SK5124 SK5251
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＼ 響

SP5265
125Y4/2暗 灰黄色砂質土

,1 20n        SP5267

SP5267
125Y4/2暗 灰黄色砂質土

0                               2m

2090m  SP5246          ヮ。っOm

ξltl

SP5246
1 2row4/2暗 灰責色砂質シルト

SP5454
125Y71黄灰色砂質士0                       5m

e⑬

第125図 遺構実測図

SB46 SB47

21ワOm       SP5090        ____   2110m     sP5271

SP5454

SB47
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α
lS

FLI

|“

目ω

十七

ξl‐

SP5241

獅一ｂ

SP5241
1ワ 5Y3/2黒 獨色砂資シルト
225Y3/1黒 掲色砂質シルト80%

(25Y5/3黄 禍色砂質ンルトをブロック状に
列%含、しまり有り)

3 5Yν ユオリープ黒色ン,レ ト70%
(b5cn内 外の小礫を31%含、粘世有り)

125Y71黄灰色砂質ンルト
225Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
3つの■に災化物311%合

SP521 8
125Y3/2黒 褐色砂質シルト(ゅ5cm内 外の小礫合、粒子粗い)

あ5Y3/1オリープ黒色シルト50%(粗砂 刀ヽ礫50%含、しまりなし)

獅一‐

下鞘下輛一‐
一
ｒ

SP5264

�戸
125Y3カ暗オリーブ褐色砂賃シルト

 sP5478

125Y4/1黄 灰色砂質シルト511%
(ゅよOcmまでの小石を40%、 φ21em内 外の礫を10%、炭化物粒綾量含)

225Y3/1黒 褐色ンルト(醐72の穫■)

第126図 遺構実測図

SB48

2θ0

S｀
二25Y3/2黒 獨色砂質シルト(炭粒微鳳含)

輛一ｋ

1 25Yν 2黒褐色砂質シルト(粗砂含)
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ω
ｋ

0                               5m

20911m      SP5360
i.     J

SB49SP53“

獅一ｂ

2090n     SP5139

そ詳
r

125Y4/1砂 賓シ,レト90%
(■5Y5/1褐 灰色砂質■をブロック状に10%含 )

了
“

輛一ｈ
一
ｇ

ワα90n SP5411

2α90n SP5338 21101a SP5355

サ
SP5355

125V3/1黒 褐色砂質土

2α90m SP5364 21 ttm SP5382

ユワ5Y3/1黒禍色砂質■

20つOm                    SK5378

SKS378
125Y4/1資 仄色砂質■

0                                                   2m

|

125Y9/1黒 褐色砂質土

蜘Ⅳ
125Y3/1黒 褐色砂質上

(5V4/1灰色砂カ ック含)

V
SP5411
125Y4/ユ 資灰色砂質土 (しまり有 )

響                 下

SK5165
125Y4/1黄 灰色砂質シルトω%(1ば rン1灰色砂211%、 皮イヒ物20笏を粒状ブロック状含、しまり有、粘性なし)

2■ 5Y4/1灰色砂80%(25Y4/ユ 黄灰色砂質ンルト211%含 )

SK5166
325Y4/1黄 灰色砂質シルトSO%(10Y5/1灰色砂20%含、炭粒、しまり有)

425Y5/1灰 色砂90%(2roY4/ユ 黄灰色砂質シルトユ0%含、しまり有)

響         丁
SK5194
1つうY4/1責灰色砂質シ,レト61%(75YS/1灰 色砂質±10%、炭化物30%の集中範囲に骨片をわずかに含)

第127図 遺構実測図

SB49 SK5134 SK5165 SK5166 SK5378
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_  2100m  SP5334  __ 2160m SP5322 _

一

SPS3か
ツ 辛

125Y3/1黒 為色紗質上

熟OOm SP5187__
ど

t翌し/ 
す

SPS187
1125Y4/1AF色砂質シルト約%

(75Y5/坂 色砂質■20D/9、 娯t物粒10勢含)

121 00n  SP5286

SP群
■2573/1m籍 色砂質土

21 00n SPS331  ___

諺
夕躙

土

第128国 遺構実測図
SB50 SB51 SA20

2″

0                                        5m
|

専一］　　　や

15Y4/1 hepjI質 シルト(凝化助を/11ック状‐粒純 in%含 )

225Y4/域庭 妙 質土



第Ⅲ章 遺構・遺物

下輌一ｈ
一
ゴ獅一ｇ

21 10m       SP5480

獅一ｋ

SP5480
15Y5/2灰 オリープ色砂鱒■o
(Z5Y4/1黄灰色砂質シルト30%、
しまりなし)

198SP5

孝苧
市SP5198

125Y3れ黒鶴色砂質シルト80%175Y5/1灰色砂質■20%、 皮化物粒徹量合、 しまり有)

22「r3/1黒 褐色砂質シルト∞%9う Y5/1砂 質土Ю%含、しまりなし、粘性なし)

&25誨 /ユ黒僑色砂質土

調と峯
]

1ワ 5Y4/1黄 褐色砂質シルト50%
(75Y5/ユ灰色砂質■m%、 炭イヒ物微雲含)

15Y4/1灰 色砂質■OO%(25Y3/ユ 黒褐色砂質土10%含 )

2ワ

「
r3/1黒 禍色砂質主

よ2うY4/1黄 灰色砂質主
425Y4/1黄 褐色砂質■70%(つうY3/1黒 褐色砂質■30%含 )

Z■5Y4/1灰色砂賓■ (し まりなし)

SP5204
125V4/1黄 灰色砂質ンルト70%

(7うYン1灰色砂質■311%、 炭イヒ物粒微量含)

21ユOn    SK5170 SP5169f立 1ご
4…

r

SP51 69
125Y4/1責 灰色砂質シルトЮ%

(獅 Y4/ユ 灰色砂質■20%、 災化物逆iO%含 )

SK5170
125Y3/1黒 禍色砂質シルト (し まりなし)

SP5181

SP5181
12う Y4/ユ 黄獨色砂質シルト80%

(■ 5Y5/1灰 色砂質■をプロック状に力%、

炭イヒ物蔵を徹盤含)

SPS185
125Y4/1黄褐色砂質シル ト

(炭化物を微畳含 )

225Y3/1黒褐色砂質土

SK5202

下
餌

獅一‐

21ねOn   SP5023

下
閣

獅一ｆ

下獅一ｈ

SP5336

12573/1黒 褐色砂質■70%
(5X4/1灰色砂質土∞%、 炭イヒ物粒φ10cn内 外の

小礫微量含、しまり有)

225Y3/1黒 鶴色砂質ンルト (し まりなし、粘性右)

蛉

il

0                               5m

0                                                   2m

予
SP3023
1ワうYシ2暗灰費色砂質シルト

9う YR5/8明 IB色砂知%、 炭イヒ物微盤含)

SP5025~
125Y4/8オ リープ褐色砂質シルト51%
(25X3/2黒 機色砂質シルト詢%含 )

21ねOn SP5027
gと g

SP5027
125Y5/2暗 灰黄色砂質シルト511%
(10YR4/2灰 黄褐色砂質シルト40笏 、
名5VR5/8明 褐色砂10%含 )

SP5024予
125Y5/2暗 灰黄色砂質シルト∞%

(107R4/31こ おい黄褐色砂質シルト40%含 )

ガ闇

２

，

一
　

朗

獅一ｂ

S K 5026
125X4′2暗灰黄色砂質シル ト40%(10YR4/2X責 褐色砂質ンルト40%、

2W5カ暗灰責色砂質ンルト20%、 期 ヒ鉄微量合、しまり有)

225Y4/8オ リープ網色砂質ンル ト莉%(10YR4/2灰 黄召色砂質シルト∞%、

炭化切粒微量含)

325Y4/8オ リーブ褐色砂質シルト40%(10YR4/2灰 黄禍色砂質シルト40%、

2●oY6/2灰 黄色粗砂含)

4 25YV2暗 灰黄色砂質シルト∞笏 (25Y5/8黄 鶴色ンルトがアロック状に10%、

戻化物合)

第129図 遺構実測図

SB51 SB52 SK5026
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SE5101
125Y4/1黄 灰色砂質ンルト90%
(25Y3/2黒 褐色砂質シルト10%、

炭化物減微量合、しまり有)

25Y4/1灰 色砂質シルト

(炭大物粒微長含)

3つうYV2暗灰黄色砂質シルト
(小礫含)

4 25YVI黄 灰色砂質シルト

(炭化物粒徹盤含)

SE5213
125Y3/ユ 黒褐色砂質シルト∞%、 粘性有

(φ 5cm内 外の小礫30%、 30cm内 外
の礫知%、 皮化物微霊含)

225Y3/1黒 福色粘質シルト
(し まりなし)

3粗砂とわ5～ 80cnの 円礫

225Y4/ユ 黄灰色砂質ンルト
a25Y4/2暗 灰黄色砂質■ (炭化物粒撤量、φ5～ 15cmの 礫含 )

■5Y71黄灰色砂質土 (b5cnの 小礫わずかに含)

0                                                   2m

第130図 遺構実測図
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⑮
〆

SE5221,SE5222

破9

SE5217
1宏Ⅳ4/1黄 灰色砂質シルト(やや粘世有り)

25Y3/1オ リーブ黒色シルト90%
(2Wク 1黄灰色砂質ン,ン ト10%含、しまりなし、粘性有り)

325Y4/1黄 灰色砂質ンルト

(φ15cm内 外の礫含)

410Y烹3/環 渦色シルト50%
(5Y3/1オ リーブ黒色シルト50%、植物遺体摂合)

,5Y2/ユ 黒色シルト(φユ～つcmの礫、植物遺III含 )工

'

第131図 遺構実測図

SE5217 SE5221 SE5222 SE5223

(■5Y4/1灰色砂質土騨 ック状に鉤%、皮イヒ物撤量含 )

22う Yν l黒褐色粘質シルト(しまりなじ)

325Y4/1黄 灰色砂質上 (掘方)

0

125Y4/1黄 灰色砂質シルト(やや活性有り、礫多く、礫間に主が入り込む)

225Y4/2憎 灰黄色砂質シルトω%(粗砂30%、 2「r5/2暗 灰黄色砂質■10%含 )

325Y3″黒褐色砂質シルト(粗砂φIOcnま での礫含)

425Y3/2黒 褐色砂質シルト(φ21cn内 外の礫含、しまりなし、粘性有り)

SE5470

20j



2遺 構

225Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
aワうY4/2暗 灰黄色砂質シルト(粗砂小抄オ」多く含)

■ワうY5/8黄 獨色砂質■70%(2う Y4/1責 灰色砂質シルト30%含 )

SP5056
12うY4/2暗灰責色砂質シルト
2つ 5Y3/1黒 lfB色 シルト
92う Y3/2黒 禍色シルト
4ワうY4/2暗 仄責色砂質ンルト(炭イヒ物311%台 )

SE5272
57う Y4/1灰色シルトやや砂質(炭他物含)

0ひ 15～20cnlの礫を多く合む砂を1

125Y4/ユ 黄灰色砂質シルト(活性強くしまりなし、φ21en内 外 月ヽ礫多く合)

225Y4/2暗 灰責色砂質■ (φ2～3cmの 小礫、部分的に25Y3/1黒 褐色シルト含)

0                                                   2m

第132図 遺構実測図

SE5244  SE5272  SE5301  SP5056

206



SE5423
125Y4/1責 灰色砂賓シルト(しまりをし、粘性有り)

ワ5Y4/1灰色砂質■ (しまり右、炭化物粒級還含 )

3 25Yνl黒褐色ンルト(粘性有、しまりなし)

4W4/ユ灰色砂質■611%(φ 2～3tnlと 15cm内 外の擦40%含 、しまり有)

第Ⅲ章 遺構・遺物

SE541 4
15Y4/ユ仄色砂質シルト(小凍わず力Jこ合)

25Y4/1灰 色砂質シルト(ゅ311emま での礫多く合)

3,う Y3/1黒 褐色ンルト(木質の植助遺体を多く合、機材 漆器出土層)

42お Y4/1黄 灰色砂質土
55Y4/1灰 色砂質シ″卜(粗砂30%含 )

|

第133図 遺構実測図

SE5414 SE5423 SE5471 SE5472

SE5423

1 25Yν 2黒褐色粘質シルト(φ 5～ 15cmの 口礫合)

20ク



2遺 構

|お

葺|。

SK5041
125V4/1黄 灰色砂質シルト

(炭化物徹霊蝙舞ヒ鉄合、しまり有り)

225Y4/1黄 灰色砂質シルト60%
(25Y5/1寅 灰色砂質シルト30%、 皮イヒ物粒Ю%、

dtpret量含)

325Y5/1黄 灰色シルトBO%
(25Y4/ユ 黄灰色砂質シルト20%、 炭化物 酸イヒ鉄含 )

45Y4/ユ 灰色シルト(炭化物様量 酸イヒ鉄含)

525Y5/2暗 灰黄色砂質土 (粗い栽子)80%
(25Y4/ユ 黄灰色砂質シルトワo%含 )

02うY4/1黄 灰色シルト70%
(25YS/2黄 灰色砂質■25笏 、戻化物カ ック

粒5%含 粘世有)

225Y4/1黄 灰色砂質シルト90%
(粗砂10%、炭化物粒徹量含)

a25Y71黄灰色シルト(粘世有り)

SK5075

SK5075
125Y4/1黄 灰色砂質シルトSO%

(25Yレワ暗灰費色砂資シルトSO%、炭化物粒彼畳、酸化鉄粒含)

22うY5/2暗 灰黄色砂質シルトiO%
(2574/ユ 黄灰色砂質ンルト90%、該イヒ鋭位含)

イ
ａ

＞
ａ

SK5093
12うY4/2暗灰黄色砂質シルト(φ3～6cnの 小日礫含)

第134図 遺構実測図

SK5041  SK5075  SK5092  SK5093

2θ∂

0                                                   2m

<
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SK51 09
125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト

(25Y5カ 暗灰費色砂質シルトが
カ ック状に81%、 炭イヒ物粒 プロック

φicnま 登 徹量、酸化鉄多く含、
上半しまり有り下半しまりなし、

粘性強くなる)

Z誠4′1灰色砂質シルト

(25YS//2暗 灰黄色砂質シルトが
カ ック状に10%酸 化鉄多く含、

粘性有り、しまりなし)

9 20rVl黄 灰色ンルト
(粘性強く、しまりなし)

SKる155

SK5148

SK5148
15Y4/1仄色砂質■(し まりなし、炭化物徹量含)

第135図 遺構実測図

SK5109 SK5148 SK5150 SK5151 SK5155

21 10m               SKS155

SK5155
12「r4/1黄 灰色砂質シルト60%(7う Y・●/1灰色砂質■40%、 炭イヒ物徹盤合)

0                                                   2m

15V4/1灰 色砂質ンルト(炭化物力対 状 フ
"ッ

ク状に10%含 )

2 25Ya/1黒 褐色砂資シルト(やや粘性有り)

325Y資 灰色砂質シルト50%(5Y4/1灰色砂質シルト51%含 )

SKS151
49う Y4/1黄灰色砂質シルト(し まりなし、炭化物粒微長合)

⑬

蜘8 溌

監亡幸縄警ヨ電丼掌
翻飾悪f

『
詭著氣
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2遺 構

SK5156

SK5171
125Y4/1黄 灰色砂質シルト80%
(25Yν l灰色砂質土力%、 炭化物荘φlcmま登 微曇含)

SK5247
125Yウ2暗灰黄色シルト(やや砂質、しまり有り、Ith性なし)

第¬36図  遺構実測図
SK5156  SK5157  SK5171

2Fθ

1わ Y4/ユ 黄灰t砂質ンルト(25Y5/1責 灰色粘質土力er/11ッ ク状に40%、 お性有り)

2災イヒ物層
32う Y4/1費灰色砂質シルト(5Y5/1仄色砂10%、炭化物IO%わコ唇状 紅状に合)

42と 同じ(粗砂微畳含)

55Y5/1灰 色砂∞%(つ 5Y5/1黄灰色粘質■40%、 25Y4/1費 灰色砂質シルトュ0%含、しまり有り、格性なし)

625Y5/1黄 灰色粘質主80%(9う Y4/1黄 灰色砂資シルト211%、 炭化物が届状 粒状に含)

SK5157
725W4/1黄 灰色砂質シルト80%(5Y5″ 灰オリーブ色砂鉤修がプロック状、炭イヒ物微置含、しまり有り、粘性なし)

a5Y吻灰オリープ色砂70%(25Y4/1黄 灰色砂質シ″卜31%含、しまりなし)

SK5157

SK5174

Ч

21 00n         SK5278

SK5176
12うY4/1賞灰色砂質ンルト40%

(煎4′1灰色砂資シルト40%、 ■575/1灰 宣砂質■20%
炭イと物カウ

"ッ
ク状坂状に含)

SK5287
125Y4/1黄 灰色砂質■
2炭化物層

/Po⑫
 ⑤躙v

2、__´)①      八

SK5174
125Y71黄灰色砂質シルト51%

(10YR3/1黒 禍色砂質シルト311%、
しまりなし、活性右り)

21の ■に戻イヒ物湖暇状に合

5Y4/1灰 色シルト211%を含、

SK5311

SK5311
1ワ 5Y71黄灰色砂質士Ю%(5Y4/ユ 灰色砂質■30%、 炭化物徹畳含)

0                                                   2m

SK5311SK5174 SK5176 SK5247 SK5278



e25YVl責 灰色a17質 シルト80%(25Yy2晴 灰色V1/質 ンルト釣% 炭イ勁 地微蛋含、やや粘性有り)

425Y4/1女 仄色J/質 シルト60%(25Yy2暗 尿色71/質 シルト40%含、炭1ヒ 物徹二含)

5φ 10cm φ20cm～ 41 cnの 襟働%
(25Yyl黒協色シルト鉤%、 25Y4/1黄 灰色砂質ンルトlo% 木質の世存体10%合、しまりなし、粘性石り)

64に決イヒ物の泥入力
'多

い層、4に対してやや1旨 い0調となる

「
25Y4/1黄 仄也砂質シルト (‖性有り、 しまうなし)

第Ⅲ章 遺構・遺物

$25Y3/1黒 褐色シルト80%
質シルトがブロック状に20% 底面との境に木質の遺存小を多く令、 しまりなし、猫世有り)

0                                 4m

言1増

当      ‐
~― ~~~ゴ 十 ~~― _｀

SK5475
21 10m         SE5223            sK5224          1 5Y3/1オ リーブ黒色砂質ンルト0つ%
a                                      r   (70Y5ノ ]灰色砂質土aO% 炭イヒ物粒l賜台、しまり有り)

SK5475

12S4/1黒 褐色f/質 シルト (炭イ働 泣敬五含)

2 1SY8れ オリープ具色砂質シルト∞″ (股化lt10%)

315コれ灰色砂質■ (粒子力やや粗 ∋ヽ

42514/1責灰と砂質シルトω%
(7うY4/1灰色砂質±40% 炭1と物紅欲二合)

525V〕 れ黒得卸 /質 シルト

(7るYⅢ llIと砂質土がプロック状に90% 皮1ヒ笏IVttr.含 )

21 10m                 SK5224                       。1働

“

,1灰色砂質土Ю物 (25Y4′ I責灰色砂質シルトЭ賜含)

C二て亜蚕≡≡墓=ヌ多夏魏ちとそを:1戦�諄
'4監

;鍋
〔,な し ややfl質 )n卿剛色洲

跳にω%H脚 れ灰と卿 土アロッ
|ロ ック胸 拡 駒 敵 工御(2Ⅳ 9れ黒褐色砂質ンルト

第137図 遺構実測図

SK5467 SK5475SK5206  SE5223  SK5224SD5205
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]25Y3/2黒褐色砂質シルト?0%95YV】
225了4/1貨 灰色砂質シルト (炭化物粒微工含)
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2161 m     SK5033       SD5021

下響丁
ＳＤ５。獅一ｄ

21 51 m  SD5014

211 11n         SD5357

獅一ｂ

遺 構

0                              1om

|

0                                                   2m

ー

SD5021
1 10YR4/2X黄褐色砂質シルト(2roV5/2暗 灰黄色

砂質シルト10%、■5YR5潟明福色砂微量含)

SD5021
1 10YR4″ 灰黄褐色砂質ンルト(25Y5/2暗 灰黄色

砂質シルトユO%、 7 5YR5/8明終色砂微量含)

21 611m SD5018

帥 m汁
125Y5/3灰 黄褐色砂質シルト70%

(75YRシ8明褐色砂IO%、

10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シルトカ%含 )

21 60m  SD5035

-l

SD5019

ヤ
SD5031
1ワうYν2暗仄黄色砂質シ,レ ト80%

(10YR4/8によい黄褐色砂賓ン,レト
ワO%、粒状駿イヒ鉄含)

SD5035
1 10YR4/2X黄召色砂資シルト

(25Yν 2暗灰黄色砂資シルト10%、
75YR5/8砂級景含)

SD5021

ー
SD5014
1 10YRν 叛 費褐色砂質±55%

(10YR4/1褐 灰色砂蜜シルトがプロック状に31%、

75YR5/61jH褐色砂iO%、 10YR4/91こ ぷい黄褐
色砂質■5%合 )

SD5017

SD5013                     SD5019                  SD5021
1 25YR5/2暗 灰黄色砂質シルト51%     125Y5/72暗 灰黄色砂質シルト     1 10YR4カ 灰責協色砂質ンルト

(25Y4/3オリープ褐色砂質シルト40%、     (75YR5/8明 褐色砂10%含)     (2「 r5/2暗 灰黄色砂質シルト10%、
■5YR5/8明 褐色砂10%含)                           75YR5お 明狙色砂徹壁含)

2 75YR5/8明 禍色砂40%
(25Y4お オリーツ褐色砂質シルト30%、
25YFO/2暗 灰黄色砂質シルト20%含 )

21SOn SK5002 SD5003   SD5004 SD5005

築 0
11∝R5カ灰黄僑色砂質土BO%   1 10YR4/ユ 禍灰色砂質■80%

(10YR4/3にがい黄編色20%含 )   (■ 5YR5/8明 獨色V/90%含 )

SD5003                SD5005
1 10YR5カ 灰黄格色砂質とる%   1 10YR4/1褐 灰色砂質■90%

(lllYR4/31こ ぷい費褐色砂質■15%、  (lllYR4/3に示い費僑色iO%含 )

おYR5/8明 褐色砂10%合 )

SD5007

ーSD5007
110Y硝″灰黄褐色砂質■75笏

(10YR4/3にぷい黄褐色砂質■15%、

7おYR5/8明 召色砂10%含 )

21 50n     SD5019

SD5013
1 10YR5/2Fx黄 獨色砂賀■611%

(10YR4/Sにぶい黄褐色砂質■20%、

■5YR5お明褐色砂211%合 )

SD5015

SD5015
110Y硝 /3にぶい黄褐色砂質■80%

(10YR4/ユ 褐灰色砂質ンルト211%含 )

9 111YR4/3に ぶい黄褐色砂

125Y5/8責 褐色祐質シルト(2う Y3/1黒 褐色シルト5%含 )

225Y5/2暗 灰黄色砂質シルト70%
(10Y郎 /2にがい責褐色砂質シルト30%)

a10YRν 2灰黄褐色粗砂61%(25Y5/2暗 灰資色砂40%合 )

■25Y5/2暗 灰黄色砂質シルト

SD5017          ´

1 10YR4カ 灰黄桐色粘質シルト80%
(25Y6/3におい責色砂質■20%含 )

225Y5/2暗 灰黄色粗砂

SD5126

マ
SDS126
15Yフ I灰色砂質ンルト

ー
SD5373
125Y3/1黒 褐色砂質シルト

第138図 遺構実測図

SD5003  SD5004  SD5005
SD5019 SD5021 SD5028

2,2

SD5302
125Y4/1黄 灰色砂質土
225Y3/ユ 黒召色活質■
32繭 71黄灰色砂質土 (1よ り砂味強い)

45Y4/1黄 灰色砂質主
55Y3/1オリーブ黒色粘質土
05W5/1灰 色砂

SD5007 SD5013 SD5014
SD5031 SD5035 SD5126

SD5357            SD5358
]5コ /2灰オリーブ砂    125Y4/1費 灰色砂質土

SD5302          6     7
125Y3/1黒 褐色砂質シルト
225H4/1責 灰色砂質主
325Y3/2黒 鶴色砂質主 (し まり強い)

4 10YR4/1褐 灰色砂質ンルト
525Y2/1黒 色炭化物屈
625Y5/1黄 仄色砂 (10YR4/ユ 褐灰色砂質シルト含 )

725Y5/1黄 灰色砂
825Y3カ黒褐色砂質シルト

SD5017 SD5018
SD5358 SD5373

21つ Or「   SPS373        21∞n
輌一ｂ

一

ａ

SD5015 SD5016
SD5302 SD5357



ヤ
SD5045
125Y4/1黄 灰色●1/質 ンルト9o%

(95Y5/2暗 灰黄色砂ltシルトiO%、
酸化鉄含 )

2100m   SDS051

SD50師
~

125Y4/1貰 灰也砂質シルト(炭 化物 酸化鉄
微砥含)

SD5049
1 10YR4/1褐 灰色llJ4/fシ ルトθO%(25Y5/21旨 灰貨色砂質

シルト10笏、炭化物鶴 t破化鉄含 しまり有り)

2 10YR4/1褐 灰色シルト(祓化鉄含 やや砂質忠右り

しまりなし、下用で粘推強くなる)

第Ⅲ章 遺構・遺物

0                              10m

|

125Y4イ 1煮灰色砂質シルト∽%
(25Y5/2晰 灰黄色f17質 ンルトlo%含、しまりなし、粘性やや強ヤ〕
225Y4イ 1黄灰色ンルト
(h勁遺lIを層よに含、しまうなし、絡性布ll

21 00n       SD5055
g~=こ

藝 至 戸 王 芽 (_g

SD5055
125Y4/2晴 灰貰色砂質ンルト(該化鉄を池よに合)

2 φacmまでの小石80%(1の■10%、粗l1710%含 、しまりなし)

SK5048
125V4/21音 灰責色砂質シルト40%(炭化物粒

ブロック状に60%、 酸化鉄似量含 )

225Y4/21き 灰黄色砂質シルト70%(25Y
5/2暗 灰貨色rr1/質 ンルト30%合、しまりなし)

125Y4/つ 暗灰☆色砂質シブレト70%
(25Yン 2囃灰女色砂質ンルトm%、
炭化物池微il含 )

SD5060
325Y3/2黒 料色砂質シルト約%

(25Y4/2暗 灰黄色砂質±90%
25Y5/2暗 灰黄色砂質■10物含)

SD5205

21 00n       SD5050２‐ＯＯｎ
一
ｂ

一

ａ響

２‐００ｍ
一Ｆ

一

ｅ響

SD5049

SD5054  SD5051

ー

SD5051'SD5054
125Y4/1 jtt灰 色砂質ンルト(災イヒ物 酸化鉄欲〕せ含 )

925Y4/1黄 灰色砂質ンルト50%(25Y5/21帝 灰

黄tt/質シルト50%、 炭化物粒微tr含 しまり右り)

輛一ｈ

125Y3/2黒 紹色l1/質 ンルト(φ5cn内 外の小擦
含、粘性右り下層程粘性が輩す )

SD5067   SD5065

SD5064
725Y3'2H褐也シルト(r用にはゆ10～ 15em内 タトの礫を西じじ下層には
ゅ拗Зm内外の環を含)

1225Y4′ 2nd7灰 賛色F1/rCン ルト∞%(25Yワ 21n/灰 責色砂質シルト10%台
しまうな)

SD5064

525Y3/2黒 褐色少質シルト(火 化物fi徹五合 )

025Y4/21普 灰貫色砂質シルト

(lH性 強く、li子 ややldlめ )

1925Y4/2anVttal色 砂質ンルトOO%
(25YO力 暗灰女色砂質シルHo%
友化物liakょ 含、しまり有り)

1425Y4/2暗 灰黄色砂質シルトBo%
(25Y5″ 暗仄iR色砂質シルト20%、

やや粘世強い、しまりなし)

1525Y71黄 灰色砂質シルト

(枯性やや有り、しまりなし)

16φ 10～20cn内 外の礫を主体とする屈

(礫 間に25Y4/1黄 灰色シルト含 )

175Y4/1灰 色砂質シルト(炭 イヒ物粒微ユ含 )

SD5067
1&25Y4/1黄 灰色シルト9o%

(25Yン 2晴灰黄色少質シルトlo%含 )
SD5205
125Y3/2黒 褐色砂質シルト

225Y3/1早 獨色シルト(炭 化物II徹 且含 )

825Y3/2黒 禍色砂質シルト70%(25V4/1女 灰色●/質シルト30%含 )

925Y4/11t灰 色砂質シルト(炭 化物杜微■含)

10わ IO～40cmの 傑50%(2573/1黒 褐色シ,レ ト莉%、 25YVl黄仄色砂質シルトlo%、
杷物遺体ユ0%含 、しまりなし、lt性有り)

■ 25Y4/1資 灰色砂Itシ ルト(炭 化物粒微遺含)

0                               2m

第139図 遺構実測図

SD5045  SD5049  SD5050  SD5051
SD5067 SD5205
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2遺 構

翌滅饗

/ど ＼`   SB47

|

125Y4/1黄 灰色砂質シルト(炭 化物微え含 )

225Yン 2暗仄黄色砂■t■80%(25Y4/1黄
仄色砂質ンルト20%、 炭イヒ物微■含 )

3 25YV2暗 灰責色砂質t(糀砂IO%含 )

4 25YFy/2暗 灰資色砂質ンルト
5ワ 5Y3/埠狙色砂質ンルトOO%(25YV2暗荻

黄色●1/N資 ■40%、 炭化物微よ含、I」性右 )

9                                                   2m

第140図 遺構実測図
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0                               40m
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第141図 中世末～近世遺構全体図割付図
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再近世習構全体図第143図
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第144図 中世末～近世遺構全体図 (3)
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第Ⅲ章 遺構・遺物

第 4表 竪穴建物一覧

物
号

建
番

地区 平面形
長軸
(m)

蜘
ｍ

瞼
ｍ

深さ
(m)

方位 篭 出土遺物 時代 備考 婚図 図版

Bl (11) 032 東壁 土師器・須恵器・墨書土器 古代 4 4

S102 B4 方 305 7 N-83・ ―Ⅵ「 r師器 須庶淋・刀子・鉄製品 古代 4 4

S103 B4 方 525 N-24° 一E 土師器・須恵器・土錘 古 代 SB04<S103<SK3167・ 3295 4 4

B4 不整形 256 N-4° 一E 古 代 4 4

B4 万 752 N-11°一E 北壁 土師器・須恵器 古代 SK3080>S105>S106 5 4

B4 方 N-87°一MI 土師器 須恵器・刀子 古 代 S106<S105、 SK3115・ 3125～3127 5 4

B4 方 352 〕44 N-2マ ーE 戻 壁 土師器・須恵器。鉄製品 古代 S107<SB02 5 5

S108 B4 232 015 古 代 S108<SK3842 5 5

S109 B4 (268) N-82ψ―W 案壁 土師器 須恵器 古 代 S109<SB02、 SK3149 5 5

B4 土師器・須恵器 古 代 5 5

第 5表 掘立柱建物一覧

物

号

建

番 地区 桁行×梁行
桁 長

(m) 難
ｍ

面積
(ゴ )

棟
加

方位 柱
獄

時代 備考 挿図 図版

;B01 2～×1 (435) 505 (2197) N-10° 一E 古代 6 5

;B02 836 3896 東西 N-85° ―MI 領」注 き代 >S107・ 09、 SA03 6

;B03 5× 4+2× 2 1474 8254 東 西 N-82° 一W 損」柱 古 代 >S102、 <SX3349 7

,B04 南北 N-4° ―E 側桂 古代 SA04を伴う、>SK3288 8 5

SB05 2× 2 2772 南 北 N-9° ―E 側 柱 古代 9 6

SB06 (504) (488) (2459) (東西 ) 百代 9

SB07 東 山 N-73マ ーW 総荘 中世 1]

;B08 (2× 2) (南北 ) N-49° ―M「 総柱 中世 l]

;B09 (2× 2) 42 南北 N-36° 一M「 中 世 11

SB10 3× 2 1598 南 北 N-5° ―E 礎 石 中世 SA07を伴: 15

SBll 南北 N-2° ―E 側柱 中世

SB12 2948 南北 N-10°一E 総 柱 中世

;B13 (5× 3) (1904) 東西 N-16° 一E 側桂 中世 〕5

〕B14 2× 2 2842 南北 N-4マーE 側柱 中世 SA08を伴う

SB15 3× 2 〕907 東西 N-28°一E 総柱 中世 17

SB16 3× 2 南 北 N-8°一E 総桂 中世 SA09を伴う

SB17 2X2～ N-3° ―E 中世 17

;B18 3× 1～ (南北) N-5°一E 総柱 中世 17

SB 19 (3Xl) (105) (375) (3938) (東西 | N-44°一覇「 側 桂 中世

SB20 B3 )46 南北 N-26°一E 側柱 中世

SB21 B4 2× 2 147 2248 東西 N-61°一W 総柱 中世 SB21<SD2371
SB22 B4 10203 南Jヒ N-31°一E 総柱 中世 55'66 20

SB23 B4 2× 2 527 2672 東西 N-67°一W 総程 中世 37 20

SB24 B4 (1792) 南司ヒ N-21° ―E 総柱 中世

SB25 B4 1940 東西 N-55°一W 側 /11 中世 SB25>SD2371
SB26 B4 1× ] 東西 N-22°―W 側柱 中世 SD2371に 区画される 20

SB27 B4 lXユ 南ヨヒ N-65° ―E 側柱 中世 SD2371に 区画される Ю 20

SB28 B4 南北 N-22° 一E 総柱 中 世 71・ 72

SB29 B4 東西 N-65° ―WV 側柱 中世 SB29<SB30
SB30 B4 東西 N-63° ―WV 側柱 中世 SB30>SB29
】B31 B4 東西 N-65° ―W 緯 柱 中世

〕B32 B4 1■83 東西 N-64° 一W 総柱 中世 SB31の建て直し 74

3B33 B4 2X] 325 南北 N-32° 一E 側柱 中世 75

】B34 B4 49 2842 南北 N二 8° ―E 総柱 中世 SB34<SD2371 76

SB35 南北 N-18°一E 側柱 中 世 83

SB36 B6 783 402 東西 N-88°一W 側柱 中世

】B37 B6 348 東西 N-42°一W 側柱 中世

3B38 B6 3～X2 (251) 東西 N-45°一W 側柱 中世 84

3B39 B6 東西 N-81°一W 側柱 中世 84

3B40 B6 3× 1 338 東西 N-77°一W 側柱 中世

SB41 B6 1× 1 4087 東西 N-83°一W 側柱 中世

3B42 B6 2Xl 556 東西 N-78°一W 隕J柱 中世

3B43 B6 3× 1 887 東西 N-78°一W 隕J柱 中世

SB44 B4 案西 N-31や―WV 隕」柱 中世末～近世

3B45 C 3× 3 東西 N-75°一E 中世末～近世 SA19を 伴う 123 124 49・ 50

3B46 C (486) (482) (2343) 中世末～近世 125

3B47 2Xl 東西 N-77°―E 側注 ■世末～近世 49

SB48 C 4X2～ (648) 中世末～近世 石列を伴う 49

3B49 C 4984 東西 N-68°―E 卿柱 ‡世末～近世

SB50 C 2× 1～ 593 (294) (1743) 側 柱 中世末～近世 SA20を伴う

SB51 C 735 4043 南北 N-32°―WV 側柱 中世末～近世 128・ 129

SB52 C 1× 1 側 柱 中世末～近世 SK26の上屋か
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2遺 構

第 6表 柱穴一覧 (1)

建物番号 遺構番号 地 区 平面形
長 さ

(m)

幅

ｍ

深さ
(m)

出土遺物 時期 挿図 図版

SB01

SP300

Bl

円形 (066) 古代 6

SP301 円形 土師器・須恵器 古代

SP302 円形 古 代 6

SP303 円形 〕77 027 古 代

SB02

SP3103

B4

円形 058 016 土師器 古代 6

SP3112 円形 ,45 古代 6

SP3121 楕円 065 )も 025 古代 6

SP3150 方形 008 土師器 古代

SP3151 円形 〕4 古代 6

SP3154 円形 022 古代 6

SP3162 円形 古代 6

SP3175 円形 土 師器 古代 6

SP3176 円形 〕4 古 代

SP3282 方形 古 代 6

SP3818 楕 円 11 〕46 古代

SP3360 楕円 012 古代 6

SB03 B4

円 028 土 師器 古代 7

SP3048 楕円 085 025 古代 7

SP3051 円 古代 7

SP3054 円 098 古代 7 6

SP3057 円 古 代 7

SP3059 不整楕円 125 ユ 042 土師器 古代 7

SP3068 円 土師器 古 代 7

SP3073 円 古代 7

円 075 古代 7

SP3188 円 〕38 古 代 7

SP3299 円 027 古代 7

SP3301 不整形 円 063 土 師器 古 代 7

SP3309 楕円 古代 7 6

SP3311 円 068 古 代 7

SP3818 円 古代 7 6

SP3834 円 055 017 古 代 7 6

SP3341 円 〕5 01 古 代 7

SP3351 円 068 古 代 7

SP3352 112 〕93 043 古 代 7

SB04

SP3081

B4

円 053 025 古 代 8

SP3082 円 古 代

SP3083 円 古代

SP3087 円 古代

SP3101 円 085 土 錘 古代 8

SP3168 037 土 師器 古 代 8

SP3284 楕 円 365 〕47 309 土師器 古代 8

SP3330 不整楕円 土 師器 古 代 8

SP3332 不整精 円 122 〕7 古 代

SP3357 不整楕円 土師器・須恵器 古 代

SB05

SP3037

B4

楕 円 022 古 代

SP3048 円 土 師器 古代 9

楕 円 022 土 師器 古代

SP3049 円 土師器 古代 9

SP3186 円 古 代 9

SP3280 不啓形楕 円 〕55 古 代 6

SP3310 不整形 055 古 代 9

SB06

SP834 B2 円 )3 085 古代 9

SP4442
B6

円 古代 9

SP4444 円 〕鬱 005 古 代

SP4454 円 〕5 β2 古 T」i 9

SB07 Bl

円 035 中世

SP04 円 中世

SP50 円 039 012 中世

SP5〕 円 〕3 906 中 世

SP52 円 036 014 中世 24

SP53 円 中世上師器 中 世

SB08 Bl

円 012 中世

円 中世

2 円 中世

3 円 039 037 中世

4 円 中世

SP15 円 中世

SB09

SP39

Bl

円 中 世

SP43 円 008 中世

円 中世

]P45 円 038 034 中世

SP46 円 中世

SBll SP1945 B3 円 057 )49 017 中世
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第Ⅲ章 遺構・遺物

第 6表 柱穴一覧 (2)

建物番号 遺構番号 地 区 平面形 欝
くｍ＞

幅

ｍ

深さ

(m)
出土遺物 時期 挿 図 図版

SBll

SP1946

B3

円 0034 中世

SP1947 円 中世

SP1949 円 中世

SP1951 円 052 中世

SP1954 円 l 中世

SP1957 円 中世

SB12

SP1009

B3

円 中世

SP1053 円 中世土師器 中世

SP1055 円 中世

SP1056 円 033 中世

SP1080 円 033 中世

SP1093 円 039 中世

SP1095 円 028 中世

SP1097 円 中世

SP1098 円 中世

3Pl108 円 中世

SPll17 円 中世

SB13

SP1213

B3

円 034 中世

SP1214 円 032 中世

SP1218 円 043 023 殊
NI II

中世

SP1234 円 036 032 023 中世

SP1235 円 039 032 023 中世 35

SP1236 円 025 中世 35

SP1237 円 035 中世

SB14 B3

円 045 中世

円 046 中世

円 066 055 中世

円 048 345 中世

円 047 046 中世

円 中世

SP1764 円 057 (049) 024 中世

円 053 043 中世

SB15 B3

円 059 中世 〕7

円 027 中世

円 065 059 中世土師器 中世 〕7

円 058 須恵器 中世 37

円 347 05ユ 中世 17

円 )47 055 中世土師器 中世 37

円 057 〕54 中世 ]7

円 )48 中世 〕7

SP1818 円 〕55 049 中世

SP1819 円 063 )62 042 中世 〕7

SP1827 円 〕59 中世 37

SP1206 円 052 中世 17

SB16

SP1362

B3

円 中世 38

SP1368 円 037 中世

SP1373 円 )42 中世土師器 中世 38

463 円 〕45 025 中世

円 024 中世

円 (024) 026 中世 38

円 049 中世

円 028 中 L 38

円 042 中世

円 中世 38

SP1603 円 032 329 須恵器 中世

SP1606 円 中世 38

SB17

SP1516

B3

円 〕43 023 中世

SP1531 円 039 )36 032 中世

SP1543 楕 円 066 中世 39

SP1550 円 (035) 022 中世

SP1555 円 059 中世 39

SP1600 司 〕42 024 中世

SB18

SP1521 隅九 )7 中世土師器・珠洲 。青磁 中世 39

SP1526 円 (052) 中世土師器・青磁 中世

SP1528 B3 隋円 034 023 中世

SP1540 精 円 065 〕48 中世

SP1642 楕 円 025 中世

B4
円 084 中世

SP2096 円 〕36 中世

SB19

SP1515
B3

円 〕47 土師器 中世

SP1524 不整形 1 032 須恵器 中世 t0

SP2095

B4

円 (021) 中世 40

SP2102 円 〕57 中世

SP2107 楕 円 )64 中世 40
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2遺 構

第 6表 柱穴一覧 (3)

建物番号 遺構番号 地 区 平面形
長 さ

(m)

幅

ｍ

深 さ

(m)
出土遺物 時期 挿 図 図版

SB19 SP227] B4 円 082 土師器 中世 Ю

SB20

SP1651

B3

円 046 中世 10

SP1654 円 032 )29 中世

SP1658 円 057 中世土師器 中世

SP1661 円 034 中世

SP1794 円 中世

SP1795 円 D35 1 中世

SP1797 円 (04) 中世

SB21

SP2369

B4

円 929 中世

SP2737 円 026 12 中世

SP2746 円 中世 14

SP2750 円 026 中世

SP2752 円 )09 中世

SP2756 円 043 ■世

SP2757 円 052 中世

SP2762 円 072 ‡世

SP2942 円 039 事世

SB22

SP2602 円 056 17 中世土師器 中世 55'66

SP2603 円 中世 55'66

SP2604 円 珠 洲 中世 35'66

SP2605 円 中世 65'66

SP2606 円 中世 55'66

SP2607 円 067 056 中世 6566
SP2608 円 057 〕23 中世 55・ 66

SP2609 円 中 世 35・ 66

SP2612 円 053 (026) 土師器 中世 65・ 66

SP2619 円 )25 中世 65'66

SP2626 円 064 042 中世 65・ 66

SP2630 円 095 〕24 中世 65・ 66

SP2636 円 中世

SP2639 円 1 中世 65・ 66

SP2640 円 046 )34 中世

SP2641 円 〕21 中世 65・ 66

SP2643 円 066 )25 須恵器 中世

SP2905 円 〕09 中世 65。 66

SP2907 円 035 中 世

SP2909 円 033 須恵器 中世 65・ 66

SP3156 円 (053) 中世 65'66

SB23

SP2508 円 中世

SP2509 円 中世

SP2510 円 )47 中世

SP2511 円 054 中世

SP2512 円 中世

SP2821 円 〕46 045 中世

SP2822 円 )43 中世

SP2826 円 023 中世

SP2947 円 )34 中 世

SB24

SP2157

B4

円 〕34 中世

SP2488 円 )33 015 中世

SP2494 円 中世

SP2500 円 中世

SP2837 円 )3 (019) 015 中世

SP2840 円 〕29 )27 須恵器 中世

SP3008 円 中世

SB25

SP2329

B4

円 942 中世

SP2353 円 中 世

SP2376 円 017 中世

SP2394 精 円 )7 中 世

SP2400 円 中世

SP2748 円 中世

SP2735 円 032 中世

SP2754 円 )27 中世

SP2755 円 032 中世

SP2763 円 052 〕5 025 中世

SB26

3P2772

B4

円 033 中世

3P2774 円 027 中世 Ю

SP2782 円 027 中世

SP2784 円 中世

SB27

SP2365

B4

円 中世

SP2369 円 008 中世

SP2襲3 円 )33 009 中世

SP2438 円 044 中世

SB28
SP2254

B4
円 中世 1

SP2260 円 中世 l
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第Ⅲ章 遺構・遺物

第 6表 柱穴一覧 (4)

建物番号 遺構番号 地 区 平面形
長さ

(m)

幅

ｍ

深 さ

(m)
出土遺物 時期 挿図 図版

SB28

SP2324

B4

楕 円 〕9 中世土師器 中世 71

SP2325 隅 丸 228 人 尾 中世

SP2326 円 中世 71

SP2328 円 017 中世 7]

SP2333 円 中 世 7〕

SP2341 円 〕34 中世 71

SP2381 円 中世

SP2431 円 〕38 中世 7]

SP2693 円 〕49 中世

SP2697 円 中世

SB29
SP2687

B4

円 中世

SP2690 円 012 中世

SP2692 円 中世

SB29。 30

SP2667

B4

円 中世

SP2675 円 中世

SP2688 楕 円 023 中世

SP2694 円 ,54 022 中世

SB30
SP2222

B4

円 中世

SP2252 円 ,44 013 炭 中世

SP2258 円 〕29 中 世

SB31

SP2299

B4

円 中世

SP2297 円 中世

SP2302 円 中世
'3

SP2307 円 中世

SP2326 円 中世 73

SP2346 円 D58 中世

SP2384 円 (026) 099 中世

SP2716 円 中世 73

SB32

SP2321

B4

円 O l16 中世 74

SP2298 円 4 中世 4

SP2301 円 015 中世

SP2304 円 026 中世 74

SP2314 円 中世

SP2318 楕 円 014 金属製品 中世 74

SP2326 円 中世

SP2347 円 038 038 中世土師器 中世 74

SP2382 円 056 中世 4

SP2384 円 032 (026) 099 中世 /4

SP2714 円 中世 4

SB33

SP2108

B4

円 062 中世 75

SP2110 円 039 中世

SP2115 円 046 中 世

SP2173 円 055 中世土師器 中世 75

SP2176 円 〕3 中世

SP2219 円 028 中世

SB34

SP2455

B4

円 033 中世

SP2458 円 中世

SP2471 円 032 〕24 009 中世

SP2768 円 )42 中世

SP2770 円 中世 κ6

SP2799 円 〕8 中世

SB35

SP4331

B6

円 029 中世 33

SP4342 円 〕23 008 中世

SP4346 円 中世

SP4348 精 円 065 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SP4350 円 中世

SB36

SP4298

B6

円 008 中世 33

SP4311 円 )29 008 中世

SP4314 楕 円 026 中世 33

SP4318 円 須恵器 中世土師器 中世

SP4324 円 中世 33

SP4356 円 D37 中世

SP4302 楕 円 123 中世

SP4340 隅 丸 092 中世

SB37

SP4053

B6

円 029 928 中世

SP4230 円 中世 34

SP4232 円 中世

円 046 017 中世

SB38

SP4205

B6

楕 円 068 017 中世

3P4209 円 中世 34

SP4210 円 068 中 世 84

SP4219 隋円 075 中世 84

SP4212 晴円 074 中世 84

SB39 SP4144 B6 円 中世
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2遺 構

第 6表 桂穴一覧 (5)

建物番号 遺構番号 地区 平面形 欝
くｍ，

幅

ｍ

深さ
(m)

出土遺物 時期 挿 図 図版

SB39

SP4315 円 中世

SP4337 円 中世

SP4356 円 )39 937 中世 84

SP4357 円 ユ 中世 84

SB40

SP4291 惰円 (071) 322 中世 85

SP4292 惰円 1 中世 85

SP4298 円 043 〕08 中世 85

SP4299 円 中世 85

SP4344 楕 円 〕22 中世

SP4346 円 032 中世 85

SP4348 楕 円 須恵器 中世土師器・珠洲 中世

SP4350 円 中 世 35

SB41

SP4088 楕 円 )7 中世

SP4114 椿 円 046 31 中世 85

SP4259 惰 円 中世 85

SB42

SP4023 不荏形 中世 86

SP4028 円 135 )09 中世 86

SP4039 惰 円 11 煩恵器・中世土 師器 中世 86

SP4049 隅九 053 中世 86

SP4053 円 028 中世 86

SB43

SP4024 楕 円 7 中世 86

SP4070 円 土師器・中世土師器 中世

SP4071 円 047 〕07 中世

SP4210 円 中世

SP4214 円 042 中世 86

SP4222 楕 円 026 中世

SP4233 円 中世 86

SP4236 円 中世 86

SP4266 脩 円 904 〒世

SB44

SP2125 円 )28 中世末～近世

SP2126 円 026 D29 中世末～近世

SP2127 円 中世末～近世

SP2129 円 )3 027 中世末～近世

SP2132 円 中世末～近世 114

SP2141 円 )4 )54 中世末～近世

SP2142 円 中世末～近世

SP2143 円 )35 中世末～近世

SP2144 円 022 D32 中世末～近世

SP2145 円 中世末～近世

SB45

SP5105

C2

脩 円 中世末～近世 123・ 124

SP5110 楕 円 )7 D08 中世末～近世 123・ 124

SP5115 楕 円 中世末～近世 123・ 124

SP5122 円 〕7 中世末～近せ 123・ 124

SP5123 円 905 中世末～近世 123・ 124

SP5225 円 〕37 035 庄 中世末～近世 123・ 124

SP5226 不整形 中世土師器 中世末～近世 123・ 124

SP5250 脩 円 043 須恵器・珠洲・砥石・加工板 中世末～近世 123・ 124

SP5253 楕 円 柱 中世末～近世 123・ 124

SP5254 円 〕85 066 加工材 中世末～近世 123・ 124

SP5255 円 柱 中世末～近世 123・ 124

SP5256 円 )46 柱 中世末～近世 123・ 124 lll

SP5257 脩 円 柱 中世末～近世 123・ 124

SP5258 円 柱 中世末～近世 123・ 124

SP5268 楕 円 中世末～近世 123

SP5269 惰円 )73 039 中世末～近世 123・ 124

SP5270 円 〕58 057 加工材 中世末～近世 123・ 124

SB46 C2

円 )76 075 025 越中瀬戸 中世末～近世 125

方 092 033 漆椀・カロエ板・加工材・柱 中世末～近世 125

SP5265 惰円 035 柱 中世末～近世

SP5266 円 )95 柱 中世末～近世 125

SP5267 円 065 l■ 中世末～近世

SP5271 円 028 中世末～近世

SB47

SP5216

C2

惰 円 039 中世末～近世 125

SP5219 楕円 175 中世末～近世 125

SP5241 不整形 233 036 珠洲・瀬戸・柱 中世末～近世

SP5246 円 )46 珠洲 中世末～近世

SP5454 円 066 加工材 中世末～近世

SP5476 円 008 柱 中世末～近世

SB48

SP5056

2

方 越 中瀬戸・伊万里 ,唐津・漆椀・柱 中世末～近世

SP5214 店円 崖 中世末～近世

SP5215 楕 円 11 066 中世末～近世

SP5218 隋円 珠洲 越 中瀬戸・柱 中世末～近世

SP5241 不整形 233 036 珠洲・瀬戸・柱 中世木～近世

SP5264 円 124 ll 039 中世末～近世
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第 6表 柱穴一覧 (6)

建物番号 遺構番号 地 区 平面形 欝
ω

幅

ｍ

深さ

(m)
出土遺物 時期 挿 図 図版

SB48
SP5455 円 中世末～近世

SP5477 円 中世末～近世

3P5478 隅丸 中世末～近世

SB49

SP5139

C3

円 062 中世末～近世

3P5142 隋円 (■ 32) 中世末～近世 127

SP5338 円 037 中世木～近世 127

3P5344 円 046 024 種子 中世末～近世 127

SP584C 楕 円 1 中世土師器 中世未～近世 127

SP5351 円 )4「D 加工棒 中世末～近世 127

SP5355 円 D29 027 中世末～近世 127

SP5360 不整形 )58 中世土師器 中世末～近世 127

SP5364 円 〕39 中世末～近世

SP5367 方 147 102 007 中世末～近世

SP5382 円 中世末～近世

SP5385 円 032 中世末～近世

SP5411 円 X3 中世末～近世 127

SB50

SP5187

C3

楕 円 009 中世末～近世

SP5203 不整形 )65 中世末～近世

SP5286 脩 円 中世末～近世

SP5331 楕円 中世末～近世

SB51

SP5169

3

円 063 006 中世末～近世 128・ 129

SP5181 円 004 中世末～近世 128'12〔

SP5182 円 中世末～近世

SP5185 楕円 )7 017 中世末～近世

SP5195 円 )5 004 中世末～近世 128。 12(

SP5198 不整形 中世末～近世 128・ 12〔

SP5204 125 中世土師器 中世末～近世 128・ 12(

SP5294 不整形 中世土師器・砥石 中世末～近世 128・ 12〔

SP5316 惰円 022 中世末～近世 128・ 12(

SP5336 惰 円 027 加工棒 中世末～近世 128・ 12〔

SP5479 円 )53 中世末～近世

SP5480 方 1 008 中世末～近世 128'12(

SB磁

SP5023

]

楕 円 )45 中世末～近世

SP5024 楕 円 )55 中世末～近世

SP5025 円 中世末～近世

SP5027 円 )Zυ

SA01

SP3228 〕68 百代

SP3234 不整形 1 古 代

SP3248 円 〕38 )38 古代

SP3249 円 )53 022 古 代 7

SP3259 不整形 (067) (053) 039 古代 7

SP3269 円 (09) )78 032 古 代

SA02

SP3233 円 )35 占代 7

SP3237 円 )7 028 土師器 古 代

SP3241 円 022 古 代

SP3252 円 〕42 古 代

SP3258 円 )55 042 土師器 古 代 7

SA03

SP3106 円 〕68 )56 土師器 古代

SP3111 円 )65 古代

SP3155 惰 円 )53 土師器 古代

SP3157 円 067 古代

SA04

SP3137 不整形 072 D44 土師器 占代 8

SP3276 円 058 053 )29 古代 8

SP3278 円 068 )29 古代 8

SP3345 円 046 古代 8

SA05
SP3069 円 065 055 古代

SP3208 円 057 〕26 古代

SP3335 円 上 帥希 百代

SA06
SP40 円 066 中世

円 )26 中世

SP鬱 円 039 033 中世

SA07

SP1928 円 〕04 中世

SP1983 円 028 026 )07 中世

SP1984 円 中世

SP1985 円 025 025 中世

SA08

SP1749 円 中世

SP1752 円 033 029 11 中世

SP1756 円 0寄 〕ユ 中 世

SP1765 円 中世

SA09
SP1357 円 043 )25 中世

SP1461 円 062 052 中世

SP1519 円 中世

SA10
SP1385 円 中世

SP1387 円 026 中世

第Ⅲ章 遺構・遺物      |
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2遺 構

第 6表 柱穴一覧 (7)

建物番号 遺構番号 地 区 平面形
長 さ

(m)

幅

ｍ
船
ｍ

出土遺物 時期 挿図 図版

SA10

SP1388 楕 円 中世

SP1481 円 〕22 中世

SP1486 円 〕24 中世

SP1504 円 )45 )37 中 世

SP1507 円 )3 中世

SAll

SP1674 円 中世

SP1675 円 〕44 )36 中世

SP1676 円 中世

SP1677 円 )46 中世土師器 中世

SP1678 円 中世

SP1679 円 中世土師器 中世

SP1680 円 032 14 中世

SP1681 円 038 中世

SA12

SP1284 円 036 中世土師器 中世

SP1285 円 039 中世

SP1286 円 (086) 中世

SP1292 円 中 世

SP1293 円 032 026 )09 中世

SP1353 隋円 中世

SA13
SP1262 円 中世土師器 中世 4ユ

SP1263 円 037 x2 中世

SP1264 円 032 11 中世

SA14
SP2929

B4

円 058 土師器・須恵器・中世土師器 中世

SP2930 円 068 055 須恵器・中世土師器 中世

SP2981 円 078 066 土師器 中世

SA15

SP滋21

B4

楕 円 098 中世 77

SP2238 円 045 中世 77

SP2264 円 D42 中世

SP2274 円 中世 77

SA16

SP2283

B4

円 キ世

SP2285 円 中世

SP2287 円 ¨世

SP2289 円 049 〕35 事世

SP229ユ 円 )55 ■世

SA17

3Pl176 B3 円 〕72 )34 事世

SP2180

B4

円 055 )54 事世

SP2189 円 075 )09 中世

SP2198 羽 中世

SA18

SP2074

B4

円 047 中世

SP2083 円 Э37 中世

SP2084 円 )04 中 世

SP2085 司 中世

SA19

SP5106

2

隋円 )2 23・

SP5114 円 (112) )46 中世末～近世 23・

SP5152 円 中世末～近世 23・

SP5448 円 中世末～近世 23・

SA20
SP5280

3

司 中世末～近世 128

SP5334 円 052 005 中世末～近世 128

SP5331 暗円 中世末～近世

第 7表 井戸一覧 (1)

遺構番号 地 区 形式 平面形
長 さ

(m)

幅

ｍ

深さ
(m)

出土遺物 時期 備考 挿図 図版

SEl15 Bl 木 組 円 192 (183) 中世土師器・珠洲・青磁・刀子 中世 >SB09
SE731 B2 石 組 円 22 須恵器 中世 <SD686 27

SE734 B2 石 組 円 (2■ ) 須恵器・中世土師器 。人尾 中世 >SE738 27

SE738 B2 石 組 精 円 (3■ ) 土師器。中世土師器・珠洲。人尾・土錘 中 世 <SE734
SE740 B2 石 組 円 208, 084 中世 27

SE1208 B3 石 組 隅九 】32 228 曲物・中世土師器・土錘 中世 12

SE1256 B3 石組 円 155 中世 8

SE1269 B3 木 組 円 104 367 179 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲・
漆器・ヘラ状木製品・釘

中世 SA07が伴う

SE1304 B3 百組 円 (135) 064 曲物・中世土 師器 珠洲 。人尾・砥石 中世 >SE1305

SE1305 B3 石 組 円 143 063
曲物・中世土師器・珠洲・八尾・砥石
漆器・ざる・箸 中世 くSE1304、 >SE1308 14

SE1308 B3 石 組 不 明 中世 くSE1305
E1686 石組 円 228 中世土師器・珠洲 中 世

SE2090 B4 石 組 円 17 中世土師器・珠洲・人尾・青磁・木蓋 中世 l

SE2348 B4 石組 lR九方 中世土師器・加工板 中世 Ю 21

SE4027 B6 石 組 円 )77 中 世 ,7

SE4097 B6 石 組 186 中世
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第 7表 井戸一覧 (2)

遺構番号 地 区 形式 平面形 酵
ｍ

幅

ｍ

深 さ

(m)
出土遺物 時期 備考 挿 図 図版

SE4113 B6 石組 円 〕63 事世

SE4132 B6 石組 円 302 土師器 ■世

SE4288 百組 ¬ 149 〕73 ■世

SE4351 B6 木 組 (283) )52 土師器 ■世

SE4120 B6 木組 土師器・須恵器・中世土師器 ■世

SE4503 A2 素堀 円 )77 土師器・越 中瀬戸・伊万里 120

SE4547 A2 石組 円 〕96 越 中瀬戸・箸 ■世末～近世

SE5101 石 組 円 )88 板碑・木臼 中世末～近世 130 1

SE5212 百組 円 加工板 中世末～近世 1

3E5213 C 石 組 円 124 曲物 事世末～近世 <SP5477 130 1

SE5217 石組 円 越 中瀬戸・瀬戸・砥石 中世末～近世 >SE5470 1

3E5221 C 石組 円 366 越中瀬戸・瀬戸・伊万里・力E工棒 事世末～近世 >SE5222 51・52

SE5222 石 組 円 )イ世5 越 中瀬戸・瀬戸 中世末～近世 くSP5221

3E5223 石組 円 〕48 木 臼 事世末～近世 くSK5224

SE5244 石 組 円 175 )38 中世土師器・越中瀬戸・種子 中世末～近世 <SD5055

SE5272 石組 円 1 曲物 中世末～近世 <SP5056

3E5301 C 石 組 円 板碑 中世末～近世

3E5414 石組 円 木材 中世末～近世 <SP5360、 5366、 5412

3E5423 C 石 組 円 1も )38 中世末～近世 <SD5205

SE5470 C 石 組 円 中世土師器 中世末～近世 くSE5217

SE5471 C 石組 円 木材 中世末～近世 <SE5472

SE5472 C 石 組 円 木材 中世木～近世 >SE547ユ

第Ⅲ章 遺構・遺物

第 8表 土杭一覧 (1)

遺構番号 地 区 平面形
長さ
(m)

幅

ｍ
膵
ω

出土遺物 時期 挿 図 図版

】K221 B 円 077 077 土師器・須恵器 占代

;K224 B 惰 円 058 008 土師器 古代

;K232 B 隅丸方 (053) 008 土師器・須恵器 占代

;K234 B 円 097 005 土師器・須恵器 古代

】K235 B 楕 円 075 土師器・須恵器 占代

SK256 B 不整形 052 036 土師器・須恵器 古代

;K261 B 精 円 042 土師器・須恵器 古代

SK272 B 精 円 026 土師器 須恵器 古代

SK800 B2 惰円 1 088 古代

SK810 B2 円 122 須恵器 古代

SK815 B2 円 032 032 須恵器 古 代

SK828 B2 不整形 135 018 占代

SK2056 B4 隅 丸 (195) 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲 古 代

SK2070 B4 惰円 205 005 古 代

SK2076 隅 丸 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲・入尾・戊・鉄津 古 代

SK2591 円 古 代

SK3053 円 086 078 土師器・須恵器 古代

SK3055 円 052 須恵器 古 代 12

〕K3072 隅九 土師器 古代

〕K3075 不整形 072 022 古 代 12

SK3080 円 11 11 032 土師器 占代

SK3109 円 055 土師器 古 代

〕K3110 脩円 092 059 土師器 占代

3K3117 楕 円 土師器 '須恵器 き代

3K8140 隅九方 土師器 き代

3K3145 不整形楕 円 5 土師器 古代

3K3163 円 3 土師器 古 代

3K3166 円 4 2 土師器 古代

3K3169 不荏形 8 土師器 古 代

SK3187 隋円 9 古代

3K3253 円 釘 古代 13

SK3260 不整形 (055) )04 古 代 1

SK3261 不整形 (075) )29 土師器・須恵器 古代 13

3K3283 万 土師器・須恵器 占代 7

SK3285 B4 楕 円 )92 )84 古代

SK8326 B4 精 円 〕75 〕52 須恵器 古 代

SK3346 B4 隋 円 )58 須恵器 百代 13 7

K59 Bl 丸 方 249 1 D28 骨 中世

SK707 B2 不整形 (256) 234 中世土師器 中世

SK728 B2 隋円 土師器・須恵器・珠洲 。人尾・青磁・管土錘 中世

SK75〕 B2 不整形 (■71 208 中 世

SK1915 B3 不整形 中世土師器 中世

SK1918 B3 不整形 355 325 中世土師器 中世

SK1924 B3 中世

;K1931 円 15 珠洲 中世
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第 8表 土杭一覧 (2)

遺構番号 地 区 平面形 欝
くｍヶ

幅

ｍ
終
⑪

出土遺物 時期 挿図 図版

SK B3 円 027 中世

SK B3 楕 円 063 中世土 師器 中世

SK B3 楕 円 中世土師器・珠洲 中世 13

SKl104 B3 円
中世土師器・珠洲。人尾・白磁。青磁・土錘・下駄・鉄津・釘・金属製品属製品・木・

種子・骨・叩き石
中世 15

SK B3 不整形 中世土 師器 中世 46

SK B3 楕円 072 中世

SK B3 楕 円 中世土師器 中世 44・ 46

SK B3 円 土師器。中世土師器 中世

SK B3 楕 円 112 中世土師器 中世 107

SK 180 B3 円 057 中世土師器 中世

SK 86 B3 円 053 049 022 中世 土 師器 中世

SK B8 円 035 中世土師器 。人尾 中世

SK B3 円 009 中世土師器 中世

SK B3 楕 円 中世

SK B3 不整形 069 039 土師器 中世 16

SK B8 円 099 055 土師器 中世

SK 220 B3 楕 円 245 017 土師器・中世土師器・珠洲 中世 17

SK B8 円 (211) 中世土師器・珠」ll 中世 守

SK1222 B3 椿 円 中世土師器 中 世 4/

SK B3 楕 円 中世 守

SK B3 楕 円 中世 ク

SK B3 隅丸 098 入 尾 中世

SK B3 円 202 中世土師器 中世

SK B3 楕 円 (115) 中世 土 師器 中世

SK 254 B3 円 062 中世 48

SK B3 円 049 中世土師器 中世 48

SK B3 隅九 212 033 中世土師器 中世 48

SK B3 楕 円 077 029 砥 石 中世 48

SK B3 楕 円 067 (032) 中世 48

SK1282 B3 椿 円 中世土師器 中 世

SK B3 不整形 5 中世土師器・珠洲・瀬戸 中世 49

SK B3 不整形 (895) (215) 中世土師器 中世

SK 1322 B3 円 殊洲| 中世

SK B3 不整形 (202) 中世土 師器 珠洲・青磁 中世

SK 350 B3 不整形 (454) (242) 中世上師器・珠洲・瀬戸 。は石 中世

SK B3 楕 円 2 中世

SK 不整形 17 146 青白磁・刀子 中世 1

SK B3 不整形 2 002 中世土 師器 中世 l

SK B3 不率形 中世土師器 珠洲 中世 1

SK B3 円 156 中世土 師器 中世 l

SK B3 不整形 中世

SK B3 惰円 073 中世土 師器 中世 l

SK B3 不整形 266 中世土師器 中 世

SK B3 不整形 1 (097) 中世

SK B3 不整形 土師器・須恵器 中世土 師器 金属製品 中世

3K1488 不整形 233 025 中世土師器 中世

SK 489 B3 円 中世土 師器 中世

SK 490 B3 (147) 須恵器。中世土師器 珠洲 中世

SK 491 B3 (11) 中世 53

;K 492 B3 楕 円 982 珠洲 ,金属製品 中 世

SK B3 楕 円 158 (075) 中世

SK 495 B3 楕 円 (095) フイゴ羽 日・金属製品 中 世

SK 496 B3 惰 円 (■2) 中世土師器・珠洲 中世

SK B3 惰 円 032 中世土 師器 中 世

K 楕円 (145) 中世土師器 中世

K B3 楕 円 ■71 037 中世土 師器・珠洲・八尾・土師器・刀子 中世

SK B3 格 円 028 中世

K B3 隅九 095 土師器・須恵器・中世土師器

“

世

K B3 円 066 925

“

世 i3

K B3 円 073

“

世

K B3 円 027 中世土師器・珠洲 ■世

K B3 円 062 土師器・中世土師器 青磁

“

世

K B3 円 172 (o91) 中世土師器・珠洲 釘 事世

K (072) 022 中世土師器 ■世

K B3 円 036 028 砥 石 ■世

K 527 B3 楕 円 中世土師器 事世

K B3 円 中世土師器 ■世

K B3 円 038 ■世 54

K 544 円 043 中世土師器 ■世 55

K 円 032 033 中世土師器 ■世 55

K 不整形 107 白磁

“

世

K 547 不整形 107 中世土師器 ■世 55

K [岳苛. 297 037 土師器・中世土師器・釘・炭 辛世
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第 8表 土杭一覧 (3)

第Ⅲ章 遺構・遺物

遺構番号 地区 平面形 欝
ｍ

幅

ｍ
漆
ｍ

出土遺物 時期 挿 図 図版

SK156ユ 円 上師器 。中世土師器

“

世

)K1562 円 (077) 中世土師器 1世

;K1563 ¬ )68 ‡世土師器 H3世

;K B3 ヨ )45 土師器・中世土師器 事世

SK 569 下aFk形 ]24 65 中世土師器・珠洲・瀬戸 中世

SK B3 ヨ )77 )23 中世土師器・珠洲 事世

SK B3 脂円 )77 )38 )27 中世土師器 事世

;K B3 不整形 (048) 中世土師器 中世

K B3 示落形 129 )82 土師器・中世土 師器 中世

K 刊 )54 中世

K 590 不整形 中世土 師器 中世

K 嶋九 152 中世土師器 中世

K B3 168 土師器器 中世 ,7

K 円 中世 ,7

K 隅丸 185 土師器・中世土師器 中 世 ,7

K 円 )32 上師器 中世 ,7

K 620 円 須思器 中世

K 625 鶴丸 127 珠洲・人尾 中世

K 629 円 中世土師器・珠洲・青磁 中世

K 681 )37 中世土師器・珠洲 。人尾 中世

K 635 不整形 土師器。中世土師器・珠洲・入尾・白磁・青磁・釘 中世

K 636 下整形 (■97) 青磁 中世

K 不整形 珠洲・中世土師器 中世 ,7

K 方 中世土師器・珠洲・青磁 中世

640 不整形 203 中世土師器 。人尾 中世

3K1685 示整形 中世土師器 中 世

3K1689 不整形 中世土 師器・珠洲 中世

SK1690 円 中世土 師器 中世

3K1694 隅 丸 〕08 中世土 師器・八尾・石鍋 中世

SK1695 不整形 中世土師器 珠洲・八尾・青磁・刀子・鉄津 中世

3K1698 165 (064) 中世土 師器 中世

700 円 (031) 14 中世土師器 中世 ,0

708 円 中世土師器 中世 ,0

SK1714 円 (175) (095) 土師器・中世土師器 中世 ;7

(■ 76) 土師器 。中世土師器 中世 ,7

SK B3 精 円 〕75 珠 洲 中世 7ヽ

SK 717 B3 143 )45 中世土師器・珠洲 中世

SK 722 B3 円 11 〕96 〕23 土師器・中世土 師器 1世

SK 729 B3 円 )38 )32 中世土師器 ■世

SK1743 B3 不整形 458 (373) D39 中世土師器・珠洲・人尾・釘・金属製 品 ,世

SK1791 B3 円 186 中世土師器 ■世 57

SK1817 B3 不整形 中世土 師器 1世

SK1829 B3 264 珠洲 1世

SK2075 B4 円 中世土 師器 八尾 釘 中世

SK2078 B4 隅丸 須恵器・中世土師器・人尾 ■世 108

,K2081 B4 円 044 ■世 108

)K2109 B4 不整形 土師器 ■世 107

)K2182 B4 晴円 中世土師器 ■世 107

)K2183 B4 不整形 083 ■世 107

)K2187 B4 不整形 金属製品 ■世

)K2236 B4 円 ■7 027 ■世

;K2240 B4 不整形 中世土師器 ■世

;K224ユ B4 不整形 178 中世土師器 ,世

SK2248 B4 楕 円 (186) 山灰 ■世

)K2244 B4 円 1 十師器・炭 ■世

】K2245 B4 不整形 135 012 事世

SK滋守 B4 隅丸 144 束̈ 事世

;K2265 B4 不整形 583 中世土師器 事世

SK2267 B4 不整形 256 (175) 中世

;K2292 B4 楕 円 中世土師器 中世

SK2325 B4 隅丸 228 105 )26 人尾 中世

SK2343 B4 隅 丸 (27) 165 )22 中世土師器 中 世

SK2344 B4 隅丸 (27) 土師器・須恵器・珠洲 中世 106

SK2349 7 上師器・須恵器 。中世土師器・珠謝・入尾 炭 中世 80

SK2448 不整形 )67 中世 106

SK2469 円 173 中世 106

SK2480 楕 円 中世

SK2502 不 ZFk形 中世土師器 珠洲 中世

】K2504 楕 円 中 世

SK2505 隅丸 (287) 須恵器・中世土師器 中世

3K2529 隋円 中世

3K2542 隋円 中世

SK2543 隋円 (275) 土師器・釘・漆器 中世

SK2544 楕 円 土師器 。中世土師器 中世
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2遺 構

第 8表 土杭一覧 (4)

遺構番号 地 区 平面形 欝
でｍ＞

幅

ｍ
終
ｍ

出土遺物 時期 挿 図 図版

;K2545 B4 円 (121) 027 中世

SK2627 B4 円 中世土師器 中世

;K2633 B4 円 殊洲 中世

,K2841 B4 脩円 11 須恵器 中世

;K2922 B4 不整形 255 土師器・須恵器・中世土師器 中世

;K3532 B4S 円 027 中世土 師器 中世

,K4049 B6 隅丸 053 中世

,K4156 B6 精 円 0 0 中世

;K4158 B6 円 (127) 中世 ;7・ 40

;K4200 B6 不整形 198 035 中世

SK42 B6 不整形 169 006 中世

)K4226 B6 不整形 205 038 中世

SK4228 B6 隋円 珠洲 中世

)K4234 B6 隅丸 098 004 中世

;K4235 B6 隋円 127 中世土師器 中世

;K4249 B6 隋円 068 909 中世

)K4254 B6 不整形 (167) (095) 中世

)K4256 B6 円 072 中世土師器 中世

)K4261 B6 皓円 262 304 中 世

;K4262 B6 隅丸 274 209 中世 Ю

;K4263 B6 不整形 (■28) (081) D09 中世

)K4264 B6 不整形 226 034 中世 lCl

)K4265 B6 隅丸 143 904 中世

)K4266 B6 楕 円 11 )04 中世

)K4269 B6 楕 円 〕86 〕07 中世

)K4270 B6 杯整形 1 中世土師器 中世

,K4271 B6 惰円 (155) 〕73 )03 中世

)K4272 B6 脩円 (066) 354 中世

;K4280 B6 不整形 452 )22 中世土師器・珠洲 中世 lll

;K4281 B6 晴円 (123) 中世

)K4286 B6 不整形 194 珠 洲 中世

,K4289 B6 楕 円 227 109 中 世 lCl

)K4301 B6 円 )89 1 中世

)K4302 B6 楕 円 123 中世

;K4303 B6 楕 円 108 )83 中世

;K4804 B6 円 〕79 〕08 中世

;K4332 B6 不整形 〕96 中世

;K4333 B6 不整形 (37) 土 師器・須恵器 中世土師器 中世

,K4339 B6 不荏形 143 115 珠洲・入尾 中世

SK4340 B6 隅 丸 )92 中世

;K4345 B6 円 〕86 中 世

;K4353 B6 楕 円 )55 中世土 師器 中世

,K4361 B6 不整形 ユ 中世

;K4862 B6 隅丸 112 板碑 中世

SK4452 B6 楕 円 172 〕24 中世 92・ 96

SP4219 B6 楕 円 〕66 中世

SP4257 B6 円 中世土 師器 中世

SP4285 B6 楕 円 11 中世

SP4354 B6 円 )26 中世土 師器 中世

SK4014 B6 不整形 123 中 世

SK4015 B6 円 中世

SK4016 B6 円 中世

SK4017 B6 不整形 104 中世

SK4019 B6 不整形 (183) (166) 中世土師器 中世

SK4022 B6 不荘形 〕85 中世

SK4023 B6 不整形 146 l 中世

SK4025 B6 円 中世

SK4028 B6 円 中世

3K4030 B6 楕 円 103 中世

SK4031 B6 不整楕円 中世土師器 中世 91'93

SK4039 円 14 ll 須恵器・中世土師器 中世

SK4040 B6 不整形 115 中世

3K4041 円 土師器 中世

SK4048 B6 円 265 中世土師器・珠洲 中世 19

SK4049 B6 隅 丸 中世

SK4073 B6 円 1 2 中世土師器・珠洲 中世

SK4083 B6 不整形 11] )67 中世

3K4084 B6 楕 円 ■7 〕67 中世

SK4085 B6 隅九 123 土師器 中世土師器 中世

SK4087 B6 円 中 世

SK4088 B6 楕 円 )62 中世

SK4090 隅九 中世

SK4091 隅 丸 104 須恵器'中世土師器 中世 91・ 94

SK4092 不整形 中世 91・ 94
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第Ⅲ章 遺構・遺物

第 8表 土杭一覧 (5)

遺構番号 地区 平面形 欝
ｍ

幅

ｍ
終
くｍ＞

出土遺物 時期 挿図 図版

3K4094 不整形 5 中世

SK4095 円 052 中世 92

3K4096 円 5 中世 94

3K4098 円 中世 94

SK4107 不整形 (182) (077) 中世 フ4

SK4108 下整形 須恵器 中世

SK4124 隅九 275 中世

〕K4126 隅九 009 中世

SK4130 楕円 032 土師器・須恵器。中世土師器・珠洲 中世

SK4134 隅丸 ■世 〕5

SK4135 隅 丸 008 中世

SK4137 楕 円 ■世

SK4138 B6 不整形 117 須恵器 ■世 )2

SK4141 不整形 086 048 ■世

SK4142 隅丸 093 (068) 022 ,世
SK4143 B6 楕 円 173 ■世

SK4144 B6 円 074 033 ■世

SK4149 B6 精 円 036 ■世

SK4233 B6 円 075 075 ■世

SX4058 B6 不整形 9 298 035 土師器・中世土師器・珠洲・人尾

“

世 )3

SX4059 B6 精 円 殊洲・中世土師器・瓦質・人尾 ■世

SX4117 B6 不整形 中世土師器・須恵器・珠洲 ■世

B6 楕 円 ■世 )7

SP4057 B6 惰 円 入尾 事世 ,3

SP4081 B6 楕 円 中世土師器・珠洲 ■世 )3

SP4109 B6 楕 円 ■2 ■世

SP4110 B6 楕 円 088 013 ■世

SP411] B6 楕 円 058 ■世 )4

SP4112 B6 楕 円 人尾 ■世 )4

3P4121 B6 円 006 ■世 〕7

SK4574 A2 中世

SK656 B2 円 中世末～近世 型

SK657 B2 円 17 17 053 土師器・越中14R戸 中世末～近世

SK658 B2 隅丸長方形 土師器・中世土師器・人尾・越 中瀬戸 中世末～近世 44

SK661 B2 方 中世末～近世 44

SK667 B2 不整形 1147 551 056 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲 。人尾・越前 。青磁・越 中瀬戸 中世末～近世 44

3K4505 A2 楕 円 (075) 柱 中世木～近世

SK4518 A2 楕 円 098 住材 中世末～近世

SK4520 A2 楕 円 /1a 中世末～近世

SK4525 A2 方 伊万里 中世末～近世

SK4538 A2 隋円 柱 中世末～近世
SK4545 A2 楕 円 注 中世末～近世

SK4546 A2 不整形 )72 越 中瀬戸・伊万里 中世末～近世
SK4555 A2 隋円 158 D95 種 (モモ) 中世末～近世

SK5026 不整形 467 345 中世土師器・珠洲 '青磁 中世末～近世

SK5041 方 396 (352) 中世土師器・伊万里 中世末～近世

SK5075 円 167 105 中世土師器・越 中瀬戸 中世末～近世 54

3K5092 方 355 268 中世末～近世 54

SK5093 C 楕 円 152 1 中世末～近世

SK5109 C 不整形 453 中世土師器・珠洲・青磁・越 中瀬戸 瀬戸 中世末～近世 54

SK5120 C 不整形 585 〕24 中世土師器・珠洲・越中瀬戸・瀬戸・石臼 中世末～近世 54

SK5124 C 円 144 中世土師器 中世末～近世
SK5134 C 円 225 種子 中世末～近世

3K5148 C 不整形 265 144 中世末～近世

SK5150 C 方 2 中世土師器・瀬戸・暖房具・木箸功日工板・漆他・銭・獣骨 中世木～近世

SK5151 C 不整形 13 中世末～近世

SK5155 C 方 165 〕ユ 中世末～近世

SK5156 C 方 243 珠洲・加工板・加工材 中世末～近世

SK5157 C 不整形 17 中世土師器 中世末～近世

SK5171 C 不苓形 )24 中世末～近世

3K5174 C 円 205 中世末～近世
3K5176 C 方 中世末～近世

SK5206 C 不整形 〕45 中世土 師器・珠洲・越 中瀬戸・唐津・人尾・砥石 種子 暖房具・小柄 キ世末～近世 137

SK5220 C 不整形 (145) 柱 中世末～近世

3K5224 C 不整形 中世土師器 。人尾・瀬戸・五輪火 中世末～近世

3K5234 C 不整形 286 越 中瀬戸 。青磁・漆器 中世 束～ 近 世 1鬱

3K5247 C 方 中世末～近世

SK5278 C 隅九 lユ 中世末～近世
SK5311 C 方 135 1 中世末～近世

SK5366 C 楕 円 柱 中世木～近世
SK5467 C 味洲・越中瀬戸・伊万里・瀬戸・砥石 石臼・加工板・泥人形 中世末～近世
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第 9表 溝・ 自然流路一覧 (1)

遺構番号 地 区 幅(m) 深さ(m) 出土遺物 時期 備考 挿図 図版

うDZ30
'08

須 忌 器 百 代

SD240 117 須 盾 代

3D243 1 6tJ 器 百 代

SD263 B 1 土 師 代

SD284 110-120 百 代 自然流路 4 ZZ
ID2960 )85～22 )21-046 須恵器 盲代 <SK2076・ 2599

うD3195 4 )24 〕08 百 代

SD3196 )37 )09 土師器・須恵器 古代 <SP3313・ SK3189 14・ 20

SD3200 4 )23′-06 〕09 百 代 >SK3329、 くもK3124
SD3206 7～ 10 )09 土師器 盲代 <SD3209。 SK3211

SD3209 )45 〕06 百 代 >SD3206、 くSK3288
弓D3R47 ,0～100 土師器・須恵器・緑釉 陶器・木製品・種子 吉 代 自

3Dl12 )″ 中世

SDll 〕92 密 芦 土師器 珠 磁 中 世

SDl19 ] 中世 土 帥器・lTR戸・言 自磁 甲 世

SD675 2 〕49 中世土 師器・珠洲 中

SD701
'33

上 帥 ・中土 甲 世

SD703 ユ 11 瓦質土器 中世

SD727 2 167 〕34 人 ) 中 世

SD 中土・珠洲 中世 <SK1350 1・ 107

SD 3 〕34 中 卜入 尾・砥 石 中 世 107

SD )55 土師器・須恵器・中世土師器 中世 >SE1208 1・ 107

SD1219 〕25 頁 十 師 チk・rJ 中 世 1・ 107

SD1229 土師器。中世土師器・珠洲。人尾・美濃・瓦質土器・叩きそ 中世 1・ 107

ID1312 11 17 中世 十 師 中 世 <SK1231
SD1401 B 珠 洲 中世 >SD1402・ 1403

]D1402 285) 〕22 中仕 十 師 ・珠 洲 中 <SD1401・ 1452

SD1403 l Z7) ,25 中世 土「 甲 世 くもD1401、 >もD1405
]D1405 中世土師器・珠洲・八尾 中 <SD1403
SD1420 ■7 D37 中 世 1・ 10CJ・ 1ユ

3D1421 )07 中世

SD1422 3 )94 中 中 世

3D1423 B3 中世土師器 中世

SD1589 3 〕07 中 世

3D1709 B3 )軽 土師器・中世土 師器・人尾・青磁 中世 >SKl104・ 1708 1・ 108・ 109

SD1710 3 D45 中 ・珠 洲・人 ) 中 世 1・ 108・ 109

3D1712 B3 4 中世土師器・珠洲 青磁・土 師器 土錘 中世 1・ 109・ 110

3D1824 B3 一醐 中 世 <SK1355
3D1900 B3 土師器 。中世土 師器・珠洲・漆器 金属製 品 中世 >SK1918 34・ 102・ 103

3D1901 B3 十 師 中 <SD1908 〕4・ 102・ 103

SD1902 B3 11 中世 <SD1903 34・ 102・ 103

]D1908 珠 J 磁 率 >SD1900・ 190219041917
SD1912 B3 ll 中世土師器 ギ世 34 103

∃D1921 中

SD1922 ,25 中世

]D2172a

中世土師器・珠洲・瀬戸 青磁・青白磁・越中

瀬戸・伊万里・砥石・釘・種子・人骨・漆器・箸・

加工材・植物遺体・昆虫遺体・土師器・須恵器
中世

自然流路
SD2172a>SD2172b・ c

SD2172b>SD2172c
SD2172c<SD2172a・ b

SD2172a・ b・ c>SD3347

24

3D2172b

SD2172c B4 17

づD3550 )7々ヤ08 中 世

3D2089 B4 )5～09 中世土 師器 中世 <SK2081
SD2119 B4 )8～ 15 中 <SD3550 23

SD2350 B4 中世土 師器・珠洲・瀬戸 青磁 中世

SD2371 B4 土 師 ・跡 70・ 106

SD2532 B4 13～ 23 01～02 中世 <SD2550
SD2550 〕8-10 1～02 中

SD2638 B4 )7-20 03～07 中世 >SD2550・ 2532・ 2926、 SB22
SD2704 Bz 〕8-22 つ2-04 中 十 <SB28・ 32

SD2850 B4 12-35 01～02 中 世

SD2853 B′ 彦0-32 1～02 中 仕

SD2926 B4 〕5-16 022 中 世 くSD2638
SD2948 Bz 7-2A 1～02 中 世 >SD2A5R 106

SD4215 B6 〕36 上 師 生土 帥器 中 >SD4217、 SK4362 97

SD4217 317 涌 戸 中 世 <SD421ら

SD4012 B6 〕35 中 <SD4020 97

3D4013 207 中世土師器・珠洲 中世 <SK4022、 >SD4020 97

3D4020 〕64 <SD4018、 >SD4012
SD4066 〕RR Эl 土師器 中世 <SK4048 97

SD4080 B6 132 ・中世 土 師 磁 >SD4098
3D4093 須恵器・中世土師器・珠洲 中世 <SD4080・ 41034106
Sり4103 B6 355 >SD4106
3D4106 中世 <SD4103
SD4116 B6 155 011 rttL

]D4147 )65 005 中世土師器 珠洲 中世

SD4152 B6 D57 <SD4080

SD4501 A2 須恵器・中世土師器・珠洲・八尾・越前・瀬戸・越
瀬・バンドコ・砥石・五輪塔・漆器・桶。曲物 中世 <SX4502

112・

SD4568 A2 058
中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・越瀬・砥石・石臼・
漆器・桶 板 昆虫 (トビケラ)

中世
くSK4554～ 4556、 SX4562・
1568

112・

SD4601 A2 中世土師器・銭・骨 (と 卜)炭化物 (イネ・サンショウ) 中世 <SX4615、 >SX4616・ 4617 9899 112
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第Ⅲ章 遺構・遺物

第 9表 溝・ 自然流路一覧 (2)

遺構番号 地 区 幅 (m) 深さ(m) 出土還物 時期 備考 挿図 図版

Dヽ4606 A2 093 <SD4568、 >SD4607
SD4607 A2 048 中世 <SD4606 2

3D4608 A2

4609 A2 144
jD555 BZ 甲世 土 H市器

3D570 B2 028 と末～遊迎

】D599 B2 058 骨 中世木～近寸

SD645 B2 と茉～近旭

3D646 B2 中世土師器・珠洲 中世末～近世

SD648 B2 中世土師器 11

SD67ユ B2 中世土 師器 中世末～近世

D672 B2 076 012 須 思 希・甲 世 上 H甲希・堺 洲・伊 力 呈・ね 製 品 ～近世 11

SD673 B2 中性 十 肺器・扶 洲 中世末～近世

D1027 B3 011 中世土師 堺 捌

SD1040 B3 中世 土 帥宅・禁 洲・八屋・涌 百 中世末～近世

D1041 B3 中世土 師

,D1042 B3 中世 土 師宅 IIH丈 汗 汁

D1043 B3 004 中世土師器

,D1050 B3 甲 世 工 H甲喬・赤 捌 ツ 尾ヽ

D1067 B3 (085) 023 中世土師器・珠洲。人尾 中世末～

,D1068 B3

,D2001 B4 052 中世木～近世 >SD2002
D2002 B4 土 師器・中世 土 師器・珠 洲 <SD2001
;D2008 B4 078 土師器・須恵器 。中世土師器 中世末～近世

;D2032 B2 中世 束 ～近 世

,D4099 B6 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲・人尾・瀬戸 中世末～近世 <SD4100
;D4100 B6 >SD4099 11

,D4573 A2 021   1唐津・底板 中世末～近世 121・ 144

;D4577 A2 珠洲 帳 板

,D5003 珠ひ‖ 中世末～近世 138・ 143

;D5004 C 009 中世土師器 138・ 143

,D5005 138・ 143

,D5007 C 138・ 143

,D5013 中世 土 R巾器 138・ 143

,D5014 C 058 中世末～

,D5015 138・ 143

;D5016 C 037 殊洲 中世末～近世 <SD5017 138・ 143

;D5017 珠 ijl l >SD5016 138'143

'D5018
C 中世末～近世 138

;D5019 011 138

;D5020 C 中世末～近世 138

D5021 中世 i師 器 中世 束 ～近 世 138

,D5028 006 中世末～近世

;D5031 中世 束 ～近 世

,D5035 006 中世末～近世

∫D50も 043 中世 束 ～近 世

,D5049 >SD5060・ 5205

,D5050 103 中世土 師器 越 中瀬戸 中世 束 ～近 世 >SD5055
,D5051 943 004
)D5052 C 055 越中瀬戸 瀬戸 中世 束 ～近 世

)D5055 >も D5052・ 5彦07 13υ

)D5060 C 羽 口

)D5064 028 ギ世禾～近世 >もD5065 13υ

)D5065 C 157 中世土師器・珠洲・入尾・瀬戸・越 中瀬戸 中世末～近

,D5067 923 008
)D5070 C 059 005 中世末～近世

,D5126 045 瀬 戸 美 濃 138・ 144

,D5205 C 中世土師器 珠洲・瀬戸・越中瀬戸 唐津・伊万里・

石臼・石鉢・バンドコ・種子
中世末～近世

>SD5060、 SK5079・ 5206、

SX5252
,D5207 C 082 023 中世土師器 中世末～近世

;D5302 中世 土 IIRl器・姿 器 箸 バンドコ 中世 束 ～近 世

;D5357 C 11～ 人骨 中世末～近世 SX5469の 上部 型

;D5358 青 al喫花 瓶・人省 中世 束 ～近 世 SX5469の 上部 44

,D5373 054～ 瀬戸 (花瓶 ) 中世末～ 世 44

第10表 墓境一覧

遺構番号 地 区 種類 平面形 欝
ｍ

幅

ｍ
終
ｍ

出土遺物 時期 挿図 図版

SZ1683 十婚 豪 隋 円 皆 中世 上 層

SZ1684 土壊 基 07ユ 中世上層 8

]X4615 A2 土壊墓 隋円 中 世

SX4616 A2 上漿 曇 隔 円 旨片 中 世

,X4617 AZ 土 張 暴 隋 円 15 ・序骨 (髪 gj具 〕 中 世

SX662 A2 土残 墓 蟹 形 人

3X4563 A2 土媛墓 隋円 094 人骨 中世 末～近 世
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3 遺 物

3 遺物

今回の調査では古代・中世の遺物が多 く出上している。古代の遺物は8世紀から10世紀代のものが

主体で、 7世紀以前に胡るものはほとんどない。次いで13世紀以降中世を通じて遺物が出土する。そ

の後近世に入ると出土遺物量そのものは減少していく。出土遺物では土器 。陶磁器類が多く、次いで

木製品、石製品、金属製品など各種がある。このため記述は遺物の種別ごとにおこなう。土器 。陶磁

器は記述の便を図るため、古代と中 。近世に章を分ける。個々の遺物の記述は、遺構出土と包含層出

土にわけ、さらに各地区毎、遺構毎におこなう。

A 土器 ・陶磁器 (第 145図 ～第172図 )

《古代》

出土遺物は須恵器、土師器が大半を占める。これ以外には少量の緑釉陶器、土錘などがみられる。

須恵器では杯類がもっとも多 くみられる。杯・皿については、無高台のものを杯A・ 皿A、 有高台の

ものを杯B・ 皿Bと する。土師器については、奈良時代は煮炊器が主体 となるが、平安時代以降にな

ると供膳形態のものが増加する。分類名称は須恵器杯・皿に準拠する。赤彩土師器や黒色土器は記述

のなかで言及し、実測図ではスクリーン・ トーンなどで特に表示 していない。

①Bl地区 (第 145図 1～ 66)

く柱穴・土坑〉

S P301(第 145図 5):須恵器有高台の杯Bで、直線的に外傾する体部に、断面が扁平な角状を呈

する貼 り付け高台が付 く。口径 11.3cm、 器高3.95cm。 色調は灰色を呈す。底部外面の高台内側に2文

字の墨書がみえるが、字の内容は判読できない。

S K206(第 145図 1,2):1は 須恵器杯の破片である。復元口径は15,7cm、 やや焼成が悪 く、色

調は灰白色を呈する。 2は須恵器長頸壼の頸部破片で、外面に2条の沈線が巡る。

S K 224(第 145図13):土師器奏ないし鉢の口縁部小破片で、断面の形状は内側に折 り返 した卵状

を呈する。内面に一部カキロ状の調整痕が残る。

S K227(第 146図 88):赤彩土師器杯Aの 口縁部破片と考えられる。復元回径12cmを 測る。

S K229(第 145図 3):須恵器高台付底部の破片で、盗器模倣の椀の器種である。底部には足の高

い断面長方形の高台が貝占り付けされる。底部切 り離 しはナデ調整のため不明。色調は灰色を呈す。

S K256(第 145図 4):須恵器蓋の破片で、天丼部は丸味を持ち、口縁端部は折 り曲げず、九 く肥

厚させている。復元口径15cm、 色調は灰色を呈す。

(溝 〉

S D 230(第 145図 6):須恵器蓋の破片で、天丼部は九味を持ち、口縁端部は下方に直接折 り曲げ

ず、屈曲させている。復元口径11.4cm、 色調は灰白色を呈す。

S D 231(第 145図 7):須恵器杯の体部破片で、杯Bと 考えられる。復元口径12cm。 灰色を呈す。

S D240(第 145図 8,9):8は 須恵器杯Aで、平坦で径の大 きな底部から体部が外傾 して短 くの

びる。口径13.8cm、 器高2.8cmの 法量。底部はヘラ切 り未調整。灰色の色調を呈す。 9は須恵器壼の口

縁部破片で、外傾する短い頸部の先端を鋭 く横方向につまみだしている。復元口径20cm。 青灰色を呈

す。

S D252(第 145図 14～ 31):14～ 18は土師器である。14、 15は共に盗器模倣の有高台皿Bで、15は

赤彩土師器である。体部は共に浅い角度で外方へ直線的に開く。断面が「ハJの字状に開く足高高台

2,イ



第Ⅲ章 遺構・遺物

を有す。法量は14が口径12cm、 15が口径13.5cm、 器高2.8cm。 16、 17は平底の底部から体部が内湾 しな

がら開く形態で、17の底部には糸切 り痕跡が残る。法量は16が口径12cm、 17が口径12.5cm、 器高4.5cm

である。18は有高台椀の底部破片である。外底面に回転糸切 りの痕跡が残る。19は京都系緑釉陶器の

破片である。切 り高台の平底の底部に、軽 く外反する体部 。口縁部を有す。軟質の素地に淡黄緑色釉

が施釉される。いわゆる京都港北産のものである。20～ 31は 須恵器である。20、 21は 須恵器蓋で、扁

平な天丼部を有 し、回縁端部は内側に巻き込み肥厚させる。21は 無紐で、天丼部外面には回転ヘラ切

りの痕跡が残る。22～ 24は いずれも無高台の須恵器杯A。 平坦な底部に斜外方へ直線的に開く体部を

有す。22は底部外面に回転ヘラ切り痕が残る。23は底部回転糸切りで、外底面には墨書の痕跡がみら

れる。24は 体部が短く浅い器形となっている。法量は22が日径12cm、 器高3,3cm、 23が口径13.6cm、 器

高2.5cm、 24が口径14cm、 器高2 4cmで ある。25～31はいずれも須恵器杯Bで、体部は逆「ハ」字状に

開く。法量は口径1lcm、 器高4.5cm前 後のやや小振 りなものと、口径14～ 15cm、 器高8～ 9cmのやや大

振りのものの二種がある。

S D284(第 145図 10～ 12):10、 ■は須恵器蓋である。10は天丼部と口縁部との境がなく扁平であ

る。口縁端部は下方に短く折り曲げ、天丼部中央には宝珠状つまみが付 く。口径15.6cm、 器高2.3cmを

測る。11は無紐の蓋で、九味のある天丼部に、端部を内側に折り曲げ月巴厚させた口縁部が付 く。口径

12.4cm、 器高1.6cmの 法量を有す。12は底部糸切りの上師器杯Aである。平坦な底部から体部がやや内

湾気味に大きく開く。口径12,4cm、 器高 4 cmの 法量を有す。

(包含層出土遺物〉(第 145図 32～ 41・ 43～ 66)

包含層出土遺物には須恵器、土師器、土錘がある。32～ 41、 43は須恵器蓋である。32は 平坦な天丼

部の三分の一が回転ヘラ削りされる。33～ 40は 形態・法量とも類似する蓋で、九味を帯びた天丼部に、

端部を内側に巻き込み肥厚させる口縁部を有する。33の み天丼部を3分の一程回転ヘラ削りする。39

は宝珠状つまみを有さない無紐の型式。法量は口径12～ 14cmに おさまる。41は 大振りの蓋で、天丼部

と口縁部の境界に稜を有する。復元口径16cmを 測る。43は九味のある天丼部に宝珠状つまみを有す。

口縁端部は下方に短く折り曲げる。口径12.4cm、 器高3.4cm。 44～ 49は須恵器杯Aで、底端部が九味を

もって緩やかに屈曲するもの (44、 45)と 、平坦な底部から体部が強く屈曲して斜外方へ直線的に開

くもの (46～49)がある。法量は44、 45が口径12～ 13cm、 46～ 48が口径10～ 1lcm、 器高2.5～ 3.5cm、

49が口径13cm、 器高3.2cm。 50は 壷の底部で、底部には外方に大きく「ハ」字状に開く貼 り付け高台

を有す。体部の外面下半は横方向に回転ヘラ削りされる。51～ 56は 須恵器杯Bで、平坦な底部から体

部が屈曲して外傾する。高台は底端部の内側に貼 り付けられるものが多く、断面の形状は角状である。

なお51は 、体部の外面にヘラで「×」と刻むヘラ記号を有する。法量は52が口径10cm、 器高3.2cm、

53が 口径■cm、 器高4.lcmを測る。57は 短頸董の蓋の破片である。天丼部は平坦で、口縁部は直角に

下方に屈曲させ、端部を短く外反させる。58、 59は 盗器模倣の須恵器皿Bで、扁平な皿部に高さのあ

る「ハ」字状の高台が只占り付けされる。法量は59が口径13.2cm、 器高3.6cmを 測る。60～ 63は 土師器で

ある。60、 61は 底部平底の上師器杯A。 60は 赤彩土師器で、底部は静止糸切りされる。61は 体部が内

湾気味に大きく開き、底部には回転糸切り痕が残る。口径■.lcm、 器高3.9cmの 法量を有す。62、 63は

長胴奏の口縁部破片で、62は 口縁端部を内側に折り込む。63は 端部を短く折り曲げ内傾気味におさめ

る。64～ 66は 土師質の土錘である。胎土、焼成、色調など土師器甕類と共通する。641よ 小型で葉巻状

の形態を有す。径1 25cm、 長さ 5 cm、 内径0。 3cmで、先端を欠失する。65、 66は樽型の形態で、このう

ち完存する66は径4.lcm、 長さ6.3cm、 内径1.2cm、 重さ89.4gを 測る。

2_9j



3遺 物

② B2地区 (第 146図 67～ 87・ 89～ 118)

く竪穴建物〉

S101(第 146図 67～ 78):67～ 75は 須恵器である。67は蓋の口縁部破片で、端部が面を持って接

地する。大型の蓋で、復元口径20cmを 数える。72は 蓋の宝珠状つまみである。68～ 70、 73は 杯Aで、

平坦な底部から体部が屈曲し、斜外方に浅く開く。68、 70に は底部ヘラ切りの痕跡が残る。法量は、

口径12～ 13cm、 器高 3～ 4 cmを 測る。73は 外底面に「九」と墨書される。71、 74は杯Bで、71の底部

には扁平な角高台が付 く。口径12cna、 器高4 1cm。 75は 皿で、ほぼ蓋をひっくり返した形態だが、底

部が平坦で、端部を面取りしておさめている。底部外面に回転ヘラ切り痕が残る。口径12.8cm、 器高

3.7cm。 76～ 78は 土師器の奏である。76、 77は 土師器の長胴甕の回縁部の破片で、端部を短く内側に

折り曲げる。78は体部下半の破片で、底部は九底、外面には叩き目の痕跡が残る。

(井戸〉

S E731(第 146図 87):87は須恵器杯Bの破片である。高台は断面が角状を呈する。

S E738(第 146図86、 93):86は 土師器奏・鍋の口縁部破片である。口縁端部は内側に折り返して

肥厚させる。93は土錘で、土師質の焼成。樽型の形態で、径3.6cn4、 長さ5.8cn4、 内径1.5cmを 測る。

く土坑〉

S K728(第 146図90。 91・ 94～ 96):90は 須恵器蓋の破片で、口縁端部は短く下方に折り曲げてい

る。91は須恵器杯Bの体部破片と考えられる。94～ 96は土師質の土錘で、いずれも樽型の形態を有す。

径3.6～ 4.4cm、 長さ5,8～ 6.4cm、 内径1.3～ 1 6cm、 重さ87～ 106gを 測る。

S K753(第 146図 89):須恵器高台付杯Bの底部破片で、扁平で低い高台が貼 り付けされている。

S K810(第 146図92):須恵器杯Bの破片で、底端部の屈曲が明瞭でなく、体部は内湾気味に斜外

方へのびている。高台は断面角状のものが貝占り付けされる。

く溝〉

S D595(第 146図79):須恵器蓋の回縁部破片で、高さのある天丼部から端部を短く下方に屈曲さ

せる。

S D686(第 146図80～ 82):80、 81は 須恵器蓋である。80は 平坦な天丼部に、口縁端部を内側に九

める口縁部を有する。81は天丼都中央に宝珠】犬つまみを有す。口縁端部の下方への屈曲はわずかで、

端面が切 り立つ。口径15.5cm、 器高2.6cmの 法量を有す。82は 土師器杯Aの体部破片 と考えられる。

S D717(第 146図83):須恵器壼の口縁部破片。端部を内側に軽 く短 く屈曲させる。復元口径17.6

cmを 測る。

S D729(第 146図 84・ 85):と もに土師器杯Aと 考えられるが、84は 体部が内湾気味に、85は 直線

的に斜外方にのびる。85の底部外面には回転糸切 り痕が残る。口径13 4cm、 器高3 4cmの 法量。

(包含層出土遺物 〉 (第 146図 97～ 118)

包含層出土遺物には土師器、須恵器、土錘、製塩土器がある。97～ 104は 須恵器である。97～ 99は

須恵器蓋で、天丼部が九味を有 し、端部が内側に丸め込まれるもの (97、 98)と 、天丼部が平坦で、

体部がそこから屈曲して稜をなすもの (99)がある。100、 101は 須恵器杯Aで、底端の屈曲が九味を

帯びるもの (100)と 、強 く屈曲するもの (101)がある。ともに底部外面には回転ヘラ切 り痕が残る。

法量は口径12cm代、器高3.5cm前後。102は須恵器杯B、 103も 同様 と考えられる。このうち102は 盗器

の影響を受けた折哀型式である。104は須恵器円面硯の破片である。脚部は緩やかな裾広が りで、接

地面の端部は外反させる。四方透かしを有するが、穿孔部分の窓は円形ではなく、隅丸の大角形とな
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る。器壁は薄 く精良な胎土を用い、焼成 も堅緻である。105～ 107は 土師器杯Aで、107のみ赤彩土師

器となる。105、 106は いずれも回転糸切 り痕が残る。法量は105が口径12.5cm、 器高3,4cm、 106が口径

13.2cm、 器高4 2cmで ある。108、 109は 製塩土器の尖底部である。荒い胎上に手ず くねの成形痕が顕考

に残る。110、 111は 土師質の上錘。共に樽型の形態だが法量が異なる。■0は径3.8cm、 長さ6.8cm、 内

径 1.4cm、 111は径2.2cm、 長さ3,7cn4、 内径0,4cm、 重量15.8gを 測る。112～ 118は 法量の大小はあるが、

いずれも土師器の奏ないしは鋼である。鋼は115、 116、 118、 甕は117で ある。日縁端部は、内側に折

り曲げ月巴厚させるもの (112、 115)、 受け口状に端部が屈曲内傾するもの (113)、 短く上方に折り曲

げるもの (114)、 端部が「S」 字状を呈するもの (116～ 118)がある。

③ B3地 区 (第 147図 119～ 160)

く井戸 〉

S E1269(第 147図 119～ 125):119～ 122は 須恵器である。119は 蓋で、低い扁平な天丼部に、端部

を短 く下方に屈曲させた口縁部が付 く。120、 121は須恵器杯Bの器形と考えられる。122は須恵器壼

の体部破片で、肩部に断面角状の突帯が巡る。123～ 125は 土師器。123、 124は 口縁部と肩部の境界が

あまり明瞭でなく、これに短 く軽 く外反する口縁部が付 く。123は外面に、124は 内外面にハケメ調整

が残る。1251よ 「く」の字に屈曲する口縁部を有する大型の甕である。

S E1305(第 147図 128):128は 須恵器蓋の口縁部破片で、端部は短 く下方に屈曲させている。

(柱穴 。上坑 〉

S Pl143(第 147図 127):127は 須恵器蓋の破片で、扁平な天丼部の中央に宝珠状つまみを有する。

天丼部外面は回転ヘラ削 りされている。

S K1614(第 147図 126):126は 土師器の長胴奏で、国縁端部は内側に折 り返 し肥厚させている。

S K1635(第 147図 129):129は 須恵器蓋で、扁平で丸味を帯びる天丼部に、やはり扁平な宝珠状

つまみが付 く。口縁端部は短 く下方に屈曲させる。天丼部の 3分の 2程を回転ヘラ削 りしている。

S K1220(第 147図 131):131は 須恵器杯B。 平坦な底部から体部が屈曲し、斜外方へ直線的にの

びる。高台は底端部やや内側に貼 り付けされる。口径14cm、 器高 4 cmを 測る。

S Kl154(第 147図 132):須恵器双耳壼の耳部の破片である。耳の中央には円子しをあける。耳部自

体は突帯に引っかけるように上から貼 り付けされている。

S K1638(第 147図 133):133は 須恵器蓋の口縁部破片である。九味をもった天丼部から回縁部が

軽 く屈曲外反 しながら下方に開く。復元口径11.3cmを 数える。

S K1564(第 147図 134):134は 製塩土器の尖底部で、胎土は荒 く色調は橙色を呈す。

S K1573(第 147図 135)11351ま 須恵器蓋の回縁部破片で、内面にわずかだが墨書の痕跡が残る。

(包含層出土遺物 〉 (第 147図 130,136～ 160)

包含層出土遺物には須恵器、土師器、土錘がある。130、 136～ 154、 156、 1571ま 須恵器である。186

～141は 蓋で、天丼部中央に宝珠状つまみを有する。136は 口縁内端に短いカエリを有 し、今回の調査

地では唯-7世紀に湖る型式である。138～ 141は 、いずれも回縁端部を短 く下方に屈曲させる。141

のみ天丼部全体を回転ヘラ削 りする。法量は回径14～ 16cm、 器高1.7～ 2.7cm前後。142～ 146は 須恵器

杯A。 平坦な底部から体部が屈曲、直線的に外傾するものが多い。概ね口径12～ 14cm、 器高 3～ 3.5cIIl

の法量におさまる。130、 147～ 152は須恵器杯Bである。1301よ 須恵器の口縁部破片で、須恵器杯Bの

器形 と考えられる。147は 径の大 きな底部から体部が屈曲して外傾 して開く。高台は扁平で低いもの

が付 く。口径 13.8cm、 器高3.4cmの法量。外底面の中央付近に墨書がみられるが、判読できない。148
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～150は形態は類似するが、法量がやや小振 りである。149が口径1lcm、 器高3.7cm、 150が口径■.4cm、

器高32c14と なる。151、 152は 口径に比べ器高が増 している。口径12cmに 対 し、器高は4.3～4.5cmと な

る。153、 154、 156は 須恵器の壺の口縁部破片である。頚部から口縁部が外傾気味に立ち上が り、口

縁部の端面は水平となる。154は体部外面に叩き目が、内面に当具痕が残る。156は 口縁端部の破片で、

体部外面の直下に幅の狭い突帯の痕跡が残る。157は 須恵器短頸壼の口縁部破片である。158～ 160は

土師器で、158が小型甕で回縁端部を内側に巻き込む。159は 「 く」字状に開く口縁部を有 し、内外面

にカキロの痕跡が残る。160は 鍋で、半球形の体部に「く」の字に外反する短い口縁部が付 く。体部

上半の内外にカキロが、下半に刷毛の痕跡が残る。155は 土師質の土錘で、樽型の形態を有す。径 4

cm、 長さ6cm、 内径 1.5cm、 重量75,7gを 測る。

④ B4地区 (第 148図 161～ 第156図 509)

(竪穴建物〉

S102(第 148図 163～ 165):163は須恵器杯Aで、底部は回転ヘラ切り痕が残る。回径11.2cm、 器

高 3 cm。 164は土師器甕で、日縁部は直立気味に立ち上がる。165は須恵器長頸壼の体部破片で、体部

中位の屈曲部やや上方に一条、体部下半に二条の沈線を巡らす。

S103(第 148図 166～ 176):166～ 169は 須恵器である。166は 蓋で、九味を帯びる天丼部に、端部

を短く下方に屈曲させる口縁部が付 く。天丼部には扁平な宝珠状つまみが付 く。口径13.8cm、 器高32

cmの法量を測る。167は杯Aで、平坦な底部に外傾して直線的にのびる体部を有す。口径11.5cm、 器高

3.2cm。 168、 169は杯Bで、167と 同型の杯Aの底端やや内側に扁平な角高台を貼 り付けする。法量は口

径11.5cm前後、器高4 5cm前後。170～ 175は土師器である。170、 171は杯の回縁部小破片。172、 173は

同型式の小型奏で、半球形の体部の端部を直接口縁部にしたような形態である。体部の内外面にはハ

ケ調整の痕跡が残る。174は 口縁部が短い受け口状を呈する中型の甕。175は 回縁部が「く」字状に外

反するもので、現状で長胴甕か鍋か判別できない。体部の外面にはカキロが残る。176は土師質の土

錘で、寸胴型の形態。径3.2cm、 長さ4,9cm、 内径1.3cm、 重さ42.8gを 測る。

S104(第 148図 161,162):161は 須恵器蓋の口縁部破片で、端部は短く下方に折り曲げている。

162は須恵器杯Aで、浅く外方に開く体部を有す。

S105(第 148図 177・ 178。 180～ 182):177、 178、 1801ま 土師器煮炊器である。177、 178は 長胴甕

で、体部外面の上半はカキロ、下半はヘラ削り、内面にはハケ調整が残る。178の 口縁部は軽 く内湾

する「く」の字状である。180は 鍋で、「く」の字状口縁を有する。成形・調整は長甕と同様である。

181、 182は須恵器蓋で、天丼部に宝珠状つまみを有し、口縁端部は下方に短く折り曲げている。

S106(第 149図 179)土師器の鍋で、体部と口縁部との境界が明確でなく、端部は外反させておさ

める。

S107(第 149図 185～ 195):185は須恵器蓋で、天丼部には宝珠状つまみが付 くが、日縁端部は単

に面取 りしておさめる。口径13.4cm、 器高2.9cm。 186は須恵器杯Aで、平坦な底部に短 く外反する口

縁部を有する。口径 12c14、 器高2.7cm。 187は 須恵器杯Bで ある。底端部の内側に扁平な角高台が付 く。

口径 12.6cm、 器高3,3cm。 190は 須恵器鉢で、バケツ状の体部の外面中位に二条の沈線が施される。底

端部は回転ヘラ削 りされる。188、 189、 191、 192は 土師器甕の口縁部である。188、 189は 口縁端部が

受け口状を呈す。191、 1921よ 「く」の字状の回縁部となる。193、 194は土師器甕の底部で、いずれも

丸底である。195は土師器鍋で、「く」の字状の口縁部に浅い丸底の体部が付 く。

S103(第 148図 183・ 184):共 に須恵器杯Aで、平坦な底部から体部が屈曲して短 くタト傾する。
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S109(第 149図 196～ 206):1961ま 須恵器蓋で、口縁端部は断面が三角状 となる。197は須恵器杯A、

198は 須恵器杯Bである。199～ 206は土師器。199は 丸底の底部、200、 201は緩やかに外反する口縁部

を有する小型奏である。202は 「く」の字状口縁に、九底の体部を有するが、それほどの長胴 とはな

っていない。口径23 2cm、 現存高28cmを 数える。体部の内外にハケ調整がみられる。203も 同タイプ

の甕。204～ 206は長胴甕で、「く」の字状口縁に胴長九底の体部を有する。

(溝 〉

S D2172(第 150図207～ 249):207～ 232、 247、 248は須恵器である。207～ 2131ま蓋で、笠型の天

井部に宝珠状つまみを有する。口縁端部は208～ 210が下方に短 く折 り曲げる。他は肥厚させたり端面

を面取 りしたりしている。2121よ体部内面に「両」ないしは「国内」 と、また213は「舟Jと 墨書され

る。214～ 219、 225、 227は杯Aで、lllね 平底の底部から体部が斜外方に開く形態である。底部切 り離

しに糸切 りのものはみられない。220は杯Aであるが、法量が大振 りで、回縁端部 も軽 く内傾する形

態である。内外面に顕著に自然釉が付着 してお り、製品というより焼き台に転用されたような特異な

概観を呈 している。225、 227は墨書土器で、225は底部外面に「舟」、2271よ 「舟生」 と墨書されてい

る。221～ 224、 226は杯Bである。外傾 して逆「ハ」字状に開 く体部、底端やや内側に貼 り付けされ

る角状の高台を有する。226の底部外面にはヘラで刻んだヘラ記号がみられる。228は 短顎壷の蓋で、

天丼部中央に宝珠状つまみを有 し、天丼部外面は回転ヘラ削 りされる。229は須恵器壼の口縁部破片

である。230は ミニチュアの短顕重の蓋である。231、 232は須恵器甕の回縁部破片。246は壼の体部破

片で、下半は回転ヘラ削 りされる。247、 248は須恵器重の体部下半の破片。平底底部に寸胴状の体部

を有する。外面ないしは内外面を手持ちヘラ削 りしている。233～235は 姿器模倣の皿Bでほぼ同一形

態だが、233が土師器、234、 235は須恵器となる。浅 く開く体部に、「ハ」字状の足高高台が付 く。底

部切 り離 しは土師器は回転糸切 り、須恵器は回転ヘラ切 りである。236～ 239、 242は土師器の奏。237、

238は 口縁端部を内側に肥厚させる。239、 242は 口縁端部が受け口状を呈す。243は製塩土器の尖底部

である。244、 2451よ土師質の土錘である。244は小型で径 1 4cm、 長さ3,7cm、 内径0.3cm、 重量6.4g、

245は径2.8cm、 長さ4.9cm、 内径1.3cmを 測る。249は 「く」字状の口縁を有する土師器鍋で、端部は短

く上方につまみあげている。

S D 3347(第 151図 250～ 267・ 269～第152図 325、 第154図460):250～ 255は須恵器蓋で、破片資料

以外ではいずれも天丼部中央に宝珠状つまみを有す。口縁端部は短 く下方に折 り曲げるもの (250、

252、 253)と 、内端を肥厚させるもの (251、 254)がある。250、 252については天丼部の外面を三分

の一程回転ヘラ削 りしている。また254は天丼部外面に「舟」 と墨書される。255も 同様に天丼部外面

に墨書がみられる。256～ 267、 269～284は須恵器杯Aである。概ね平坦な底部から体部が緩やかに屈

曲し、体部が短 く外傾するものが過半を占める。法量 も口径12～ 13cm、 器高2.5～ 3.5cm前後におさま

る。外底面はナデ消 しが施されない場合は、全て回転ヘラ切 りの痕跡が残る。269、 283、 284は墨書

土器で、全て底部外面に墨書される。269は 「舟□」、283は 「稲□ (束 力 ?)」 、284は 「□主」 と判読

できる。285～ 311、 460は須恵器杯Bで、285～ 294については杯Aの器形の底部に、外方へ踏ん張る貼

り付け高台を有す。回径13～ 14cm、 器高3.5～4.5cmと 、杯Aに比べわずかに法量の数値が大 きくなる。

295～311は 同じ杯Bだが、底端の屈曲が強 く稜を持つものがみられ、同時に体部の立ち上が りも異な

る。295、 296、 309～ 311は体部が直線的に立ち上がる。297～299は体部が斜外方に直線的に開く器形

である。300～308は体部が内湾気味に立ち上が り、さらに口縁端部のみ短 く外反させるものがみられ

る (303、 306、 308)。 法量はばらつきがあり、大型の311で は口径17.3cm、 器高7.lcmを 測る。底部切
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り離 しは、痕跡の残 るものではいずれ も回転ヘラ切 りである。297に ついては、体部外側面 に墨書が

み られるが、判読はで きない。312、 313は土師器杯Aで、底部は回転糸切 りされる。314は土師器皿B

の口縁部破片 と考えられる。315は 黒色土器A類の杯Aである。316、 3171よ 土師器甕の口縁部破片で、

316が 「く」の字状に、317が内側に肥厚させる形態である。318～320は須恵器短顎壺で、球状の体部

に短 く直立する口縁部を有す。318、 320は体部外面がカキロ調整される。323～325は須恵器長顎重で

ある、体部上半が強 く屈曲して稜を持ち、稜端付近に一条の沈線を施す。底部には外方へ大きく「ハ」

の字に開く貼 り付け高台を有す。325は、体部下半を回転ヘラ削 りする。321、 322は緑釉陶器である。

器形は底部が平坦な切 り高台で、体部は内湾 しながら大きく開き、口縁端部をわずかに外反 しておさ

める。白色胎土に淡緑色釉が施釉される。京都港北産の緑釉陶器の特色を示す。

S D 2850(第 152図 334):土師器鋼の口縁部破片で、「く」字状に屈曲する国縁部を有する。

S D 2960(第 152図 326):須恵器杯Bで、平坦な底部から体部が直立気味に立ち上がる。

S D 3194(第 152図 335):須恵器蓋で、平坦な天丼部の中央に宝珠状つまみを有する。

S D 3195(第 152図 336):須恵器杯Aで、やや丸味のある底部から体部が外傾 して短 くのびる。

(柱穴・ 土坑 〉

S P3101(第 152図 350):樽型の上師質土錘。径3.9cm、 長さ5 8cm、 内径 1,lcm、 重さ76.4gの 法量。

S P 3168(第 152図 352):土師器小型甕で、「 く」字状に外反する口縁部を有する。

S P 3237(第 152図 346):土師器杯Aで、体部は「SJ字状に開き、底部には回転糸切 り痕が残る。

S K 2056(第 152図 330・ 331):須恵器杯Bの器形で、外傾気味に開 く体部に角高台が付 く。

S K 2349(第 152図 333):須恵器杯Bで、口径に比べ器高がなく浅 く外傾する体部を有する。

S K 2543(第 152図349):須恵器杯Bで、回径に比べ器高が低 く、浅 く外傾する体部を有す。外底

面にヘラ描きのヘラ記号が刻まれている。同一破片が S K 1039出 土のものと接合 している。

S K 2650(第 152図 332):大振 りの須恵器杯Bで、回径17.2cm、 器高6.7cmの 法量を測る。

S K 3053(第 152図 337・ 338):337は須恵器短頚壼の蓋で、口縁部は短 く「く」字状に内側に屈曲

する。338は 須恵器杯Aで、平坦な底部から体部が短 く外傾する形態である。口径12.4cm、 器高3.1硼

の法量。

S K 3055(第 152図339):扁平な天丼部の中央に宝珠状つまみが付 き、口縁端部は軽 く下方へ屈曲

する。

S K3105(第 152図 347・ 348):と もに土師器小型奏で、348は 口縁端部を短 く外反させる。

S K3117(第 152図 340。 341):須恵器杯Aで、体部は軽 く屈曲し浅 く外方へ開く形態である。

S K 3145(第 152図 354・ 355):354は 土師器甕で、「く」字状に屈曲する口縁を有す。体部外面に

は縦方向のハケ調整が、内面には横から斜方向のハケ調整が施される。復元口径25cmを 数える。355

も「く」字状の口縁部を有する土師器甕だが、体部に張 りがなく鍋に近い形】犬と推定される。体部の

内外面にはハケ調整の痕跡が残る。

S K 3234(第 152図 342):須恵器杯Aで、底端部に稜を有 し、体部は外傾 して開く形態である。

S K 3261(第 152図 327～329):327、 328は須恵器杯A、 329は杯Bである。ttAは
'表

く斜め外方に体

部が広がる。口径■～13cm、 器高3.3cmの 法量。329も 逆「ハ」字状に開く体部を有する。

S K 3283(第 152図 343・ 344・ 353):343、 3441ま須恵器杯Aで、平坦な底部から体部が強 く屈曲し

立ち上がる。353は土師器小型甕で、「く」字状に外反する国縁部に垂下する体部を有する。

S K 3326(第 152図345):須恵器杯Bで、浅 く外傾する体部と「ハ」字状に開く貼 り付け高台を有
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する。

S K 3329(第 152図 351):土師器小型甕で、「く」字状に外反する口縁部を有する。

S K 3346(第 151図268):須恵器杯Aで、平坦な底部から体部が緩やかな屈曲で立ち上が り、体部

が短 く外傾する。

(集石遺構 〉

S X 3353(第 153図 356～ 367・ 369):356、 357は須恵器蓋で、やや丸味を帯びるが扁平な天丼部に

宝珠状つまみを有する。356は 口縁端部を短 く下方に折 り曲げるが、357は端面が九味を帯びる。357

はさらに天丼部外面を3分の 2程回転ヘラ削 りする。358～361は須恵器杯Bで、平坦な底部から体部

が強 く屈曲して立ち上がる。高台は底端の内側に貼 り付けられる。358は底部外面に墨書文字がみえ

るが、判読できない。3621よ須恵器杯Aで、底部から体部が浅い角度で開く形態のもの。363は 362と

同型式の杯部に高台を貼 り付けたもの。364は須恵器壷の高台付底部である。365は 土師質の上錘で、

径 4 cm、 長さ6.lcm、 内径 1.3cn4、 重量764gで ある。366、 367は 土師器鍋で、半球形九底の体部に

「 く」字状の口縁部が付 く。366は体部の内外面にカキロが、376は外面カキロ、内面にはハケメ調整

がみられる。369は土師器取手付 き小型甕で、取手部は一カ所 と考えられる。

(包含層出土遺物 〉(第 153図 368・ 370～ 第154図 459・ 461～第156図 509)

包含層出土遺物には土師器、須恵器、黒色土器、赤彩土師器、土師質土錘、墨書土器などがある。

368、 370は須恵器鉢で「 く」字状に屈曲する回縁部に、浅い体部と平底の底部を有すると考えられる。

体部外面に叩き目が、内面に当具痕が部分的に残る。371～377は土師器杯Aで、平底底部に内湾気味

に開く体部を有す。タト底面には回転糸切 り痕が残る。このうち371、 372、 374の 3点 は赤色塗彩の土

師器である。378～381は黒色土器で、平底 (378、 379)と 査器模倣の有高台椀 (380、 381)がある。

382は須恵器蓋の器形だが赤彩土師器で、内外面に暗文ヘラミガキがみられる。383も 須恵器杯Bの高

台を取つたような器形だが、やはり赤彩土師器である。内面に放射状の暗文ヘラミガキがみられる。

384は 土師器甑の取手 と考えられる。385～ 388は 土師質の土錘である。385、 386は 小型管状の形態。

387、 388は樽型で、完存する388で は径3.4cm、 長さ4.9cm、 内径 1 lcm、 重量38,7gを 沢1る 。389～398は

土師器甕で、小型甕の389の 口縁のみ外側に折 り返 し玉縁状 とするが、他は「く」字状に外反する形

態である。394～ 398は土師器甕・鍋の口縁部破片である。「く」の字の形態のものと、内側ないしは

外側に折 り返 し肥厚させるもの (396～ 398)がある。399～423は須恵器蓋である。399～4髄は扁平な

天丼部に宝珠状つまみを有 し、口縁端部は下方に短 く折 り曲げる。403は 天丼部外面をさらに2分の

1程回転ヘラ削 りする。405、 406も 同様の形態 と考えられる。407は 高さの無い平坦な天丼部が特徴

的である。408～420は扁平だが九味を帯びた天丼部に、内側に丸め込んだような口縁端部を有す。天

井部には宝珠状つまみを有さない無紐 タイプと考えられる。421、 422は 399～ 406と 同型式の須恵器蓋

で、421は 内面に「稲束」と墨書されている。422は内面にヘラ刻みで「十」とヘラ記号を入れている。

423は無紐 タイプの須恵器蓋で、こちらは天丼部外面に「舟Jと 一字墨書される。424～ 448は 須恵器

杯Aである。424～ 428は 、底端部の屈曲が緩やかで、体部が外傾気味に立ち上がるもの。このうち

424は体部外面に墨書の痕跡がみられるが、判読はできない。429～ 432は底端の屈曲が強 く、外面に

稜が走るもの。433～441は径が大 きい底部から体部が屈曲して斜外方にのびた後、口縁端部を短 く外

反させるもの。442～448は径が小さく平坦な底部から、体部が斜外方へ大 きく開くものである。観察

可能なものの底部切 り離 し手法は回転ヘラ切 りのみで、回転糸切 りのものはみられない。449～451は

盗器模倣の須恵器皿Bで、浅 く側方に開 く皿部に、「ハ」の字状に踏ん張る足高高台が貝占り付けされ
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る。452は 須恵器短頸壷の蓋。453～ 487は 須恵器杯Bである。454～ 462、 465～ 469は 、口径・底径に

比べ器高がなく浅い杯部を有 し、高台は底端部の内側に扁平な「ハ」字状に開くものが付 く。453の

外底面には「×」 と刻まれたヘラ記号が、462の外底面には墨書文字がみられる。464、 470～476は底

部・回径に比べ器高が
'曽

し、体部も外傾気味に直線的に立ち上がるもの。470や476の ように大型法量

のものが含まれる。470は体部外面の中位に一条の沈線を巡らせ、金属製仏器模倣の稜椀 を意識 して

いる。高台貼 り付け前に底端部付近に回転ヘラ削 りを加えてお り、全体に丁寧に作出されている。ま

た内面は使用痕が顕著である。475は外底面に「Z」 字状のヘラ記号が刻まれる。463、 477～487は さ

らに底径に比べ口径、器高が増 し、体部は斜外方へ逆「ハ」字状に大 きく開く器形である。これらの

杯Bの底部切 り離 しは、確認できるものは全て回転ヘラ切 りで、回転糸切 りのものはみられない。な

お477と 482は墨書土器である。前者は外底面に「舟」 と一字、後者は体部外側面に墨書文字がみえる

が判読できない。また486は破片復元資料だが、破片の一部に墨痕が残 り、本体が破損後一部の破片

が硯に転用された可能性がある珍 しい資料である。488～490は須恵器壺の口縁部破片で、顎部外面に

1～ 2条一単位の沈線を巡らせている。491、 492は須恵器双耳重の耳部破片である。493、 494は顕部

が直立する小型の須恵器重。495、 496は 顕部が窄まるタイプの須恵器小型壼 と考えてお く。497は 須

恵器高杯の脚部。498は横瓶の破片で、横瓶はこの他にも数点別個体の破片がある。499は 「 く」字状

口縁の須恵器甕である。500、 501は 土師器鍋で、「く」字状口縁の500と 、端部を内側に折 り返 し肥厚

させる501と がある。502は須恵器壼の体部で、外面は斜方向に手持ちヘラ削 りが施される。503は須

恵器突帯付四耳壼の破片。 2条の突帯の上に貼 り付けられた耳部には、上方から2箇所の穿子しがなさ

れている。504、 505は大型の須恵器壼の顎部破片で、外面には波状文の文様帯を有す。506は須恵器

鉢の破片で、体部外面中位に二条一単位の沈線を巡らせる。507～ 509は須恵器壷・甕の口縁部破片で

ある。

⑤ B4S地区 (第 156図 510～ 516)

(溝 〉

S D 3550(第 156図 516)i516は 土師質の上錘で、径2.9cm、 長さ5。 lcm、 内径1.3cmを 測る。

S D 3579(第 156図 514):514は 須恵器杯Aで、体部は外傾して口縁端部は軽く外反する。

(包含層出土遺物〉(第 156図 510～ 513・ 515)

510は須恵器蓋で、端部は下方に短く折 り曲げる。512、 513は須恵器杯Bで、体部は直線的に外傾

する。515は 須恵器短頚壼の口縁部破片である。

⑥ B6地区 (第 156図 517～ 551)

(柱穴・土坑〉

S P 4054(第 156図 518):須恵器蓋で、天丼部は九味を帯び、回縁端部は下方に短く折り曲げる。

S P 4348(第 156図 519):519は 無紐の須恵器蓋で、端部を内側に巻き込む口縁部を有する。

S K4120(第 156図 529):529は 須恵器杯Aで、径の大きな底部から体部が浅く直線的に外傾する。

S K4124(第 156図 535):寸胴型の上師質土錘で、径2 9cm、 長さ6 cm、 内径1.2cmを測る。

S K 4333(第 156図 533):538は 須恵器杯Bの体部破片で、角高台が底端の内側に貼 り付けされる。

S K 4505(第 156図 530):須恵器杯Bで、底部に角高台を有し、体部は直立気味に立ち上がる。

(溝 〉

S D 4038(第 156図534):534は須恵器杯Bで、口径・底径に比べ器高が浅く、高台も底端付近に付

く。541は樽型の土師質土錘で、径4.4cm、 長さ6.4cm、 内径1.4cal、 重量110gを 測る。
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S D4217(第 156図 545):土師器小型奏で、口縁部は受け口状の形態である。

(包含層出土遺物〉(第 156図 517・ 520～ 528・ 53卜 532・ 536～ 540・ 542～ 544・ 546～ 551)

517は須恵器蓋の天丼部破片で、中央に宝珠状つまみを有する。520～ 527は土師器杯Aで、回転糸

切り痕を有する平底底部に、内湾しながら開く体部を有す。このうち521～525は赤彩土師器である。

528は須恵器杯Aで、底端部に稜を有し、体部は直線的に外傾する。531、 532は須恵器杯Bで、531は

細い断面三角の貼 り付け高台を、532は扁平な角高台を有す。536～ 540、 542～ 544は土師質土錘で、

いずれも樽型の形態である。表面摩滅が激しく、使用痕跡とみなせる。径4.5～ 5 cm、 長さ6～ 7 cm、

内径1 5cm、 重量80～ 100g程度のものが多い。546、 547は土師器奏の底部で、平底底部の外底面には

回転糸切 り痕が残る。548、 549は土師器甕の回縁部で、548は 「く」字状の形態、549は 「S」 字状に

屈曲する形態である。550、 551は土師器鍋の口縁部で、いずれも「く」の字に屈曲する口縁形態を有

す。

② C地区 (第 145図 42)

42は 回縁内端を九くおさめる小型の甕で、包含層出上の遺物である。

《中。近世》

中世の出土遺物には土師器皿類、珠洲 。人尾などの壼・甕・情鉢類、白磁 。青磁 。青白磁などの中

国陶磁、瀬戸美濃の施釉陶器などがある。近世では越中瀬戸の施釉陶器類、伊万里・唐津などの陶磁

器類があるが、これらの近世遺物が主体的に出土するのは△ 2お よびC地区だけである。

① A2地 区 (第 157図 601～ 64の

(上台建物・ 排水施設・集石遺構・ 墓境 〉

S X 4502(第 157図 601～ 607):601～ 607は越中瀬戸である。601は灰汗由の小皿で、内底面には菊花

のスタンプ文がみられる。602、 603は 鉄釉の小皿で、浅 く開 く体部に低い削 り出し輪高台が付 く。

604は鉄釉の向付。605は鉄釉の椀である。606、 607は鉄釉橋鉢で、口縁端部の形状は断面三角形であ

る。悟 目は 6～ 7条を一単位 とする。

S X 4509(第 157図610～ 613):610は 瀬戸美濃の鉄釉九椀。611～613は越中瀬戸。6111よ鉄釉小皿

で、外反 して浅 く開 く体部に断面三角の削 り出し高台が付 く。外底面には「一Jの墨書がみられる。

612、 613は鉄矛山悟鉢で、612は 断面三角状だが、613は 回縁内端に段を一条巡らせている。橋 目は612

が一単位 7条以上、613が一単位10条で密に施 している。

S X 4602(第 157図632・ 633):632、 633は珠洲の悟鉢である。633は内面に8条一単位の悟 目が間

隔をあけて縦方向に施されている。

S X 4615(第 157図618):618は 中世の上師器皿の口縁部破片で、短 く外反する端部は鋭 くおさめ

る。

(上坑 〉

S K 4525(第 157図 614):614は伊万里の磁器小碗である。

S K 4546(第 157図615～ 617):615、 616は越中瀬戸鉄釉小皿で、浅 く外反する体部に断面三角形

の削 り出し高台が付 く。617は伊万里の磁器染付中瓶の体部破片で、外面に笹竹文が呉須で描かれる。

S K 4574(第 157図 623～627):624、 625は越中瀬戸の鉄釉小皿である。624は外底面に墨書の痕跡

が残る。623、 626、 627は珠洲。623は大型の甕の回縁部破片で、短 く外反する口縁部の断面は卵状で

ある。626は小型の重の体部破片で、張 りのある体部に短 く直立する口縁部を有す。627は悟鉢で、内
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面には12条一単位の情 目が密に施 されている。

(井戸〉

S E 4503(第 157図608,609。 619):608は伊万里の磁器染付の九形小皿である。609は越中瀬戸鉄

釉小皿で、外底面に「一」の墨書がみられる。619も 伊万里の磁器染付の九碗である。

S E 4547(第 157図 620):越中瀬戸の鉄釉椀で、削り出し高台は断面逆台形を呈する。

(溝 〉

S D 4501(第 157図628～ 630。 643):628、 629は土師器小皿で、6281よ平坦な底部から体部が浅く

開き、日縁端部は軽 く内側に肥厚させる。6291よ体部から口縁部が丸味をもって浅く開き、端部は鋭

くおさめる。6301よ越前の指鉢で、面を持って内傾する口縁端部を有す。悟目は10条一単位で、間隔

を開けて施こす。643は越中瀬戸の小皿で、灰釉が施釉される。タト底面に墨書がみられるが、判読で

きない。

S D 4568(第 157図 621):龍泉窯系青磁碗の破片で、ヘラ刻みの細線蓮弁文がみられる。

S D 4573(第 157図 622):唐津の灰釉椀で、削り出しの高台は低く径も大きくないものが付く。

S D 4601(第 157図 631):土師器の皿で、浅く逆「ハ」字状に開き、口縁端部は鋭くおさめる。

(包含層出土遺物〉(第 157図 634～ 642・ 644～ 647)

634は伊万里の花生の口縁部破片で、端部は屈曲して短く立ち上がる。635～638は土師器皿。635は

口縁端部を軽 く外反させる。636、 6371よ鋭くおさめる。638の体部は浅くラッパ状に開き、口縁端部

を内側につまみ込むように仕上げる。639～ 645、 647は越中瀬戸。6391よ 鉄釉の向付で、内底面に重ね

焼きの痕跡を残す。640は灰釉の向付で、外底面に墨書の痕跡が残る。641、 642は小皿で、641は灰釉、

642は鉄釉が施釉される。641の 内底面には菊花文のスタンプがみられる。6441よ鉄釉悟鉢の口縁部破

片。645は鉄釉天目茶碗の体部破片、647の椀は鉄釉に灰釉でアクセントを付け二彩とする。646は珠

洲悟鉢の口縁部破片である。

②Bl地区 (第 158図648～ 670)

く土坑〉

S Kl14(第 158図655。 656):655は 土師器大皿で口縁部は大 きく一段ナデされた後、日縁端部は

さらに面取 りされる。口径14cm、 器高3.4cm前後を測る。656は珠洲橋鉢で、体部は内湾気味に立ち上

が り、口縁内端をさらに短 くつまみだす。悟目はみられない。

(井戸 〉

S El15(第 158図657～ 659):657は 同安窯系青磁碗の口縁部破片で、内面に櫛描文、外面にヘラ

描文がみられる。658は珠洲括鉢で、体部は内湾気味、口縁端部は水平な面を持つ。659は珠洲の大型

壼・甕類の底部大破片で、体部外面は斜方向の叩き目、内面には円形に窪む当具痕が残る。下半はナ

デ消 し仕上げされている。

く労彗〉

S Dl13(第 158図648～ 653):648は 底部回転糸切 りの上師器小皿で、平坦で厚みのある底部に短

く内湾する口縁部を有する。649は土師器大皿の回縁部、650は珠洲橋鉢の口縁部破片である。651は

珠洲双耳壷の体部で、取手状の耳の痕跡が残る。652は龍泉窯系青磁碗で、内面に草花文の一部がへ

ラ描きされている。653は珠洲橋鉢で、658と ほぼ同形態だが、内面に悟 目を一部確認できる。

S Dl19(第158図654):6Mは 中国製青白磁の合子の身で、体部外面に蓮弁文を連続 して巡らす。

(包含層出土遺物 〉 (第 158図 660～ 670)
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660は 中国製青白磁の蓋で、天丼部に型押の連弁文が施される。合わせ口となる内面は露月台とする。

661～666は土師器の小皿類。661以外は底部から口縁部が九みをもって内湾する。663～666は 口縁端

部を鋭 くおさめる。665は 内外面に油煙の痕跡が残る。666は大皿タイプの法量。667は 口縁端部が短

く端反る、いわゆる白磁 V類の碗である。内面に櫛描文様が施されている。668は灰釉が施釉 される

鉢で、口縁部は玉縁状に肥厚させている。669は瀬戸美濃の灰釉折縁深皿の底部破片で、底端部に沿

って短い脚部が貼 り付けされる。670は珠洲の悟鉢で、体部は内湾気味に開き、回縁端部は内傾気味

に平坦に仕上げている。

③B2地区 (第 158図 671～第160図 75"

く土坑〉

S K655(第 158図 671):671は唐津の灰釉小皿。径が小さく断面逆三角形の削 り出し高台に、内湾

気味に浅 く外方に開く体部を有す。口径12,9cm、 器高3.2cmの 法量を数える。

S K661(第158図 687):土師器小皿で、浅 く内湾 して開く口縁部の端部は鋭 くおさめる。

S K662(第 158図 688):土師器小皿で、口縁部は短 く内側に屈曲させている。

S K667(第 158図 672～ 683):672～ 676、 678～680は、土師器の小皿である。6馳～676、 678、 679

は口縁部を短 く折 り曲げるタイプ。672、 673、 680は底部が九みを持ち、口縁部と底端の境界が明確

でないもので、端部を鋭 くおさめる672と 、丸 くおさめる673、 680がある。672は S D 729と 破片接合

する資料である。681、 682は土師器大皿で。口縁端部を鋭 くおさめる681と 、九 く仕上げる682がある。

677は越中瀬戸の鉄釉小皿の底部破片である。683は龍泉窯系青磁碗の小破片である。

S K707(第 158図 689):土師器小皿で、平坦な底部に口縁部は短 く屈曲、外反させる。

S K728(第 158図 692・ 693):692は 龍泉窯系青磁碗で、内底面に吉祥文字と考えられる漠字が一

字みえる。698は珠沙H悟鉢の底部で、櫛描きの指 目は密に施されている。

S K 741(第 158図690):土 師器小皿で、斜外方へ開 く体部に、断面三角形で先端を鋭 くおさめる

口縁部を有す。

く井戸 〉

S E738(第 158図694):八尾の壷で、僅かに内傾 して立ち上がる頸部に、「N」 字状の回縁部を有

す。

S E740(第 158図691):土 師器小皿で、九みを持って浅 く開く体部と先端を九 くおさめる口縁部

を有す。

('言ξ〉

S D675(第 158図 684):684は土師器小皿で、回縁部はやや肥厚させ丸 くおさめる。

S D670(第 158図 685):685は土師器大皿で、口縁部は外反気味に先端は鋭 く仕上げる。

S D619(第 158図686):底部回転糸切 りの土師器大皿で、平坦な切 り高台の底部から体部が内湾

しながら浅 く開く器形である。口径15 6cm、 器高3.7cmの 法量を数える。

S D686(第 159図695～697):695、 696は土師器小皿で、九みをもった体部に先端を鋭 く仕上げた

口縁部を有す。697は 古代のこの混入で、外面は全体に手持ちヘラ削 りが施されている。

S D701(第 159図698～ 708):6981よ 珠洲甕の回縁部破片で、端部を丸 く肥厚させずに短 く外反さ

せる。699～704は土師器の小皿。699、 700は平坦な底部から口縁部を短 く折 り曲げたもの。701～ 704

は体部が丸みを帯びながら浅 く開くもの。口縁端部は九 くおさめてる。705は土師器大皿で、タト傾気

味に開く口縁部は、端部に面取 りが施される。706は 中国製の白磁碗。華南産とされるいわゆるⅣ類
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3 遺 物

碗で、玉縁状 口縁 を有する。707は 龍泉窯系青磁碗で、内面 にはヘ ラ彫 りの草花文の一部がみえる。

708は 珠洲壷 。奏類の底部で、体部外面の上半に叩 き目の痕跡が観察で きる。

S D717(第 159図 709～ 712):土師器の皿類。709は 平坦 な底部か ら口縁部 を短 く折 り曲げる。

710～ 712は 法量差はあるが、いずれ も内湾 して浅 く開 く体部に、九 くおさめる口縁部 を有す。

(包含層出土遺物〉(第 159図 713～ 第160図 759)

713～ 730は 土師器皿類である。713、 716、 717、 725は 平坦な底部から口縁部を短く屈曲されるもの。

714は わずかに端面をつまみ出し口縁部とするもの。715、 7181よ底部が九みをもち、口縁部は九 くお

さめる715と 、鋭く仕上げる718がある。719～ 721は口縁部が浅く逆「ハ」字状に開き、器壁の最大厚

が体部中位付近にある。722～ 724は、回径に比べ器高のある皿で、口径も10～ 1lcmと 中皿的な法量で

ある。726～ 729は 口径11～ 12硼で、一応大皿と考えておく。九みのある体部が浅く開き、口縁端部を

鋭く仕上げる。730も 土師器大皿で、平坦な底部から口縁部が短く開く形態のもの。731～733は いず

れも龍泉窯系青磁碗で、外面にヘラ彫 りの蓮弁文がみられる。731についてはさらに内面に草花文の

一部がみえる。734は 瀬戸美濃灰釉皿で、口縁の端面は平坦で内側に折 り返したような形状となる。

735はあまり大型でない瓦質土器の深鉢型火鉢の体側面と考えられる。垂直に立ち上がる体部には 3

条の凸線が水平に巡り、さらに器表面はヘラ磨きされている。786は越中瀬戸の小皿類の破片で、内

底面中央に菊花文のスタンプが施されている。737、 738は 瀬戸美濃の鉄釉天目茶碗の破片である。

739は越中瀬戸の鉄釉鉢で、体部は垂直に立ち上がり、日縁の端面は平坦な面を有す。740は鉄釉袴腰

形香炉の破片で、底部には低 く切り込みの入つた三足が貝占り付けされる。741～ 748、 751～ 757は珠洲

である。741、 757は壺の破片。742～ 748は 橋鉢である。このうち742～ 745は内湾しながら開く体部に、

平坦な面を持ち端面が外傾する口縁部を有するもの。いずれも体部内面に装飾風の湾曲した指目を施

す。746、 雅7、 756は口縁部に内傾する広い面を持ち、747は さらにこの部分に波状文を描く。悟目は

垂直方向に密に施す。748は悟鉢の底部破片。751～755はいずれも甕の口縁部破片で、口縁部は短く

外反させ、端部を大きく九めて断面卵状を呈するものが多い。749は 越前の指鉢の口縁部破片である。

750、 758、 759は人尾である。750は橋鉢の底部破片758、 759は口縁部の断面が「N」 字状を呈する壼

の口縁部破片である。

④ B3地区 (第 160図 760～ 第164図 1033)

く柱穴・土坑〉

S P1526(第 160図 785):龍泉窯系青磁碗の破片で、内湾する体部の外面には錦蓮弁がみられる。

S Kl104(第 161図797～ 888):797～ 850は土師器小皿である。797～808は器高のない扁平な形態

だが、底端部の境界は明瞭ではなく、体部から口縁部が九みを持ちながら浅く開き、口縁端部は鋭く

仕上げるタイプの上師器小皿である。814～822は形態は797～ 808に類似するが、法量がやや大きくな

り、口縁端部も丸く納めるものが多い。831～838は これに加えて口縁端部を短くつまみ出すか、ない

しは短く外反させるものである。809～813は平坦な底部から口縁部を短く屈曲させ、先端を鋭く、な

いしは九くおさめるもの。823～ 830は口縁部が屈曲して短くタト反するもので、端部は九くおさめるか、

面を持つ。839～844はやや器高が増し、底部から体部が九みを持って浅く開くもので、口縁端面に面

を持つもの。845～847は これの口縁端部が面ではなく、単に丸くおさめるものである。848は平坦な

底部から体部が外傾して直線的に開き、さらに端部を上方につまみあげるもの。849(850は 法量は異

なるが、平坦な底部から体部が浅く外反気味に大きく開き、先端を鋭 くおさめるものである。851～

881は土師器大皿である。851～ 8551よ底部から体部が九みを持ちながら浅く開くもので、口縁端部は
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第Ⅲ章 遺構・遺物

九 くおさめる。これに対 し856は 口縁端部を短 く外反させるもの。857は 口縁端部に幅広の端面を有す。

859、 860は法量的には中皿相当で、とくに860は体部と口縁部の境界付近が最大厚 となり、ここから

口縁部を、断面三角形状につまみだしている。861、 862は、体部が外傾 して直線的に開き、口縁端部

を三角形につまみだすもの。864、 865は 口縁端部を肥厚させ、九め込むもの。866～ 873は、底部から

体部が九みを持ちながら屈曲し、軽 く内湾 しなが ら立ち上がるもので、回縁端部は丸 くおさめる。

874～ 876は 口縁部が大きく外反するもの。877は 口縁部が浅 く側方に開くもの。878は体部が強 く内湾

して立ち上が り、口縁端部は丸 くおさめる。879～ 881は 口縁部全体が軽 く外反 し、先端を細 く仕上げ

ている。882は 中国製青白磁の合子の小破片である。883、 884は龍泉窯系青磁碗の破片で、外面には

錦蓮弁が施される。885～ 888は珠洲の指鉢である。885は平坦な底部から体部が内湾気味に開く形態

で、口縁端部は狭い面を持ち、ここに波状文が施文される。また底部にはさらに手捏ねの短い脚部が

4カ 所貼 り付けされるが、いずれも剥脱 し痕跡のみを残す状態で出上 している。886も 885と ほぼ同形

態 。法量であるが、底部には脚部はなく、かわりに体部内面に菊花状のスタンプ文がみられる。体部

内面はさらに 3条一単位の悟 目が、波状文状に、疎 らに施されている。887は 口縁端部に外傾する平

坦な面を有 し、内端は内側につまみ出している。体部内面には12条一単位の悟 目が疎 らに施される。

888は 内湾 して立ち上がる体部に、端面が外傾する口縁部を有する。体部内面には16条一単位の指 目

が疎らに施される。889は土師質の上錘で芥子浮子形の形態だが、体部中位で折損 している。

S Kl159(第 160図772,776):772は土師器小皿で、体部が軽 く内湾 しながら浅 く開き先端は鋭 く

おさめる。776は土師器大皿で、内湾 しながら浅 く開く体部の先端は細 く仕上げる。

S Kl163(第 160図 773):土師器小皿で、体部が軽 く内湾 しながら浅 く開き先端は鋭 くおさめる。

S Kl164(第 160図 760):土師器小皿で、内湾 して短 く開く口縁部の先端は鋭 く仕上げている。

S Kl175(第 160図 767):土師器小皿で、平坦な手部から回縁部は外傾 して直線的に開く。

S K1323(第 160図 786):龍泉窯系青磁碗の底部破片で、高台は幅広で低い削 り出し角高台が付 く。

S K1350(第 160図 780,793,794・ 796):780は土師器大皿で、平坦な底部から体部が内湾気味に

外傾 し、端部は丸 くおさめる。793は珠洲悟鉢の底部。794も 珠洲情鉢で、内湾 して開く体部に内側に

つまみだし断面三角に仕上げる口縁部が付 く。796イよ珠洲の甕の口縁部破片で、短 く外反する口縁部

を有す。

S K1371(第 160図789):中国製白磁の碗で、口縁端部を無釉 とする、いわゆる口禿げの白磁であ

る。

S K1419(第 160図 775):土師器大皿で、平坦な底部から体部が外傾 して浅 く開き端部は九 くおさ

める。

S K1460(第 160図 762・ 781):762は土師器小皿で、平坦な底部から体部が短 く屈曲し、口縁端部

は面を持つ。781は 土師器大皿で、内湾 しながら浅 く開く体部の先端は細 く仕上げる。

S K1490(第 160図 792):珠洲橋鉢の底部の破片で、内面には 9条一単位の指 目が施される。

S K1497(第 160図 764):土師器小皿で、平坦な底部から口縁部を短 く直角に屈曲させる。

S K1522(第 160図 770。 783):770は土師器小皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら浅 く

開く。783は 土師器大皿で、九みのある底部から体部が外傾 しながら開く器形である。

S K1527(第 160図 763):土師器小皿で、平坦な底部から口縁部を短 く直角に屈曲させる。

S K1563(第 160図 777):土師器大皿で、浅 く直線的に開く体部の先端は鋭 く仕上げる。

S K1569(第 160図 774。 784):774は土師器中皿で、体部が軽 く内湾 しながら浅 く開き先端は鋭 く
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おさめる。784は瀬戸美濃の灰釉平碗で、内湾 して開く体部と外反する口縁部を有する。

S K1573(第 160図 778):土師器大皿で、外反気味に開く口縁部の先端は鋭 く仕上げる。

S K1635(第 160図 788):中 国製白磁の皿で、底部は平坦で無高台の形態。全面施釉される。

S K1637(第 160図 761):土 師器小皿で、平坦な底部から体部が短 く屈曲し、口縁端面は面を持つ。

S K1640(第 160図 782):土 師器大皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら開く器形である。

S K1644(第160図779):土師器大皿で、九みを帯びた底部から体部が屈曲外反 し端部は九 くおさ

める。

S K1694(第160図790):珠洲の壼の体部破片で、外面にヘラ刻みの文字線亥Jがあるが、判読でき

ない。

S K1695(第 160図 768):土師熙尽 皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら立ち上がる。

S K1703(第 160図 771):土師器小皿で、平坦な低部から口縁部は外傾 して直線的に開く。

S K1729(第 162図 914):土師器大皿で、内湾気味に立ち上がる体部を有する。

S K1743(第 160図 791):人尾悟鉢の底部破片で、内面には波状文状の悟目が施される。

S K1817(第 160図 769):土師器小皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら浅 く開く。

S K1913(第 160図 765):土師器小皿で、内湾 して短 く開く口縁部の先端は鋭 く仕上げている。

S K1931(第 160図 794):珠洲の甕の口縁部破片で、短 く外反する口縁部を有す。

S K1936(第 160図 766):土師器小皿で、内湾 して短 く開く口縁部の先端は鋭 く仕上げている。

(井戸 〉

S E1208(第 162図 903・ 904):903は 土師質の土錘で、樽型の形態を有す。径3.3cm、 長さ 6 cm、 内

径 1.lcm、 重量57.3gの 法量を測る。904は珠洲の悟鉢で、浅 く逆「ハ」字状に直線的に開く体部を有

す。悟目は 8～ 9条一単位のものを、数cmの 間隔を開けて垂直方向に施す。

S E1269(第 162図890～ 899,900～902):890～ 892は土師器大皿で、平坦な底部から体部が屈曲

し、直線的に外傾する。口縁端部は単に九 くおさめるもの (890)と 、つまみ上げて面取 り風に仕上

げるもの (891、 892)が ある。893、 8941よ 土師器小皿である。893は 扁平だが底端部は九みを有 し、

口縁端部が短 く開く。894は平坦な底部から口縁部を短 く斜外方に屈曲させる。895、 896は いずれも

底部回転糸切 り手法を有する小皿。895は平坦な底部から体部が短 く屈曲、内湾するもの。896は体部

が斜外方へ浅 く開き、日縁端部を鋭 く仕上げるものである。897、 898は 中国龍泉窯系青磁碗の口縁部

破片である。899｀ 902は 珠洲橋鉢。899、 902は底部破片で、902は内面に波状文風の橋 目を施す。900、

901は 口縁部の破片。体部は僅かに内湾 しながら開き、口縁部は広い端面を有する。指 目のみられる

900で は 7～ 8条一単位のものが疎らに施される。

S E1304(第 162図909～912):909は土師器小皿で、回縁部を短 く外反させ、端部を鋭 く仕上げて

いる。910も 同形態の上師器皿だが、中皿相当の法量である。911は珠洲悟鉢の口縁部破片で、片田部

が残存する。912は珠洲の壼で、回縁部は軽 く外反 しながら立ち上が り、口縁端部は外方に玉縁状に

肥厚させている。

S E1305(第 162図 913):土 師器小皿で、体部を強 く屈曲させ、口縁端部は上方に短 くつまみだす。

S E1686(第 162図905～ 908):905～ 908は土師器小皿。905は体部が斜外方に直線的に開き、端面

は九 くつまみ出す。底部を欠失するが、回転台成形の小皿の可能性が高い。906～ 908は平坦な底部か

ら体部を短 く屈曲させるか、折 り曲げている。口縁端部は九 くおさめる。

(滓寺〉
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第Ш章 遺構・遺物

S D1002(第 162図 915～ 920):915は土師器小皿で、九みを帯びた底部から体部が浅 く開く。口縁

端部は九 くおさめる。916は 915と 同形態の土師器大皿である。917は 中国龍泉窯系青磁碗の口縁部破

片で、内外にヘラ彫 りの文様が施される。918は珠洲の重で、体部外面上位に波状文が施される。919

は珠洲橋鉢の口縁部破片で、端面は水平な面を持つ。920は 土師質土錘で細長い葉巻型の形態だが、

中途で折損 している。最大径 1.lcm、 内径0.3cmを 測る。

S D1040(第 162図921～ 923):921、 9221ま土師器の小皿で、器高が浅 く扁平で、側方に開 く口縁

部を有する。923は瀬戸美濃灰釉の水滴で、球形体部の側面に取手が付 く形態である。

S D1044(第 162図 925):土師器小皿で、扁平で丸みのある底部から体部が浅 く短 く開く形態であ

る。

S D1057(第 162図924):珠洲悟鉢で、平底底部から体部が内湾気味に斜外方へ開き、日縁端部

は水平な面を有す。内面には 6条一単位の括 目が縦方向に施される。橋 目は内面を8分割、 8単位が

みられる。

S Dl102(第 162図 926～929):926、 927は土師
爺

小皿。926は九みのある底部から体部が内湾 しな

がら浅 く開 く。927は 回縁部が短 く外傾気味に立ち上がる。928、 929は土師器大皿で、平坦な底部か

ら体部が屈曲、外傾気味に開く形態である。口縁端部は面を有する。

S Dl103(第 162図 930):珠沙H悟鉢の口縁で、体部は内湾気味に開き、口縁部は端面に面を持つ。

S D1229(第 162図 931～ 987):931は 人尾の甕の口縁部で、断面は潰れた「N」 字状の形態を有す。

932、 933は土師器の小皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら浅 く開く。9341ま珠洲悟鉢の回

縁部破片で、口縁端部が内傾 し、端面に波状支を施す。935、 986は珠洲悟鉢の底部破片。937は瓦質

土器深鉢の底部破片と考えられる。

S D1422(第 163図 938):土師器大皿で、平坦な底部から体部が屈曲外傾 し、口縁端部は面取 りす

る。

S D1703(第 163図 989):珠洲壼の底部破片で、外底面には静止糸切 り痕が残る。

S D1712(第 163図940～ 944):940、 941は土師器小皿で、平坦な底部から回縁部が内湾気味に短

く開く。942は 同安窯系青磁碗の破片で、外面に櫛描き文様を有する。943は葉巻型の上師質土錘で、

径 l cm、 長さ 5 cm、 内径0 3cm、 重量5,4gを 波1る 。944は珠洲甕の日縁部破片で、口縁部は短 く屈曲し

外反する形態で、端面が側方に短 く突出する。

S D1900(第 163図 945～ 947):945は 底部回転糸切 り手法を有する土師器の小皿で、体部は逆「ハ」

字状に浅 く大 きく開く。946、 947は土師器大皿の口縁部破片。946は 口縁部が短 く内湾気味に屈曲す

る。947は 口縁部が外傾 しながら開く形態で、端部は九 くおさめる。

S D1901(第 163図 948・ 949):948は柱状高台の上師器皿で、外底面には回転糸切 り痕が残る。

949は土師器大皿で、回縁部が短 く外反気味に屈曲する形態である。

(上矯墓〉

S Z1684(第 160図 787):中 国製白磁の小型無顎童の破片で、外面に細かな蓮弁文が施される。

(包含層出土遺物〉(第 163図 950～ 第164図 1033)

950～ 988は土師器皿類である。このうち950～ 961は 底部回転糸切り手法のもの。950～ 955は小皿で、

平坦な底部から体部が短く外反させるもの (950～ 952)と 、内湾させ端部を丸くおさめるもの (953

～955)がある。956～958は 中皿相当の法量のもので、体部は浅く内湾しながら大きく開く形態であ

る。961の器形もこの形態で、法量のみ大皿相当となる。959、 960は柱状高台土師器皿の底部破片で
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3 遺 物

ある。962～ 980は土師器の小皿である。このうち962～ 971は 、九みのある底部から体部が内湾 しなが

ら浅 く開く。大半が口縁端部を細 く仕上げるが、971の み九 くおさめる。972～ 976は平坦な底部から

体部を短 く屈曲折 り曲げるもの。977～980は 口縁部が短 く内湾ないしはタト傾気味にのび、口縁端部を

軽 くつまんで面取 りしたり、九 くおさめるもの。981～ 984は 中皿相当の法量のもので、体部は内湾 し

ながら立ち上がる。985～988は土師器大皿で、口縁部を短 く内湾させ先端を細 く仕上げるもの (985、

986)、 同じく内湾させるが、端面を面取 りするもの (987、 988)がある。989～ 1013は 中国陶磁であ

る。989は青白磁梅瓶の体部破片、990も 青白磁の皿の破片である。991～ 996はいわゆる口禿げの白磁

の一群。997は底部破片だが、玉縁状口縁を有する白磁Ⅳ類碗の底部と考えられる。998は 白磁皿の底

部破片。999は 白磁碗の底部破片で、内底面は蛇の目釉剥 ぎされている。1000～ 1013は いずれも龍泉

窯系青磁 と考えられる一群である。このうち1002が小碗、1004が香炉、1005が口縁部が受け口状を呈

する杯、他は碗 と考えられる。このうち1007～ 1013は 体部外面に鏑蓮弁ないしはヘラ彫 りの連弁文を

有する。1014～ 1016、 1021は 瀬戸美濃の鉄釉天目茶碗。1017は 瀬戸美濃の灰釉平碗の口縁部破片であ

る。1018は 越中瀬戸鉄釉小皿。1019、 1020は 伊万里の磁器染付の蓋と碗の破片である。1022、 1023は

八尾の壺の口縁部破片で、「N」 字状口縁の 1023と 、端面が外傾する1022と がある。1027は人尾の橋

鉢の口縁部破片で、内面には波状文が崩れたような文様状の悟 目が施される。1024～ 1026は珠洲の壺

の体部破片で、1024の 体部外面には線刻様の文様が、1025に は三段にわたる波状文が施文されている。

1028～ 1033は 珠洲悟鉢の破片。1028～ 1032は口縁部で、内面に指 目がなく口縁端部が水平な面をもつ

もの (1028、 1029)、 口縁端部の先端が内側に短 く突出し、内面に間隔をおいた垂直方向の悟 目をも

つもの (1030)、 口縁端部が内傾する広い端面を有するもの (1031)、 さらにそこに波状文を施 し内面

に密に悟 目を施すもの (1032)がある。1033は 底部の破片で、内面には12条一単位の悟 目が間隔をお

いて垂直方向に施されている。

③B4地区 (第 164図 1034～ 第166図 1131)

(柱穴・土坑〉

S P 2347(第 164図 1042):土師器小皿で、扁平な底部か ら体部が浅 く側方へ開 き端部は九 くお さ

める。

S P 2604(第 164図 1051):珠洲悟鉢の口縁部破片。端部は外傾する面 を持 ち、内面 には悟 目を施

す。

S K 2055(第 164図 1034～ 1037):1034は土師器小皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら

短 く立ち上がる。1035～ 1037は 土師器大皿で、九みのある底部から体部が屈曲 。内湾 しながら立ち上

が り、日縁端部は心持ち外反させる。

S K 2056(第 164図 1038):1038は土師器大皿で、九みのある底部から体部が屈曲・内湾 しながら

立ち上が り、口縁端部は心持ち外反させる。

S K 2076(第 164図 1040):土 師器小皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら短 く立ち上が

る。

S K2182(第 164図 1041)

る。

S K 2306(第 164図 1050)

S K 2502(第 164図 1046)

S K 2554(第 164図 1043)

:土師器小皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら短 く立ち上が

:珠洲の指鉢の底部破片で、内面には指 目が密に施される。

:珠洲奏の口縁部破片で、口縁部は短 く屈曲外反させる。

:土師器小皿で、扁平な底部から体部が浅 く側方へ開き端部は九 くおさ
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第Ⅲ章 遺構・遺物

める。

S K 2615(第 164図 1048):底 部 回転糸切 り手法 の上 師器小 皿で、平坦 な底部 か ら体部が浅 く逆

「ハ」字状に開く。口縁端部は九 くおさめる。

(溝〉

S D 2172a(第 165図 1056～ 1062):1056～ 1060は 土師器皿類である。1056は 土師器小皿で、平坦な

底部から体部が短 く外傾する。1057も 土師器小皿で、九みのある底部から体部が屈曲・内湾 しながら

立ち上が り、回縁端部は心持ち外反させる。1058～ 1060は 土師器大皿の口縁部破片で、直線的に外傾

する1058、 1059と 、内湾気味に立ち上がる1060がある。1061、 1062は 珠洲悟鉢の口縁部破片で、口縁

部の端面は外傾する面を有する。内面には悟目が施され、とくに1062は 波状文風の悟 目となる。

S D 2172b(第 165図 1063～ 1076):1063は 中国製青白磁合子の蓋で、天丼部外面には型抜 きの蓮弁

文が施される。1064、 1065は 中国龍泉窯系青磁碗の破片で、1064は 体部内面に櫛描きの文様が、1065

は体部外面にヘラ彫 りの蓮弁文がみられる。1066、 1067、 1069～ 1071は 土師器皿類である。1066は 土

師器小皿で、体部が軽 く内湾 しながら浅 く開き先端は丸 くおさめる。1067も 土師器小皿で、1066に 比

べ器高が深 くなっている。1069～ 1071は 土師器大皿である。1069の み口縁端部が外反するが、他は内

湾気味に立ち上がる形態である。1068は 越中瀬戸の碗である。1072は 珠洲壷の口縁部破片で、端部は

外側方に突出させている。1073～ 1076は珠洲橋鉢。1073は軽 く内湾 しながら斜外方へのびる体部に、

外傾 し広い端面を有する口縁部が付 く。内面の指 目は波状文風に施される。1074は 口縁端部に幅広の

内傾する面を持ち、ここに波状文を施す。1075、 1076は 口縁端部に外傾する面を有 し、内面には垂直

方向の悟 目を施す。

S D 2172c(第 165図 1077～ 1080):1077、 1078は 土師器小皿で、平坦な底部から口縁部が短 く内側

に屈曲する。1079は 瀬戸美濃灰釉小皿の破片である。1080は同安窯系青磁の小皿で、内底面にいわゆ

る猫掻 きと呼ばれる櫛描き文がみられる。

S D 2172(第 165図 1081～ 1092):1081～ 1084は土師器大皿で、九みのある底部から体部が屈曲・

内湾 しながら立ち上が り、口縁端部は心持ち外反させる形態である。1085～ 1087は 土師器小皿で、

1085は 扁平な底部から体部が浅 く斜外方へ開き端部は九 くおさめる。1086、 1087は 平坦な底部から口

縁部が短 く内側に屈曲する形態である。1088は 龍泉窯系青磁碗の日縁部破片である。1089は 瀬戸美濃

鉄釉天目茶碗の口縁部破片。1090は 瀬戸美濃灰釉壼の肩部破片で、体部外面に2条一単位の沈線を二

段にわたって施 している。1091、 1092は 珠洲悟鉢の底部破片である。

S D 2182(第 164図 1044):1044は土師器小皿で、扁平な底部から体部が浅 く側方へ開き端部は鋭

く仕上げる。

S D 2350(第 164図1052～ 1055):1052は土師器中皿で、体部は浅 く逆「ハ」字状に開き、日縁端

部は軽 く外反させる。1053は 瀬戸美濃灰釉壺の底部破片で、底部には外方へ「ハ」字状に踏ん張る足

高の高台を有す。1054、 1055は 珠洲悟鉢の回縁部破片で、回縁端部に面を持ち、内面に悟 目を施す。

S D 2550(第 164図 1047):珠洲甕の口縁部破片で、口縁部は強 く外反させ、端部は側方に突出す

る。

S D 2371(第 164図1039,1045、 第166図1131):1045は 土師器小皿で、体部が軽 く内湾 しながら短

く立ち上がる。1039は 土師器大皿で、九みのある底部から体部が内湾 しながら立ち上が り、回縁端部

は心持ち外反させる。1131は 珠洲橋鉢の口縁部破片で、口縁端面は内傾する平坦な面となる。

S D 3347(第 164図 1049):底 部回転糸切 り手法の土師器小皿で、平坦な底部から体部が浅 く逆
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「ハJ字状に開く。

く包含層出土遺物〉(第 165図 1093～ 第166図 1130)

1093～ 1105は 土師器小皿である。1098～ 1095は 、平坦な底部から口縁部が短 く内側に屈曲する。

1096～ 1103は 九みのある底部から体部が内湾 しながら浅 く開き、先端は鋭 くおさめる。■04、 1105は 、

九みのある底部から体部が屈曲 。内湾 しながら立ち上が り、口縁端部は九 くおさめる。1106～ 1110は

土師器大皿である。1106イ よ体部が外傾 し、のち口縁端部が外反する形態である。1107は ■03の小皿と

同形態の大皿である。1108～ 1110は 、九みのある底部から体部が屈曲・内湾 しながら立ち上がる形態

である。1111は 唐津の陶胎染付碗の底部破片。1112は 唐津内野山の銅緑釉の皿で、内面見込みに蛇の

目釉剥 ぎがみられる。1113は 伊万里の磁器染付の皿。■14は越中瀬戸鉄釉碗の体部破片。ll15、 1119

は龍泉窯系青磁碗の破片、1116は 口禿げの白磁皿の口縁部破片である。1117、 ■20は 瀬戸美濃の灰釉

卸皿、1118も 同じ類のもの。1121は 瀬戸美濃の灰釉平碗である。1124は 人尾の橋鉢の底部破片である。

■22、 1123、 1125～ 1128は珠洲悟鉢の口縁部破片で、口縁端部に水平の面を持つもの (1123、 1128)

と、それ以外の端部を丸 くおさめるものがある。橋 目はみられるものは全て間隔を開けて施され、密

なものはみられない。1129、 11301よ重の破片で、両例とも体部や頸部・口縁部に波状文を施 している。

⑥ B4S地 区 (第 166図 ■32～ 1190)

く土坑〉

S K3517(第 166図 1139)

を有す。

S K 3524(第 166図 1140。

する。1141は 土師器大皿で、

S K 3532(第 166図 1138)

である。

S K 3535(第 166図 1142):土 師器大皿で、九みのある底部から体部が屈曲・内湾 しながら立ち上

が り、口縁端部は心持ち外反させる。

(解奪〉

S D 3501(第 166図 1132～ 1137):1132、 1133は土師器大皿で、口縁部は内湾 しながら立ち上が り、

端部は九 くおさめる。11341ま龍泉窯系青磁碗の破片で、体部外面には錦蓮弁がみられる。1135、 1137

は珠洲橋鉢。1135は 7条一単位の悟 目が間隔をおいて施される。1137は 口縁内端が上方へつまみ出さ

れ、端面は外傾する。1136は 中国陶磁の白磁四耳壺で、直立気味に開く顎部に玉縁状の口縁が付 く。

体部上端付近に耳部力靱占り付けされる。

S D 3550(第166図1146～ 1185):l146～ 1165は土師器小皿である。1146～ 1152は平坦な底部から

口縁部を短 く屈曲させる形態である。1153～ 1165は 、九みのある底部から体部が屈曲・内湾 しながら

開く形態である。1166～ 1175は 土師器大皿で、九みのある底部から体部が屈曲・内湾 しながら立ち上

が り、口縁端部は九 くおさめるものが多い。1176～ 1178は 中国陶磁である。1176は 錦蓮弁を有する龍

泉窯系青磁の碗。11771よ青白磁梅瓶の体部破片である。1178は 白磁四耳壷の頸部破片で、口縁部は玉

縁状に仕上げられている。1179は 瀬戸美濃の蓋。1180～ 1182は 珠洲の甕の口縁部。1188は 珠洲悟鉢で、

平底底部に軽 く内湾 しながら立ち上がる体部を有 し、口縁端部は端面を有す。内面に悟 目はみられな

い。1184も 珠洲悟鉢で、口縁端部の内端が内側につまみ出されている。悟 目は波状文状のものが施さ

れている。1185は 越中瀬戸の壷の破片で、短 く直立する口縁の端部は水平の面を有す。

:珠洲甕の口縁部破片で、短 く強 く屈曲する口縁部の先端は外傾する面

1141):1140は土師器小皿で、平坦な底部から口縁部が短 く内側に屈曲

平坦な底部から口縁部が短 く内側に屈曲し、端部は上方へつまみ出す。

:土師器小皿で、平坦な底部から口縁部が屈曲して短 く立ち上がる形態
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第皿章 遺構・遺物

S D 3579(第 166図■43～ 1145):1143、 ■44は土師器大皿である。1143は平坦な底部から体部が

屈曲し、口縁部は斜上方へ軽 く外反する。1144は 、九みのある底部から体部が屈曲・内湾 しながら立

ち上が り、口縁端部には面を有す。本例については体部外面に布目の圧痕が残されてお り、外型成形

された可能性を示 している。1145は珠洲壼の口縁部破片で、短 く強 く屈曲する口縁部の先端は外傾す

る面を有す。

(包含層出土遺物 〉(第 167図1186～ 1190)

■86は 低い削 り出し高台を有する唐津の灰釉碗である。■87、 ■88は伊万里の磁器染付で、1187は

碗、■88は皿で、内面中央に五弁花文がみえる。1189は八尾の董口縁で、断面はやや潰れた「N」 字

状を呈 している。1190は 珠洲橋鉢の底部破片で、内面には 8条一単位の悟目が間隔を開けて施されて

いる。

② B6地区 (第 167図 1191～ 第168図 1246)

く土坑〉

S K 4031(第 168図1203):土師器小皿で、底部から体部が屈曲、大きく外反する形態を有す。

S K 4039(第 168図1204):土師器小皿で、底部から体部が浅く開き、口縁端部は鋭く摘む。

S K 4073(第 168図 1214・ 1215):1214は土師器の小皿。1215は珠洲悟鉢の口縁部破片で、口縁端

部は水平な面を持つ。

S K4120(第 168図 1205):土師器小皿で、九みのある底部から体部が短く内湾しながら開く形態。

S K4124(第 168図 1208・ 1209):1208は珠洲壼の口縁部破片。1209は土師器大皿で、九みのある

底部から体部が浅く斜外方に開く形態である。

S K 4130(第 168図1207):土師器小皿で、九みのある底部から体部が浅く屈曲しながら開き、口

縁端部を軽 くつまみ出す形態である。

S K4147(第 168図 1206):土師器小皿で、扁平な底部から口縁部を短く折 り曲げ外反気味におさ

める。

S K 4280(第 168図 1217～ 1221):1217～ 1219は土師器小皿である。1217は径の小さな底部から体

部が「S」 字状に屈曲して開く形態で、「へそ皿」模倣の器形と考えられる。1218、 1219は底部から体

部が浅 く開く形態で、口縁端部は鋭 く摘んでいる。1220は珠洲括鉢の底部破片で、内面には密に橋 目

が施されている。1221は 珠洲奏で、口縁部は軽 く「く」字状に屈曲し、端面は丸 くおさめる。体部外

面には叩き目が、内面には窪んだ円形の当具痕が残る。

S K 4353(第 168図 1212):土師器中皿で、底部から体部が浅 く開く形態で、口縁端部は鋭 く摘む。

S K 4354(第 168図 1210。 1211):共に土師器の小皿で、底部から体部が浅 く開 く形態で、口縁端

部は鋭 く摘んでいる。

(大型不整形土坑 〉

S X 4036(第 167図 1200。 1201):12001よ 土師器小皿で、平坦な底部から体部が屈曲、口縁部が外

反する形態である。1201は 瓦質土器の支脚 と考えられ、1196と 同一個体の可能性がある。

S X 4058(第 167図1202):土師器小皿で、底部から体部が浅 く開く形態で、口縁端部は鋭 く摘ん

でいる。

S X 4124(第 167図 1199):珠洲悟鉢で、体部は内湾 しなが ら開 き口縁部 に端面 を有す。内面 に橋

目有 り。

く柱穴〉
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3 遺 物

S P 4057(第 168図 1216):八尾の小型の悟鉢で、平底の底部から体部が斜外方へ直線的に開き、

口縁部は内端を内側に軽 く摘み出す形態である。体部側面には「界万Jと 焼成前にヘラ刻みされる。

S P 4257(第 168図 1213):中国陶磁で、龍泉窯系青磁碗の底部破片である。

(溝 〉

S D 4038(第 167図 1193・ ■94):1193は 土師器小皿で、九みのある底部から体部が浅く内湾しな

がら開き、口縁端部は内端を軽くつまみあげる形態である。1194は 瀬戸美濃の灰利平高台皿で、内面

に重ね焼き時の融着を防ぐための目跡が3カ 所残る。

S D 4080(第167図 1191・ ■95):1191は 土師器小皿で、扁平な底部から体部が浅く側方へ開き端

部は摘むようにしては九くおさめる。1195は珠洲の奏で、口縁部は「く」字状に外反させ、端面は断

面の形状が卵型に近いものとなる。体部外面に並行の叩き目が、内面に当具痕である円形の窪みが残

る。

S D 4099(第167図 1192。 1198):1192は土師器小皿で、九みのある底部から体部が浅 く内湾 しな

がら開き、日縁端部は内端を軽 くつまみあげる形態である。1198は 瀬戸美濃灰釉合子の体部破片 と考

えられる。

S D4102(第 167図 1196):瓦 質土器の浅鉢型火鉢。洗面器状の体部を有 し、口縁部の内端は折 り

曲げられ側方に拡張する。体部の外面には細かなヘラ磨 きが施され、カーボンの吸着により黒銀色を

呈する。本来は底部に低い三脚の支脚が付 くと思われるが、本例では残存 していない。同一個体か定

かでないが、支脚自体は先述の S X4036か ら1点破片で出上 している。

S D4152(第 167図 1197):珠洲悟鉢で、体部は内湾気味に開き、回縁部は外端を側方へつまみ出

す形態である。内面には指目は観察されない。

(包含層出土遺物〉(第 168図 1222～ 1246)

1222～ 1234は 土師器皿類である。1222～ 1227は 底部から体部が浅く開く形態で、口縁端部は九くお

さめるものと鋭く仕上げるものとがある。1228、 1229は 口縁部が内湾気味に短く開き、口縁端部はさ

らに摘み出される。1230、 1231は 土師器小皿で、九みのある底部から体部が浅く内湾しながら開き、

日縁端部は内側に軽くつまみあげる形態である。1232～ 1234は 、九みのある底部から体部が屈曲、口

縁端部は逆に外反する形態である。1235は 唐津鉄釉天目茶碗の底部破片である。1236、 1237、 1239～

1242は 越中瀬戸である。1236、 1237、 1241は 灰釉小皿で、1241に ついては内底面見込みに菊花文のス

タンプがみられる。1242も 同様だがこちらは施釉が鉄釉である。1239は 鉄釉乗燭 (ひ ようそく)の脚

部破片。1240は 内底面に舌状の粘上が貼 り付けられており、乗燭類の一種と考えておく。施釉は鉄釉

で、外底面のみ露胎となる。1238は 伊万里の白磁小皿で、内面は蛇の目釉剥ぎされる。1243は 人尾の

壼口縁部破片で、回縁部は断面「N」 字状を呈する。1244は 珠洲甕の体部破片で、底部から体部への

屈曲部 (接合部)よ り上半は叩き日、当具痕が内外面に残る。1245は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁碗の

口縁部破片である。体部外面には細い蓮弁文がヘラ先で線描される。1246は 伊万里磁器染付の人角鉢

の破片で、内面には草文が呉須で描かれる。破片接合部には焼継ぎの痕跡がみられる。18世紀～幕末

の時期と考えられる。

③ C地区 (第 168図 1247～ 第172図 1393)

(井戸〉

S E5101(第 168図1247):土師器小皿で体部は外傾しながら立ち上がり、口縁部は端面を軽 く摘

み出す。
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第Ⅲ章 遺構 ,遺物

S E5217(第 168図 1252、 第169図 1277):1252は唐津の鉄禾由甕で、あま り胴の張 らない寸胴の体

部に、端部 を内側 に折 り返す短い口縁部 を有する。体部は叩 きが施 されてお り、内面には成形時の青

海波文状の当具痕が残 る。1277は 越中瀬戸の灰釉小皿で、底部外面に「十」の字の墨書がみ られる。

S E 5221(第 168図 1248):越中瀬戸の鉄釉小皿で、底都は削り出しの三角高台を有す。

S E 5222(第 168図 1249):越 中瀬戸の灰釉小皿で、内底面には釉止めの段がみられる。

S E 5244(第 168図 1251):越 中瀬戸の灰釉小皿で、内底面に菊花文のスタンプが、外底面に「十」

の字の墨書がみられる。

S E5414(第 168図 1250):瀬戸美濃の灰釉小皿の口縁部破片である。

(柱穴 。上坑〉

S P 5056(第 168図1253～ 1255、 第169図 1279、 1280):1253～ 1255は越中瀬戸である。1253は鉄

釉小杯、1254は灰釉向付の破片、1255は灰釉小皿で、外底面に「十」の字の墨書がみられる。1279

は越中瀬戸の鉄釉小杯で、ほぼミニチュアの天目茶碗の形態である。1280は 土師器小皿の小破片であ

る。

S P 5218(第 169図 1278):越 中瀬戸の灰釉小皿で、底部外面に「十」の字の墨書がある。

S K 5026(第 169図 1256・ 1257):1256は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁杯の口縁部破片である。1257

は珠洲指鉢の破片で、回縁は内傾する広い面を持ち、内面は密に悟 目を施す。

S K 5075(第 169図 1262):1262は 越中瀬戸の灰釉小皿で、内底面中央に菊花文のスタンプを施す。

S K 5104(第 169図 1261):1261は 伊万里の磁器染付碗の底部破片である。

S K 5109(第 169図 1263～ 1265):1263は土師器小皿で、底部から体部が浅 く開 く形態で、日縁端

部は丸 くおさめる。1264は 瀬戸美濃の灰釉小皿、1265は 越中瀬戸の鉄釉小皿である。

S K5117(第 169図 1266・ 1267):1266は 京焼の鉄釉碗で、高台畳付部分にスタンプがみられる。

1267は 越中瀬戸の鉄釉壷で、口縁部は短 く外反する形態である。

S K 5120(第 169図 1268・ 1269):1268、 1269は越中瀬戸の鉄紬壺。1268は寸胴の体部に短 く直立

する口縁部を有す。1269も 若干法量が小さいが、ほぼ同様の形態である。

S K5150(第 169図 1258～ 1260):1258、 1259は土師器小皿で、九みのある底部から体部が浅 く内

湾 しながら開き、口縁端部は内端を軽 くつまみあげる形態。1260は 瀬戸美濃の鉄釉天目茶碗である。

S K 5156(第 169図 1270):本遺跡では珍 しい瓦質土器の悟鉢。斜外方へ直線的にのびる体部に、

断面の形状が三角形となる口縁部を有する。器形自体は越前写 しと考えられる。内面に悟 目が施され

る。

S K 5165(第 169図 1271・ 1272):1271は瀬戸美濃の鉄釉天目茶碗の体部破片である。1272は伊万

里磁器染付の皿で、内面全体を使って抽象化 した花文状の模様を描いている。

S K 5206(第 169図1274～ 1276)i3点 とも越中瀬戸の小皿で、1274が灰釉、1275、 1276が それぞ

れ鉄釉の施釉である。

S K 5467(第 169図1281～ 1284・ 1288・ 1289):1281は 越中瀬戸の灰釉小皿で、底部は無高台で土

師器皿に類似する形態である。1282は土師器大皿で、九みのある底部から体部が屈曲しながら開き、

口縁端部は心持ち外反させている。1283は 珠洲甕の口縁部破片。1284は 越中瀬戸鉄矛由悟鉢の口縁部破

片である。1288、 1289は 伊万里磁器染付の皿。ともに内面に呉須で文様が描かれる。1289では内面に

水車の文様がみえる。

(解尊〉
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3 遺 物

S D 5049(第 169図 1285～ 1287):1285、 1286は 越中瀬戸灰釉小皿で、内底面に梅花文のスタンプ

が施文され、さらに1286に ついては口縁部内面全体にレコー ド状の圏線を巡らす。1287は越中瀬戸鉄

釉壼で、平底に球形の体部を有す。

S D 5050(第 169図 1292):越中瀬戸の灰釉小皿で、内底面に梅花文のスタンプがみられる。また

口縁部内面全体にレコー ド状の圏線を巡らす。

S D 5055(第 169図 1290。 1291):1290は越中瀬戸の灰釉小皿で、内底面に菊花文のスタンプが施

文される。1291は 唐津の灰釉小皿で、本例については S K245と 破片が接合する関係にある。

S D 5065(第169図1293～ 1295):1298、 1294は瀬戸美濃で、1293は鉄釉天目茶碗、1294は鉄釉の

香炉と考えられる。1295は 越中瀬戸の鉄釉橋鉢で、口縁端面は内傾する広い面を有す。悟 目は密に施

す。

S D5126(第 170図1296):1296は 瀬戸美濃の鉄釉天目茶碗の体部破片である。

S D 5205(第 169図 1273、 第170図 1297～ 1306):1273は越中瀬戸の鉄釉水差 しの口縁部破片である。

1297は 瀬戸美濃の鉄釉碗で、低い削 り出しの輪高台に、半球形に内湾する体部を有す。1298は越中瀬

戸の鉄釉香炉の口縁部破片である。1299は土師器小皿で、底部から体部が浅 く開く形態で、回縁端部

は鋭 く摘んでいる。1300も 土師器小皿で、こちらは回縁部が肥厚 した後、端部を摘み出す。1301～

1305は 越中瀬戸である。1301は 鉄釉向付の口縁部破片。1302は 鉄釉小皿で、外底面に「中」の字に類

似 した墨書がみられる。本例については S X252と 破片接合の関係にある。1303は鉄釉悟鉢で、内面

には 6条一単位の悟 目が間隔を開けて施されている。1304、 1305は耳付 きの董で、ともに鉄釉が施さ

れている。1306は 珠洲悟鉢の口縁部破片である。

S D 5302(第 170図 1307～ 1312):1307～ 1312は 土師器皿類である。1307、 1309は土師器小皿で、

平坦な底部から口縁部が斜外方に浅 く開 く形態である。1308、 1310も 土師器小皿で、九みのある底部

から体部が屈曲し緩やかな「s」 字を描 き、端部は軽 く上方に摘み出す。1311、 1312は土師器大皿だ

が、形態的には1308、 1309に 類似 し、とくに1309は 法量のみ大型化 した相似形となっている。

S D 5373(第 170図 1313):1313は 瀬戸美濃の灰釉花瓶の底部破片である。

S D 5413(第 170図 1314):1314は 土師器小皿で、底部から体部が浅 く開き、口縁端部は鋭 く摘む。

(集石〉

S X 5252(第170図 1315～ 1339):1315～ 1324は越中瀬戸の皿類である。1315、 1320～ 1324は小皿

で、1315、 1322が灰釉、残 りが鉄釉の施釉である。1315の内底面には菊花文のスタンプがみられる。

また1321の 体部内面はレコー ド状の連続圏線が施される。1322～ 1324は 、底部外面に墨書がみられる

が、字は判読 し難い。1316～ 1319は 向付の器形で、1316は 灰釉、残 りが鉄釉の施釉である。口縁部は

体部中位で強 く屈曲・外反するものが多 くみられる。1325～ 1327は 越中瀬戸の鉄釉の碗類である。

1328は 唐津の灰釉碗で、低い削 り出しの三角高台を有す。1329、 1330は 越中瀬戸の碗で、体部は斜外

方へ直線的に開く。内外面を施釉するが、茶褐色の錆釉に黒色の鉄釉を掛け回して、三彩風に仕上げ

ている。1331は 瀬戸美濃の灰釉小皿で、削 り出し平高台の外底面には墨書の痕跡が残る。1332は 瀬戸

美濃の鉄釉花瓶の体部破片である。1333は唐津の灰釉皿で、復元口径は25.8cmを 数える。1334は伊万

里の磁器染付の皿で、破口には漆継 ぎの痕跡がみられる。1335は 越中瀬戸の鉄釉香炉。1336は越中瀬

戸の鉄釉水指で、体部は僅かに内傾 しながら立ち上が り、日縁端部は平坦な面に仕上げる。1337、

1338は 越中瀬戸の水指などの底部で、体部の内外面は鉄釉が施釉されているが、底部の内外面は露胎

となっている。1339は 珠洲壼の底部破片で、内面が使用痕により平滑 となってお り、上半部が破砕後
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に、底部のみ悟鉢 に転用 された可能性が高い ものと考える。

く包含層出土遺物〉(第 171図 1340～ 第172図 1393)

1340～ 1349は土師器小皿である。1340～ 1343、 1346、 1347は底部から体部が浅く開く形態で、口縁

端部は鋭く仕上げる。1344、 1345は 、九みのある底部から体部が屈曲・内湾しながら立ち上がる形態

である。1348、 1349は平坦な底部から口縁部が斜外方に直線的にのびる形態。1350は土師器大皿で、

口縁部がッb持ち屈曲・タト傾する。1351は 底部糸切り手法を有する土師器皿の底部破片である。1352は

瀬戸美濃の灰釉卸皿の底部破片。1353は唐津の灰釉小皿で、底部には低い削り出しの輪高台が付 く。

1354は 越中瀬戸の鉄釉向付で、屈曲した口縁部は垂直に立ち上がり、口縁端部を側方へ摘み出す。体

部には低い削り出しの三角高台が付 く。1355は 越中瀬戸の灰釉ヒダ皿で、内底面には花文のスタンプ

が施文される。1356、 1357は 瀬戸美濃の灰釉小皿の破片、1358は 平碗の底部破片である。1359は 瀬戸

美濃の花瓶、1360は 瓶子の底郡破片で、いずれも灰釉の施釉である。1361は 瀬戸美濃灰釉の水滴と考

えられる。球形体部に短い口縁部、取手が付 く。1362は 多角形の水滴の破片で、型抜き成形され、外

面は灰釉が施釉される。1863～ 1373は 越中瀬戸の小皿である。1368、 1370、 1371、 1373が鉄釉、残り

が灰釉の施釉である。また1365に 菊花文、1367に 梅花文のスタンプが内面にみられる。外底面の墨書

については1364、 1367～ 1373に みられる。1374は 越中瀬戸の鉄釉括鉢の破片。1375、 1876は 越中瀬戸

の鉄釉天目茶碗で、とくに1376は茶褐色の錆釉のベース地に黒色釉を欅掛けし、二彩風としている。

1378、 1388は 瀬戸美濃の鉄釉天目茶碗の体部破片である。1379、 1380は 越中瀬戸の鉄釉壺で、安定し

た平底に寸胴の体部を有し、口縁部は短く直立させる。1381は 伊万里の磁器染付碗で、内底面に「寿」

の銘、体部外面には並草葉文がみられる。本例は破損後一度焼継ぎされており、外底面に「道場 □

□□□ (人名と考えられるが判読不明)」 と朱で記されている。焼継ぎ屋が顧客を区別するために記

したもので、「道場」は中名に隣接する地名である。1383は伊万里の磁器染付小皿で、内底面は圏線

で区画し、さらに花文を呉須で描く。1384は 伊万里の瓶類の底部破片で、外面中位に圏線一条と文様

の一部と考えられる呉須が観察される。1386イ よ伊万里白磁の紅皿。1382、 1385は 中国陶磁。共に龍泉

窯系青磁で、1382は 碗、1385は 小杯である。1387、 1393は 珠洲甕の口縁部破片。1389～ 1392は 珠洲福

鉢の回縁部破片である。1389～ 1391は 口縁端面が幅広く内傾するもので、1389、 1390は この部分をさ

らに波状文で飾る。内面の悟目は密に施す。1392は 回縁部の端面がほぼ水平となるもので、内面の悟

目にもやや間隔がある。

B 金属製 品 (第 173図 ～第175図 )

金属製品の出土は土器・陶磁器に比べはるかに少ない。このうち図示したものは64点である。金属

製品のうち種別が判別できたものの中で最も多いのが銅銭、刀子で、この他には釘、銅製の鈴、鉄鏃、

火箸、小柄、花瓶、紅皿、内耳鉄鋼、鉄淳などがある。また種別が明確でないのもは、現状での残存

形状により、棒状、板状などと仮称している。以下にまず銅銭のみ一括提示し、次いで各地区毎の出

土遺物を記述する。

①銅銭 (第 173図2001～ 2034)

朱銭を主体に34枚の出上がみられる。

A2地区S K4615(第 173図 2001～ 2005):2001～ 20051ま A2地区S K4615か ら出土したもの。

2001、 2002は 成平元賓 (北宋 。初鋳998年 )、 2003は 明道元賓 (北宋 。初鋳1032年 )、 2004は 淳化元賓

(北宋・初鋳990年 )、 2005は元豊通賓 (北未・初鋳1078年)である。
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3遺 物

A2地区 S D 4601(第 173図2006～ 2008):2006～ 2008は A2地 区 S D 101か ら出上 したもの。 とも

に2006、 2007イよ「賓」の一字は判読できるが、他は不明。

B2地区包含層 (第 173図 2009～ 2011):2009は I層包含層の出土。天濾通賓 (北宋・初鋳1017年 )

か。2010は Ⅲ層包含層の出土。熙寧元賓 (北朱・初鋳1068)か。2011も Ⅲ層包含層の出上で、元豊通

賓 (北宋 。初鋳1078年)である。

B2地区 I層―括 (第 173図 2012～ 2028):2012～ 2028は包含層中の遺構一括出土品で、墓などの何

らかの遺構に伴 うものである可能性が高い。2012は 開元通質 (南唐・初鋳960年 )、 2013は 嘉定通質

(南宋・初鋳1208年 )、 20141よ □□通賓 とのみ読める。2015は祥符元質 (北宋・初鋳1009年 )、 2016は

□□元賓 とのみ読める。2017は大観通質 (北朱 。初鋳1107年 )、 2018は天□通賓。2019は太平通賓

(北宋・初鋳976年 )、 2020は紹聖元賓 (北宋・初鋳1094年 )、 2021は淳熙元賓 (南宋 。初鋳11密年)と

読める。2022は熙寧元賓 (北宋・初鋳1068年 )か。2023は 天□通賓で、一字が半J読できない。2024、

2025は□□元質 とのみ読める。2026政和通賓 (北宋・初鋳 1111年 )、 2027は治平元賓 (北宋・初鋳

1064年 )、 2028は淳化元賓 (北宋・初鋳990年)である。

B6地区 S D 4020(第 173図 2029):20291ま表面摩減のため判読できない。

B6地区 S K 4085(第 173図 2031):20311よ治平元賓 (北宋・初鋳1064年)である。

B6地区耕作土 (第 173図 2030):2030は 江戸時代の寛永通賓である。

C地区 S K5124(第 173図 2032):2032は 表面摩滅のため判読できない。

C地区 S K5150(第 173図 2033):2033は 半損 しているが、至道 (元賓)と 読める。

C地区包含層 (第 173図 2034):2034は 元豊通賓 (北宋・初鋳1078年)である。

②Bl地区出土遺物:(第 174図 2035)

2035は S El15か ら出土 した刀子である。刃部先端および茎の基端部を欠失する。現存での残存長

7.6cn4、 幅1.5cm、 峰の厚さ0.4cm、 重さ84gを 測る。

③B2地区出土遺物:(第 174図 2036～ 2041)

2036～ 2038は 棒状の鉄製品。いずれも断面の形状が厚みのある長方形ないしは角柱 となっている。

2036は I層包含層、2037は S D701、 2038は S E740の 出上である。2039は板状の鉄製品。損壊により

不整形な形状だが、厚さは1 6cmあ る。 S D 750か らの出土。2040、 2041は鉄津で、ともにⅡ層包含層

からの出上である。

④B3地区出土遺物 :(第 1密図2042～第175図 2069)

2042は 包含層から出上 した銅製の鈴。直径2.5cmの球形 。中空の内部に丸を封 じ込めている。一端

に細い鈴口があく。基端に吊り下げるための紐の取 り付け口が開けられているが、紐自体は残存 しな

い。2043～ 2051は 棒状の鉄製品。このうち2043、 2046、 2050、 2051は 頭が「L」 字に折 り曲げられ、

横断面が角状の和釘である。2046が S D 1219か ら、2049が S Kl104か ら、2050が S Kl159、 2051が S

E1269か らそれぞれ出土 している。他は包含層からの出土である。2052～ 2054は 鉄製の刀子である。

2052は 刃部は折損するが、≧は完存 している。現存長15,8cm、 刃部の幅1.6cm、 厚さ0.5cm。 2058は 刃

部中央のみの残存で、両端を欠失する。20541ま 中途が折損するが、同一個体と考えられる刃部と茎を

一つに復元 したもの。刃部と茎の境界が断面を除いて明確でなく、先端の細い覚型の形状である。茎

の基端には柄に装着するための目釘の穴が三カ所みられる。刃部の幅1.lcm、 峰の厚さ0 3cm。 2052が

S K1411の 出上、2053が S K 1499の 出土、2054が包含層の出上である。2055、 2056は板状の鉄製品で

ある。20551ま もとの形状は不明だが、厚 さは0.7cmを 測る。 S K1371か らの出上である。2056は 小刀
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の刃部と考えられる。先端側および茎 との境界付近のニカ所で折損する。現状で長さ1lctu、 幅2.9cm、

峰の厚さ0.6cmを 測る。 S K 1695か らの出土である。2057～ 2060は いずれも輪 (リ ング)状の鉄製品

である。径は小さなもので2 3cm、 大きなもので4.2cm程 度である。断面の形状は2508が円形、他は角

状である。また2060は一重でなく二重に巡る。2057、 2058が包含層等の出土、2059、 2060が S X 1860

の出上である。2061は棒状の鉄製品を釣状に45° の角度で折 り曲げている。端面はともに折損 してお

り、釣かどうかは不明である。断面は角状を呈する。包含層からの出上である。2062は鉄製の鋳物で、

内耳鍋の口縁部破片である。復元口径は約30cmと なる。口縁部は受け口状を呈 し、この口縁部の内側

に鍋を吊り下げるための耳を接合 している。この鉄鋼は包含層からの出上である。2063～2069は鉄津

である。2063、 2069が包含層、2064が S K 1695、 2065が S D 1057下 層、2066、 2067が S Kl104、 2068

が S E 1269か らそれぞれ出上 している。

⑤ B4地 区出土遺物 :(第 175図 2070～ 2089)

2070は鉄鏃で、身 (刃部)の先端側および茎の基端部が折損 している。このため鉄鏃の型式は不明

だが、一応有茎式で、身に幅があり厚 さが薄い「平根」のタイプである。身の幅は 4 cm、 厚さ0.5cm

を測る。この鉄鏃はS K2055か ら出上 している。2071、 2072は九釘。2071は鋲 と考えられ、頭部は丸

く胴の断面は角状である。包含層からの出土。2072は頭、胴の断面ともに丸 く、先端をネジ切 りして

いる。近現代の工業製品と考えられる。 S D 2032の 出土。2073は板状の鉄製品で、断面は一端が薄 く

尖っている。 S K2187の 出土。20密は棒状の鉄製品で、横断面の形状は長方形を呈す。包含層の出土。

2075～2081は全て和釘の一種 と考えられる。大きさには大小があるが、頭が残存 しているのは2080の

みである。2076、 2077、 2079は S D2172、 2078は S K2075、 2081は S K3253、 他は包含層の出上であ

る。2082は棒状の鉄製品だが、横断面が薄い長方形の身と、断面が角状を呈する茎とが明確に分かれ

る。残存長143硼。なんらかの工具の一種 と考えられる。包含層からの出上である。2083、 2084は刀

子の刃部破片。2083は S106、 2084は S102と 、ともに竪穴建物からの出土である。2085は棒状の鉄

製品で、長さ8.3cm、 厚さ0.5× 0 8cmの棒状のものにリング状の鉄製品が巻き付いている。 S107の 出

土。2086は取っ手金具の一部で、包含層の出土。2087は幅の広い板状の鉄製品で、側縁両端に突起が

みられる。 S P 2318下 層の出土。2088は鉄製火箸で、中途で折損 し2個体に分かれている。包含層か

らの出土である。2089は S102出上の鉄製の指と考えられるもの。刺突部は緒に最 も多い三つ又と考

えられるが、うち2本は基端から、残 リー本も先端が折損 している。このため刺突部先端の形状は不

明である。柄に固定する基部は基端部が「L」 字に折 り曲げられ、樟の引つかかりとしている。県内

での漁携用搭の類例 としては 4例程度がみられるが、いずれも中世以降の時期のものと考えられてい

る。

③B4S地区出土遺物:(第 175図 2090・ 2091)

2090は鉄津、2091は鉄製の和釘で、断面は角状を呈する。 2点 とも包含層からの出上である。

②C地区出土遺物:(第 175図 2092～ 2095)

2092は小柄で、現存長8.8cm、 幅1 lcm、 厚さ0.3cmを 測る。 S K5206か らの出土である。20931よ 和釘

で包含層の出土。2094は密教法具のひとつである花瓶。いわゆる亜字形花瓶と考えられるが、圧壊 し

たため変形 している。この花瓶はS D 5358か ら出上 したもの。2095は 紅皿ないしは鉄漿皿で、 SD

5302か ら出上 している。国径5 5cm、 器高2.3cm、 厚さ0 1cm、 重さ13.2gを 測る。体部には輪花状のヒ

ダを口縁部に沿って巡らせる。中央には格子文を施 した飾 り鋲があり、中空の高台中央を突き抜けて

両端を固定するもの。
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C 木製品 (第 176図 ～第189図 )

木製品は水の漬きやすい井戸、溝等から多く出土している。これらの木製品のうち生活関係の用品

としては、各種の漆器、桶類 (曲物 。結桶)、 箸、ザル、下駄、木臼などが、また建築材としては柱

穴内に残存する柱根、抗、その他各種の建築部材などがある。以下に各地区ごとに記述していく。

①A2地区 (第 176図 3001～第178図 3037)

く溝〉

S D 4501(第 176図 3001～ 第177図 3019):3001～ 3005は漆器椀である。3001は椀の残欠と考えられ

る。黒色漆塗 りで、さらに内外面に赤色漆で文様が描かれる。3002～3005は椀の破片で、高台には足

の高いものから低いものまで各種ある。いずれも黒色漆塗 りで、内外面または片面に赤色漆で文様を

描 く。赤色漆部分は剥落が顕著で、文様の内容は読みとり難い。木材の樹種は3005の みオオウラジロ

ノキ、他はブナである。3006～3013は結桶の部材。3006は分割式の底板の部材で、一側縁に板材 どう

しを結着する際の木釘を通す柄穴が 2カ 所残存する。長さ22.lcm、 幅3.4cm、 厚さ0.6cmを 測る。3007

～3012は結桶の側板で、一端ないしは両端にタガによる結束痕が残る。長さは概ね20～ 23cm程度、幅

は狭いもので3.5cm、 広いもので 6 cm、 厚さは1,lcm前後のものが過半を占める。3014は 長方形の加工

板で、幅6.8cm、 長さ18.8cm、 厚さ0.2cmを測る。3015は 折敷の底板で、側板結束用の木釘の穴が直交

する二側縁に一カ所ずつ残存する。幅5.5cm、 長さ16.8cm、 厚さ1.3cmを 測る。3016は 桶の側板の可能

性があるが定かでない。3017は 曲物の側板で、現存で幅6.2cm、 長さ19.8cm、 厚さ0.3cmを 測る。3018、

3019は桶の底板。前者は側板の綴 じ代 と、結束に使用 した桜材が三カ所に残存 してお り、曲物桶の底

板 と知れる。後者は組み合わせ式の結桶の底板 と考えられる。やや大型で直径は22cmを超える。厚さ

は0.8cmを 測る。木材の樹種はヒノキである。

S D 4568(第177図3023～ 3025):3023は漆器椀で、内湾する半球形の体部に「ハ」の字に踏ん張

る足高の高台が付 く。器表面は全面黒色漆が塗布され、さらに赤色漆で扇文を内底面および体部外面

に描いている。日径15硼、器高 9 cmの法量を測る。木材の樹種は トチノキである。3024は板状の部材。

3025は結桶の側板で、上下にタガによる結束痕が残る。幅5.8cm、 長さ22.6cm、 厚さ0.9cmを 数える。

S D 4573(第 177図 3020):3020は 桶の底板。一枚作 りで径13.5cm、 厚さ l cmを 測る。樹種はヒノキ。

S D 4577(第 177図3021):3021は 桶の底板。三分割作 りで、接合部にニカ所木釘穴がみられる。

復元径 12 6cm、 厚さ0.5cmを 数える。木材の樹種はヒノキである。

(井戸 〉

S E 4547(第 177図 3022)i3022は 箸で、両端を細 く削 り出す両国箸である。幅0.6cm、 長さ22.6cm、

厚さ0.45cnaで、横断面は扁平な六角形を呈する。

(土坑 〉

S K 4505(第 178図 3027):円柱状の柱材で、現存長45.2cm、 径 14.6cmを 浪Iる 。樹種はクリである。

S K4518(第 178図3026)i3026は柱材で、側面に木材を組み継 ぐための方形の柄穴が穿孔されて

いる。横断面の形態は角状。樹種はクリである。現存長45cm、 幅14× 11,9cmを 測る。

S K 4520(第 178図 3030):円柱状の柱材で、現存長16.lcm、 径 7～ 9 cmを測る。樹種はクリである。

S K 4538(第 178図 3029):円柱状の柱材で、現存長27cm、 径1lcmを 測る。樹種はクリである。

S K 4545(第 178図 3028):円柱状の柱材で、現存長42.4cm、 径10～ 14cnaを 測る。

(包含層出土遺物〉(第 178図 3031～ 3037)
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第Ⅲ章 遺構・遺物

3031は棒状の木製品で、断面は角状を呈す。上端に穿孔がみられる。下端側は折損 してお り、破断

面付近が焼けこげている。現存長13cm、 幅2.lcm、 厚さ1.3cmを 測る。材質樹種はモミである。3032は

漆器椀で、口径に比べ器高が低 く、体部は内湾 しながら浅 く開く形態である。高台は幅が広 く低いも

のが付 く。内赤、外黒で漆が塗布されている。材質樹種はブナである。3033は墨書のある木札で、墨

書自体は「荒木」 と読める。現存長8.5cm、 幅2.4cm、 厚さ0.3cmを 数える。3034は小型板状で長方形を

呈す。30351よ 曲物の底板で、側板の綴 じ代 と結束に使用 した桜材が一カ所残存 している。径21.8cm、

厚さ0.5cmを 測る。材質樹種はヒノキである。3036も 桶の底板で、復元径22cm、 厚さ0.6cmを 測る。材

質樹種はヒノキである。3037は欠失部分が多 く全体の形状が不明だが、一応底板状の板材 と考えてお

く。中央付近に円形の穿孔が 4カ所みられ、内外面の所々に漆塗 りの痕跡がみられる。材質樹種はヒ

ノキである。

②Bl地区 (第 179図 3038～ 3051)

〈井戸〉

S El15(第 179図 3038～ 3048):3038は 井戸枠に使われた桟 と側板である。3038は 井戸枠を方形に

組み、縦板を差 し込む際に使われた桟で、現存長61.2cm、 幅 5 cm、 厚さ l cmを 測る。3039～ 3048は井

戸枠に使われた縦板であるが、残存状況が良 くなく、ほぼ基端部のみの残欠となって出土 している。

幅は概ね12～ 13cm、 厚さ3.8～ 5c14を 測る。

(解奪〉

S D284(第 179図3049～ 3051):3049、 3050は ともに板材で、前者は長さ43.4cm、 幅15.4cm、 厚さ

0,7cm、 後者は長さ43.lcm、 幅11.3cm、 厚さ0.7cmを 測る。3051は棒状の木製品で、横断面は円形を呈す

る。現存長31.3cm、 径1.2～ 1.6cmを 測る。中央付近の径が大きく、両端がやや窄まる形状である。

③ B2地区 (第 179図 3052)

(井戸〉

S E731(第 179図 3052):3052は 板状の木製品で、現存長42cm、 幅4,7cm、 厚さ l cmを 測る。

④B3地区 (第 179図 3053～第182図 3092)

く井戸〉

S E1208(第 181図3081):曲物のタガで、打合わせ部の先端、本綴じの部分が残存している。縫

い目には桜皮が残されている。内面ケビキの刻目は縦方向である。板材は幅16cm、 厚さ0.6cmを 測る。

S E1269(第 179図3053～ 第181図3080):3053～ 30551ま 両端を細 く削り出す両国箸である。3053、

3054は横断面が円形に近く、3055は扁平な角状を呈す。法量は完存する3055で は長さ20.5cm、 幅0,7硼、

厚さ0.3cmを 測る。3056は 一端を斜めに削りだしたヘラ状の本製品。幅 2 cnl、 長さ20cm、 厚さ0.3cmを

測る。材質樹種はスギである。3057は漆器椀で、口径に比べ器高が低 く、体部は内湾しながら立ち上

がる形態である。高台は欠失する。口径14.5cm、 体部高4.5cmの 法量。内外面とも黒色漆塗りで、文様

はみられない。材質樹種はケヤキである。3058、 3059は 桶の底板である。3058は復元径25cm、 厚さ

0.6c14、 3059は 復元径30cm、 厚さ l cmを測る。材質樹種はともにスギである。3060～ 3080は 板材であ

る。このうち3061は井戸枠材として使用されたもの。一端ないしは両端が腐食欠失するものが大半で

ある。3067は下端部に手斧の加工痕が残る。大半が厚みのない薄い板状であるが、3065の み横断面が

角状を呈する。大きさは、大型の3066で現存長67.4cm、 幅15cm、 厚さ4cm、 小型の30密で現存長35.5cm、

幅2.8cm、 厚さ0.6cmを 測る。

S E1305(第 182図3082～ 3084):3082は漆器の皿。底部の高台は低く断面逆三角形で、体部は中
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位で屈曲し稜をもつ。内外面黒色漆塗りで、材質樹種はブナである。3083、 3084は ともに編組品で、

魚と考えられるものの残久である。幅広の縦材に細い横材を交互にくぐらして、編み込んでいる。

(溝 〉

S D1900(第 182図 3085):3085は 漆器椀の体部残欠で、内外とも黒色漆塗りされている。

(土坑〉

S Kl104(第 182図3086～ 3092):3086は 台と歯を別々に製作せず原材から直接切 (剣 )り だす、

いわゆる連歯下駄である。台の形状は平面が小判形、縦断面は厚みがない台形である。幅9.4cm、 長

さ19.5cm、 厚さ1.4cm。 前壺は前歯の前方に、横緒穴は後歯の前方にやや斜めに穿孔する。歯は後歯の

み完存しており、概ね4.2cmの高さ。歯裏の幅は9。4cm、 厚さ3～ 3.5cmである。材質樹種はスギである。

3087も 連歯下駄で、中途で折損しており後歯側のみが残存する。台の幅は6.8cm、 残存長11.4cm、 厚さ

l cm、 全体に3086よ り小振りの作 りである。横緒穴は2個 とも残存するが、穿孔はやや斜め下方に向

かってなされている。折損面および下端に焼け焦げがみられる。材質樹種はスギである。3088～3092

は両端を細く削り出す両口箸である。

⑤B4地区 (第 182図 3093～第183図3115)

(溝〉

S D2172(第 182図3098～ 第183図3112):3093～ 3095は漆器椀であるが、完存するものはみられな

い。3093、 3094は体部の破片で、高台を欠失する。口径に比べ器高が無く、浅く内湾しながら開く体

部である。3095は底部の破片で、高台は低 く薄いものが付 く。 3′点とも内外黒色漆塗りで、文様はみ

られない。材質樹種はいずれもはケヤキである。30961よ 加工材、3097、 3098は板状木製品であるが、

用途などは不明である。3099～3109は両口箸で、3099～3102は一端が折損するが、他は完存する。断

面の形状は方形や楕円形などがある。幅0.7～ 0.8cm、 長さ21～ 22cmの ものが多 くみられる。3110、

31■は棒状の木製品で、いずれも一端ないしは両端が折損している。3112は板状の木製品で、現状で

幅5,4cm、 長さ32.5cm、 厚さ1.6cmの 大きさである。用途不明。

(井戸〉

S E 2090(第 183図3113～ 3115):3113、 3114は井戸用材に転用された曲物桶のタガと側板である。

3113は タガで、打合わせ部が部分的に残存している。縫い目には桜皮が残されている。3114は側板で、

内面ケビキの刻日は縦方向である。3115は 円形の木蓋で、復元径24cm、 厚さ0.7cmの法量。材質樹種

はヒノキである。

③B4S地区 (第 183図3116)

(溝 〉

S D 3501(第 183図3116):3116は 漆器椀の小破片である。内湾する体部と低い高台の底部を有す、

内外面とも黒色漆塗 りで、内面見込みには赤色漆による彩文がみられる。

② B6地区 (第 188図 3117～第184図 3136)

(井戸〉

S E4120(第183図3117～第184図3134):3117～ 3123は両口箸である。3117の み一端を折損、他は

完存と考えられる。法量は二種あり、3118、 3119は幅0.5～ 0.8cm、 長さ17～ 18cm、 厚さ0,4～ 0.5cm、

3120～3123は幅0.6～ 0.8cm、 長さ20～ 21cm、 厚さ0.3～0.5cmと なっている。3124～3134は井戸枠の側板

である。上端部は腐食により欠損するものが多いが、下端は良好に残存している。またほとんどが板

状であるが、3131、 3132の み角柱状となる。板状のもののうち3127～ 3130、 3133に は、下端から3～
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4 cmほ どのところに方形の柄穴が穿孔されている。全長は残存状況によりまちまちであるが、長いも

ので50cm、 短いもので30cm程度である。幅は 8～ 12cm、 厚さは 1～ 2 cm程 度である。3134の み形状が

他 と異なり、長さ41.4硼、幅21.4cm、 厚さ2.2cmを 測る。角柱状の3131、 3132は長さ50～ 60cm、 幅 9～

10cm、 厚さ6～ 8 cmで 、3131については上端から5分の 2ほ どの表面に手斧の加工痕が残る。

S E 4238(第 184図3135・ 3136):と もに丼戸の側板である。形状は長方形の板状である。幅15～

18cm、 長さ30～ 37cm、 厚さ1.2～ 1.5cmを 測る。

② C地区 (第 184図 3137～第189図 3194)

(溝 〉

S D 5302(第 184図3137～ 第185図 3148):3137～ 3139は漆器椀である。3137、 3138は 口縁部を欠失

するが、底部の高台は低 く外方へ踏ん張る形態である。3137は黒色漆塗 りで、内面に赤色漆の文様の

痕跡が残存する。3138は 内外黒色漆塗 りで、内面は全体を使って終、扇、草木文が赤色漆で描かれて

いる。体部外面にも赤色漆塗 りの文様痕跡が残る。3139は低いベタ高台から体部が軽 く内湾 しながら

開く形態である。法量は口径 15.2cm、 器高5,9cm、 底径5.6cmを 測る。内外面とも黒色漆塗 りで、内面

には鶴 と草木文らしき赤色漆塗 りの文様が残る。これら漆器の材質樹種は全てブナである。3140は小

型棒状の木製品で、円柱状に削 り出し、上端を丸 く、下端を軽 く尖らせている。長さ6.5cm、 径1.2cm

を測る。材質樹種はヒノキ科である。3141～3147は両端を尖らす両国箸である。3141～4144は 一端を

折損するが、他 3点は完存である。3145は 長さ9.5cm、 幅0.7cm、 厚さ0.5cm、 3146、 3147は 長さ22～ 23

cmを 測る。3148は底板の一種 と考えられるが、中央付近に2個の方形孔が穿孔されてお り、全体に煤

が付着 している。形状は円形の可能性があるが、欠損部分が多 く本来の正確な形は不明である。厚さ

は0.7cmを 測る。材質樹種はスギである。

(井戸 〉

S E5101(第 185図3150):3150は 井戸材に転用された木臼で、籾摺 り用の木摺臼である。木招臼

は上臼と下臼を組み合わせて使うが、本例は上臼に該当する。芯持ち材を輪切 りにして細部を今Jり だ

し成形 している。この上国は井戸に転用される過程で、天丼の中央を径10cm前後に円形になJり 抜いて

いる。上国自体の直径は40cm、 高さは下端側を欠失してお り、残存高で21cmを 測る。臼の側面には縄

掛け用の横に長い窓が対向して三面作 り出される。樹種はブナ。実測図の天地は井戸内での正立状態

のものである。

S E 5212(第 185図3149):3149は 板状木製品。両端が九 く軽 く円弧を描 く。幅3.4cm、 長さ15,2cm、

厚さ0.4cm。 材質樹種はヒノキである。

S E5213(第 185図3151～ 3153・ 3157):3151は 板状木製品で、表面の一部に漆が残存 してお り、

漆塗 り製品の部材であることが知れる。幅5,8cm、 長さ31.5cm、 厚さ0.5calを 測る。材質樹種はヒノキ

である。3152も 板状木製品であるが、両端が円弧を描いてお り形状は矩形ではない。現状で幅6.4cm、

長さ28.2cm、 厚さ0.6cnaを 測る。材質樹種はヒノキである。3153は 曲物桶の底板である。形状は円形で、

径18cm弱、厚さ0,8cmを 測る。周縁の 3カ 所に側板 と結束するための綴 じ穴 と綴 じ皮が残存 している。

材質樹種はヒノキである。3157は井戸枠に転用された曲物で、底板は残存 しないが他は完存する。復

元径48.4cm、 高さ10.3cm、 重ね合わせた状態での厚さ1 2cmを 測る。側板は上下両端を幅 2c14の タガで

結束する。また底板 と側板を留める木釘の穴も残存 している。

S E5223(第 186図3155・ 3156):3155は 井戸材に転用された木臼で、籾招 り用の木摺国の上臼部

分に該当する。上国は井戸に転用される過程で、やはり天丼の中央を径24～ 25cm前後に大 きく円形に
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今Jり 抜いている。上臼の直径は40cm、 高さ32.8cm、 下端側側壁の厚さは 3 cm程度である。臼の側面に

は縄掛け用の横に長い窓が対向して二面残存する。招 り日の痕跡はあまり明確でない。材質樹種はブ

ナである。3156は板状木製品で、欠損部分が多 く、本来の形状は不明。

S E 5272(第 186図3158):3158も 3157と 同様に、井戸枠に転用された曲物である。底板は残存 し

ないが他は完存する。復元径48.6cm、 高さ10cm、 重ね合わせた状態での厚さ1.4cmを 測る。側板は上下

両端を幅 2～ 3 cmの タガで結束する。底板 と側板を留める木釘の穴も残存 している。

S E5414(第 186図3160・ 3161):3160は漆器椀の残欠である。体部・底部とも欠失する。底部外

面には焼け焦げた痕跡が残る。内外 とも黒色漆塗 りで、内面にはさらに赤色漆による文様の痕跡が確

認できる。材質樹種は トチノキである。3161は 折敷の底板で、幅5.6cm、 長さ17.3cm、 厚さ0.5cmを 数

える。一端の側面に一カ所綴 じ目が残る。材質樹種はヒノキである。

S E 5472(第 186図3162):3162は 部材の一部と考えられるが、用途不明。細長い板材の両端に切

り込みをいれ、側面は一端を直線に、対面する他端は、その両端の内側に緩いカープを描 く狭 り込み

を入れる。幅2.7cm、 長さ29.4cm、 厚さ l cmを 測る。

(柱穴・ 土坑 〉

S P 5056(第187図3165・ 3166、 第188図3181):3165は小型円盤状の木製品で、径6.6cm、 厚さ0,7

cmの法量である。内外面とも黒色漆塗 りされてお り、漆塗 り容器の底板などの可能性がある。3166は

漆器椀。高台を欠失するが、体部は半球状に内湾 して開く。内外面とも黒色漆塗 りされ、さらに赤色

漆で両面とも文様加飾される。口径12cm。 材質樹種はブナである。3181は柱で、芯持ち材を使い、表

面には一部樹皮が残存 している。下端および切断面には手斧による加工痕が顕著に残る。径29cm、 残

存高39cmを 測る。材質樹種はエノキである。

S P 5123(第 189図3190)i3190は 柱である。円柱状の形状だが、腐食のため残存状況は良 くない。

径12～ 17cm、 残存高24cmを 測る。

S P5218(第 189図3191):3191は柱である。芯持ち材を使った円柱状のものだが、上端は腐食 し

て先細 りとなっている。下端から10cmほ どの所を、水平方向に輪状に切 り込みを入れている。

径17～ 20cm、 残存高69.6cm。 材質樹種はクリである。

S P 5253(第 189図3187):3187は柱である。芯持ち材を使った円柱状のものだが、かなり腐食 し

ている。径15～ 19cm、 残存高41.4cmを測る。

S P 5255(第 189図3189)i3189は柱である。円柱状の形状だが、かなり腐食 してお り中央が空洞

になっている。径14～ 18cm、 残存高33.8cm。 材質樹種はスギである。

S P 5263(第 187図3167、 第189図3192):3167は 漆器椀である。扁平で低 く径の小さな高台に、底

端が張 り、屈曲・内湾 しながら立ち上がる体部を有す。内面は赤色漆塗 り、外面は黒色漆塗 りで、さ

らに赤色漆での文様加飾の痕跡が残る。口径12cm、 器高5.4cm、 底径5.6cmの法量を有す。材質樹種は

ブナである。3192は柱である。芯持ち材を使った円柱状の形状である。下端の切断面は残存するが、

上端は高さ44cmほ どで腐食欠失する。径は22～ 23cnaを 測る。材質樹種はクリである。

S P 5265(第 189図3194):3194は柱である。円柱状の形状だが、先端は腐食 している。径16～ 19

cm、 残存高59.4cm。 材質樹種はクリである。

S P 5267(第 188図3183)i3183は柱。芯持ち材を使った円柱状のものだが、腐食が激 しく残存状

況は良 くない。復元径15cm、 残存高32.4cm。 材質樹種はムクロジである。

S P 5454(第 188図3185):3185は柱である。芯持ち材を使った円柱状のものだが、かなり腐食 し
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ている。下端側に方形の柄穴が穿孔されている。径14～ 16cm、 残存高44.5cm。 材質樹種はクリである。

S P 5476(第189図3193):3193は柱である。円柱状の形状だが、先端は腐食 しており先細 りとなっ

ている。径11～ 13硼、残存高44.6cm。 材質材種はクリである。

S P 5477(第 185図 3154):3154は 柱 と考えられるが残存状況は良 くない。材質樹種はクリである。

S K5124(第 187図 3170～第188図 3180):3170は 円盤状の木製品で、中央に円子しらしき痕跡が残る。

径10cm、 厚 さ0.5cmを 測る。材質樹種はスギである。3171～ 3179は 結桶の側板である。いずれも下端

側は完存するが、上端は欠失する。下端から5～ 10cmの 範囲内にタガによる結束痕が残る。幅 5～ 9

cm、 厚さ1.5～ 1.8cmを 測る。3180は 結桶の底板で直径87.9cm、 厚さ3.9cm。 5枚の板を組み継いで一枚

の底板 とする。

S K 5150(第 187図3163・ 3168・ 3169):3163は漆器椀で、体部の一部のみが残存する。内外面 と

も黒色漆塗 りされ、さらに外面には赤色漆による文様が一部に残る。3168は長方形の板で、箱状に組

み合わせて使用するものと考えられる。左右両端に組み合わせのための快 り込みと木釘穴がみられる。

また長辺の一端側の中央に円弧を重ねたような切 り込みがみられる。あるいは引き出しなどの正面に

あたる板かもしれない。現状で幅9.3cm、 長さ30.2cm、 厚さ0.5cmを 数える。材質樹種はヒノキである。

3169は連歯下駄である。台の形状は平面が隅丸長方形、断面は厚みがない長方形である。幅9.8cm、

長さ21.9cm、 厚さ2.5cm。 前重は前歯の前方に、横緒穴は後歯の前方に垂直に穿孔する。歯は前後とも

残存 しているが、使い込んでお り磨 り減っている。概ね 2 cmの 高さ。歯裏の幅は16～ 20cm、 厚さ10cm

前後である。材質樹種はヒサカキである。

S K 5220(第 188図 3182):3182は柱。芯持ち材を使った円柱状のものだが、かなり腐食 しており、

残存状況は良 くない。径13～ 15cm、 残存高35.4cm。 材質樹種はクリである。

S K 5234(第 187図3164):3164は漆器椀である。口縁部、底部を久失するが、高台は「ハ」字状

に大きく開く足高のもので、体部 も平坦な腰部から口縁部が外傾気味に開く形態である。内外 とも黒

色漆塗 りされ、内面には赤色漆による文様加飾の痕跡が残る。材質樹種はブナである。

S K 5356(第 189図3188):3188は柱である。芯持ち材を使った円柱状のものだが、上端は腐食 し

て先細 りになっている。径15～ 18cm、 残存高42cm。 材質樹種はクリである。

S K 5366(第 188図3184):3184は柱。芯持ち材を使った円柱状のもので、両端の切断面が残存す

る。上端部ついては、建造物の解体処理において柱の根本の地上露出部分を切断したためと考えられ

る。径 9～ 12cm、 高さ54cm。 材質樹種はエノキである。

(包含層出土遺物〉(第 186図 3159、 第188図 3186)

3159は漆器の蓋である。天丼部と口縁部との境界には稜がつき、口縁部は内湾気味に開いて接地す

る。天丼部中央には低いリング紐が付 く。内外面とも赤色漆塗りで、外面天丼部にはさらに葵の文様

を金色で彩漆している。日径11.5cm、 器高3.4cmの 法量を測る。材質樹種はヒノキ科である。3186は柱

で、芯持ち材を使った円柱状のものだが、かなり腐食しており、残存状況は良くない。残存高28cm。

材質樹種はウルシ科である。

D 石製品 (第 190図 ～第195図 )

石製品としては砥石の出土が最も多いが、その他にも硯、石臼、五輪塔、石製塔姿、板碑、暖房具、

変わったところでは滑石製石鍋の破片などがある。このうち五輪塔、石製塔姿、板碑など宗教関係の

遺物は、本来の現位置を保つものではなく、遺物のみが遊離して出土したものと考えられる。
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①A2地区 (第 190図 4001～ 4010)

(溝〉

S D 4501(第190図4002～ 4007):4002、 40041ま砥石 と考えられるが、破損 した小破片 として出土

した。厚さは4002が 1.8cm、 4004が0.6cm。 鎌砥石の類であろう。4003、 4007は 暖房具 と考えられるも

のである。4006は五輪塔の火輪 (笠)で、一辺21.8× 23cm、 高さ15cmを 測る。

S D 4568(第 190図4009):4009は石臼で、本例は上自 (雌臼)に該当する。半裁破損 しているが、

復元径30cmの車輪形を呈す。最大厚10cm、 最小厚 6 cmを 測 り、摺 り目は度重なる使用により磨 り減っ

ている。上自の上面は一段窪んでお り、中軸 よりややはずれた位置に「ものいれ」 と呼ばれる円孔

(供給口)が穿たれている。側面には挽 き木を打ち込むための長方形の孔の痕跡がみられることから、

いわゆる横打ち込み式の石臼と知れる。本例には 2孔の打ち込み孔がみられる。 1孔が使用不能にな

り、新たに反対側に 1孔あけたと解釈できる。摺 り合わせ側の中心軸の芯棒受けは、中央にわずかに

痕跡を残す。臼目のパターンは推定復元だが、溝 8本の痕跡が確認でき人分画で標準型と考えられる。

また摺 り合わせ面には「ものくばり」が磨 り減って円弧を描 くかすれた痕跡となって残存 している。

S D 4608(第 190図 4008):40081よ加工痕のある石であるが、用途不明。現状で一辺24× 32.4cm、 厚

さ7.6cmを 測る。

(1営主〉

S F 4579(第190図4010):40101よ 加工痕のある石で、五輪塔などの一部の可能性があるが、詳細

は不明。

(包含層出土遺物 〉 (第 190図4001)

4001は砥石であるが、破損 していて原型を損なっている。厚さは0.3cmを 測る。

②B2地区 (第 190図4011～ 4012)

(溝〉

S D672(第 190図4011):40111よ 、平面形態は一辺25～ 26cmの 方形で、厚さは17cmを 測る切石であ

る。用途不明。

く包含層出土遺物 〉 (第 190図4012)

4012形状が長方形の砥石で、両端を折損 している。上端側の一面が磨 り減って厚みを減 じている。

幅3.lcm、 厚さ1.3cmを 測る。

③B3地区 (第 191図4013～第192図 4035)

(溝 〉

S D1002(第 191図4015):打製石器の製作過程でできたと思われる小剥片、いわゆるチップであ

る。背面には細かな調整剥離の痕跡が残る。腹面は一度の加撃で形成された主要剥離面のみで構成さ

れる。主要剥離面には、打点とこれに収束するリングおよびフィッシャーが観察される。材質石材は

不明。

S D1229(第191図4014):4014は球形の叩き石で、表面の一部に叩打に伴う使用痕が観察される。

直径6.5cm、 重さ377gを数える。

(上坑 〉

S Kl104(第 191図4017～ 4019):4017は 球形の叩き石で、対極面の 2カ 所に叩打に伴 う使用痕が

残る。直径9.4cm、 重さ840gを 数える。4018、 40191ま 大きさは異なるが、ともに砥石の残欠と考えら

れる。
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S K1276(第 191図4022):4022は 長方形で角柱状の砥石。幅 4 cm、 長さ7.8cna、 厚さ3.4cmを 沢1る 。

S K1315(第 191図4024):4024は 長方形の砥石。幅3.9cm、 長さ 9 cm、 厚さ1.5cnaを 測る。

S K1350(第 192図4033):4033は 不整長方形の砥石。幅6.2cn4、 長さ8.6cm、 厚さ1.5cmを 測る。

S K1525(第 191図4020):4020は 小型長方形の砥石で、上端側が使用に伴い厚みが減 じた結果、

折損 している。幅3.4cm、 厚さ0.6cmを 測る。

S K1622(第 191図 4021):4021は 半裁折損 した磨石。幅10 4cm、 厚さ3.3cmを 測る。

S K1694(第 190図4013):4013は 県内では出土例の少ない滑石製の石鋼の破片。内外面とも成型

時の加工痕が顕者に残る。本来は鍔が口縁直下を巡 り体部は平底の形態だが、出土部位は体部下半の

一部分である。このため型式分類にあてはめる特徴に欠 く。おそらくは長崎県西彼杵郡の産であろう。

(井戸〉

S E1304(第 191図4025):4025は やや不整形だが角柱状の大型の砥石。幅6.3cm、 長さ12.5cm、 厚

さ6.4cmを 測る。

S E1305(第 191図 4023):40231よ長方形の砥石。幅4.4cm、 長さ8.2cm、 厚さ2 cmを 測る。

(包含層出土遺物〉(第 191図 4016、 第192図 4026～ 4032・ 4034・ 4035)

4016は 不整形な形態の砥石。幅5 9cm、 長さ9.4cm、 厚さ2.9cmを 測る。4026～ 4032、 4034、 4035も 砥

石である。大小取り混ぜて各種がみられるが、小型のものは厚みのない板状、大型のものは角柱状の

ものとなっている。4035は破損しているが、暖房具の一部と考えられる。

④ B4地区 (第 192図 4036～ 4042)

(溝 〉

S D 2172(第 192図4036・ 4037):2点 とも砥石の破片で、本来は長方形の板状を呈する。4036は

幅3.8cm、 厚さ0.5cm、 4037は幅2 4cm、 厚さ0.5cmを 測る。

(包含層出土遺物〉(第 192図 4038～ 4042)

4038は 表面に漆が付着する石片である。4039は長方形の形状だが、叩打痕があり、一応叩き石の一

種と考えておく。4040、 4041は 砥石で長方形・板状の形状。4040は 厚さ0.4cm、 4041は 厚さ0,3cmと 薄

い。4042は 馬璃製の剥片である。やや縦長の形状で、背面には大きな剥離面と、周辺に細かい調整剥

離が見られる。主要剥離面 (腹面)側 は大きく一枚で構成される。上側の打面中央に打点が位置し、

そこから放射状にリングとフィッシヤーが観察される。剥片の末端形状はややヒンジ・フラクチヤー

状に波打っている。

⑤B6地区 (第 192図 4043～第193図 4046)

(土坑〉

S K 4060(第 198図4046):4046は 石製五輪塔の火輪 (笠 )に該当する。屋根型を呈する笠の四隅

は先端が上方に反 り上がる形状である。頂部は平坦に仕上げ、空輪・風輪を載せて固定するための円

孔が穿たれている。一辺26cm、 高さ16.5cmを 測る。石材は安山岩である。

S K 4505(第 192図4043・ 4044):4043は板碑。板碑 とは板形をした石製卒塔婆で、その名の通 り

薄い板状のものが多いが、本例は厚みのある角柱状でシンプルな形状のもの。ちょうど将棋の駒の身

を厚くしたような形態である。頂部の山形と身部 (軸部)と は線刻区画されておらず、高さのない三

角錐状の山形が頭頂部に作り出されている。身部表面には図像にかわる種子として梵字を刻んでおり、

いわゆる梵字板碑に該当する。梵字は大日如来を表す「バン」の字が一字、軸部中央やや上側に陰刻

される。幅17cm、 長さ36.2cm、 厚さ13cmを 測る。4044も 同様の梵字板碑で、全体が僅かに大きい。幅
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18cm、 長 さ45cm、 厚 さ12.4cmを 測る。

(労恙〉

S D 4080(第 193図4髄5):4045は板碑で、本例は厚みのある角柱状でシンプルな形状のもの。三

角錐状の山形が頭頂部に作 り出されている。身部表面に梵字を刻む梵字板碑である。梵字は大日如来

を表す「バン」の文字が一字、軸部中央やや上狽1に 陰刻される。幅16.5cm、 長さ39cm、 厚さ13cmを 測

る。石材は安山岩を使用している。

⑥ C地区 (第 198図4047～ 第195図 4067)

(井戸〉

S E5101(第 193図4047):4047は板碑。正面からみると将棋の駒形であるが、上下端とも欠失す

る部分がみられる。梵字板碑と考えられるが、梵字自体は破断面により大きく損なわれている。残存

する字形から、やはり大日如来を表す「バン」の文字と推定される。幅19.8cm、 残存長43cm、 厚さ

15.6cmを 測る。

S E 5301(第 194図4052):4052は板碑の下半部分である。残存部分の形態は完全な正立方体では

ないキャラメル形で、幅23cm、 残存高25.6cm、 厚さ14.4cmの 大きさである。

S E5150(第 194図4053):4053は石製五輪塔の水輪である。上下を平坦に押しつぶしたような球

形で、梵字が陰刻された側が正面となる。梵字はやはり「バン」の字が刻まれている。水平方向の直

径は26cm、 高さは17.5cmを 測る。

く集石〉

S X 5252(第 193図4048、 第195図4067):4048は梵字板碑。厚みのある角柱状の形態。頂部の山形

は10cm以上の高さのあるしっかりとしたものが付 く。下端側は折損・欠失している。梵字はやはり大

日如来を表す「バン」の字が陰刻される。幅22cm、 残存高47.6cm、 厚さ18,8cmを 測る。4067は横断面

が角状の大型の砥石である。残存で幅6.6cm、 長さ19cm、 厚さ4cmを 測る。石材は砂岩である。

(上坑〉

S K5224(第 193図4049～ 4051):4049～ 4051は 石製五輪塔の火輪 (笠)である。4049は 屋根型を

呈する笠の四隅は角張らず九 くおさめる。頂部には空輪 。風輪を載せるための円孔が穿たれている。

一辺22～ 24cm、 高さ15,3cmを 測る。石材は凝灰岩である。40501よ 屋根型を呈する笠の四隅の先端が上

方に反り上がる。平面形態は方形ではなく長方形を呈する。頂部の円孔も大きい。一辺19.5× 27cm、

高さ18cmを 測る。石材は凝灰岩である。4051は笠の四隅は角張らず九 くおさめる。一辺23.5～ 26cm、

高さ13.5cmを 測る。

S K 5467(第 194図 4054):4054は 石臼で上臼に該当する。直径30.2cmの車輪形を呈す。最大厚10cm

を測る。度重なる使用により明らかに片減りしている。側面には挽き木を打ち込むための方形の子しが

穿たれている。臼目のパターンはやや均等に欠くものの、基本的に人分画と推定され、一区画の溝は

7～ 9本みられる。石材は凝灰岩である。

S K 5120(第195図4057):4057は石臼で、下臼に該当する。直径31.4cm、 厚さ7.5cmを 測る。中心

軸の芯棒受けは、直径2.5cm。 臼目のパターンはやや均等に欠くものの、基本的に六分画で、 6～ 10

本の溝を刻む。内外面に煤の痕跡が残る。本例はさらに建物の礎石に転用された状態で出上している。

S K 5318(第 195図4063):4063は 砥石で、上下端を欠失するが、角柱状の形態。幅3.5cm、 厚さ2.4

cmを測る。石材は砂岩である。全面に被熟の痕跡がみられる。

(街等〉
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S D 5205(第 194図4055。 4056):4055、 4056は共に石臼で上臼に該当する。4055は直径31.2cm、 最

大厚10cmを 測る。下面の接地面には軽 く傾 きがみられ、片減 りしている。上臼の上面は一段窪んでい

る。側面には挽 き木を打ち込むための長方形の孔が 2カ 所穿たれている。臼目のパターンはやや均等

に欠 くものの、人分画で副溝は 6～■本が刻まれる。材質は凝灰岩である。上面に煤が多量に付着 し

ている。4056も 基本的な形態は4055と 同じであるが、本例の場合高さがあり、頻繁な使用による片減

りなどがみられない。おそらくあまり使い込まないうちに損壊したのであろう。径31cm、 厚さ16cmを

測る。摺 り目は六分画で、一区画に4～ 7本の構を刻む。石材は凝灰岩である。

S D 5302(第 195図 4058・ 4059):4058、 4059は暖房具で、いずれも内側に被熟痕跡がみられる。

4058は箱形の角の部分、4059は長方形の窓の縁の部分に相当する。石材はともに凝灰岩である。

S D 5064(第 195図4060):4060は 暖房具で、長方形の窓の縁の部分で「T」 字型に折損している。

(包含層出土遺物〉(第 195図4061・ 4062・ 4064・ 4065)

4061は石臼で、上臼に該当する。破損した残欠であるが、平面形態が方形を呈する点が特異である。

摺 り合わせ面には片減りがみられ、明らかに使用されている。貫通している孔は軸穴ではなく「もの

くばり」の円孔であろう。また側面には打ち込み穴が一カ所みられるが、浅く孔もきれいに到 り抜か

れていない。摺り合わせ面の区画数は破片のためよくわからない。現状で一辺14cm、 高さ24cmを 測る。

4062は石製税である。破片で硯頭側を折損・欠失する。長方硯で内面も長方形、裏面は平坦である。

残存部位で幅6.4cm、 厚さ0.8cmを 数える。石材から高嶋硯と考えられる。4064、 4065は 砥石。両者と

も角柱状のもの。4064は 幅 4 cm、 長さ■.3cm、 厚さ3.5cm、 石材は砂質凝灰岩、4065は 幅6.2cm、 長さ

14.7cm、 厚さ4.6cmを 測る。                       ,

(森 隆)
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